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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　信号線駆動回路と、走査線駆動回路と、走査線及び信号線に対応して複数の画素がマト
リクス状に配置された画素部と、を有する発光装置であって、
　前記複数の画素は、各々、発光素子を有し、
　前記信号線駆動回路は、シフトレジスタ回路と、ラッチ回路と、前記信号線毎に設けら
れる電流源回路及び第１のスイッチと、を有し、
　前記シフトレジスタ回路は、パルスを出力する機能を有し、
　前記ラッチ回路は、前記パルスに応じて第１の信号を記憶する機能を有し、
　前記電流源回路は、第１のトランジスタと、第２のトランジスタと、容量素子と、第２
のスイッチと、第３のスイッチと、を有し、
　前記第１のトランジスタのソース及びドレインの一方が電源と接続され、
　前記容量素子の一方の電極が前記第１のトランジスタのソース及びドレインの一方と接
続され、前記容量素子の他方の電極が前記第１のトランジスタのゲートと接続され、
　前記第２のトランジスタのソース及びドレインの一方が前記第１のトランジスタのソー
ス及びドレインの他方と接続され、前記第２のトランジスタのソース及びドレインの他方
が前記第１のスイッチを介して前記信号線と接続され、前記第２のトランジスタのゲート
が前記第１のトランジスタのゲートと接続され、
　前記第２のスイッチの一方の端子が前記第１のトランジスタのゲートと接続され、前記
第２のスイッチの他方の端子が前記第１のトランジスタのソース及びドレインの他方と接
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続され、
　前記第３のスイッチの一方の端子が第１の電流が供給される配線と接続され、前記第３
のスイッチの他方の端子が前記第１のトランジスタのソース及びドレインの他方と接続さ
れ、
　前記第１のスイッチは、前記ラッチ回路に記憶された前記第１の信号によりオン又はオ
フが制御され、
　前記第２のスイッチ及び前記第３のスイッチは、第２の信号によりオン又はオフが制御
され、
　前記第２のスイッチ及び前記第３のスイッチがオンであることによって、前記第２のト
ランジスタがオフになり、前記第１のトランジスタに前記第１の電流が供給され、前記第
１の電流に応じた電圧が前記容量素子に保持され、
　前記第２のスイッチ及び前記第３のスイッチがオフであり、且つ前記第１のスイッチが
オンであることによって、前記容量素子に保持された前記電圧に応じた第２の電流が前記
第１のトランジスタ、前記第２のトランジスタ及び前記第１のスイッチを介して前記信号
線に出力されることを特徴とする発光装置。
【請求項２】
　信号線駆動回路と、走査線駆動回路と、走査線及び信号線に対応して複数の画素がマト
リクス状に配置された画素部と、を有する発光装置であって、
　前記複数の画素は、各々、発光素子を有し、
　前記信号線駆動回路は、シフトレジスタ回路と、ラッチ回路と、前記信号線毎に設けら
れる第１の電流源回路、第２の電流源回路及び第１のスイッチと、を有し、
　前記シフトレジスタ回路は、パルスを出力する機能を有し、
　前記ラッチ回路は、前記パルスに応じて第１の信号を記憶する機能を有し、
　前記第１の電流源回路及び前記第２の電流源回路は、各々、第１のトランジスタと、第
２のトランジスタと、容量素子と、第２のスイッチと、第３のスイッチと、第４のスイッ
チと、第５のスイッチと、を有し、
　前記第１のトランジスタのソース及びドレインの一方が電源と接続され、
　前記容量素子の一方の電極が前記第１のトランジスタのソース及びドレインの一方と接
続され、前記容量素子の他方の電極が前記第１のトランジスタのゲートと接続され、
　前記第２のトランジスタのソース及びドレインの一方が前記第１のトランジスタのソー
ス及びドレインの他方と接続され、前記第２のトランジスタのソース及びドレインの他方
が前記第１のスイッチを介して前記信号線と接続され、前記第２のトランジスタのゲート
が前記第１のトランジスタのゲートと接続され、
　前記第２のスイッチ及び前記第４のスイッチが前記第１のトランジスタのゲートと前記
第１のトランジスタのソース及びドレインの他方との間に直列に接続され、
　前記第３のスイッチ及び前記第５のスイッチが第１の電流が供給される配線と前記第１
のトランジスタのソース及びドレインの他方との間に直列に接続され、
　前記第１のスイッチは、前記ラッチ回路に記憶された前記第１の信号によりオン又はオ
フが制御され、
　前記第２のスイッチ前記第３のスイッチは、第２の信号によりオン又はオフが制御され
、
　前記第４のスイッチ及び前記第５のスイッチは、制御信号によりオン又はオフが制御さ
れ、
　前記第２のスイッチ、前記第３のスイッチ、前記第４のスイッチ及び前記第５のスイッ
チがオンであることによって、前記第２のトランジスタがオフになり、前記第１のトラン
ジスタに前記第１の電流が供給され、前記第１の電流に応じた電圧が前記容量素子に保持
され、
　前記第２のスイッチ、前記第３のスイッチ、前記第４のスイッチ及び前記第５のスイッ
チがオフであり、且つ前記第１のスイッチがオンであることによって、前記容量素子に保
持された前記電圧に応じた第２の電流が前記第１のトランジスタ、前記第２のトランジス
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タ及び前記第１のスイッチを介して前記信号線に出力されることを特徴とする発光装置。
【請求項３】
　請求項２において、
　前記第１の電流源回路及び前記第２の電流源回路の一方において、前記第２のスイッチ
、前記第３のスイッチ、前記第４のスイッチ及び前記第５のスイッチがオンであるとき、
前記第１の電流源回路及び前記第２の電流源回路の他方において、前記第２のスイッチ、
前記第３のスイッチ、前記第４のスイッチ及び前記第５のスイッチがオフであることを特
徴とする発光装置。
【請求項４】
　請求項１乃至請求項３のいずれか一項において、
　前記第２の信号は、前記ラッチ回路に記憶された前記第１の信号を用いて生成された信
号であることを特徴とする発光装置。
【請求項５】
　請求項１乃至請求項３のいずれか一項において、
　前記信号線駆動回路は、記憶回路を有し、
　前記記憶回路は、前記ラッチ回路に記憶された前記第１の信号を記憶する機能を有し、
　前記第２の信号は、前記記憶回路に記憶された前記第１の信号を用いて生成された信号
であることを特徴とする発光装置。
【請求項６】
　請求項１乃至請求項５に記載の発光装置を具備する電子機器。
 

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は信号線駆動回路の技術に関する。また前記信号線駆動回路を有する発光装置の
技術に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、画像の表示を行う表示装置の開発が進められている。表示装置としては、液晶素
子を用いて画像の表示を行う液晶表示装置が、高画質、薄型、軽量などの利点を活かして
幅広く用いられている。
【０００３】
　一方、自発光素子である発光素子を用いた発光装置の開発も近年進められている。発光
装置は、既存の液晶表示装置がもつ利点に加えて、動画表示に適した速い応答速度、低電
圧、低消費電力などの特徴を有し、次世代ディスプレイとして大きく注目されている。
【０００４】
　発光装置に多階調の画像を表示する際の階調表現方法としては、アナログ階調方式とデ
ジタル階調方式が挙げられる。前者のアナログ階調方式は、発光素子に流れる電流の大き
さをアナログ的に制御して階調を得るという方式である。また後者のデジタル階調方式は
、発光素子がオン状態（輝度がほぼ１００％の状態）と、オフ状態（輝度がほぼ０％の状
態）の２つの状態のみによって駆動するという方式である。デジタル階調方式においては
、このままでは２階調しか表示できないため、別の方式と組み合わせて多階調の画像を表
示する方法が提案されている。
【０００５】
　また画素の駆動方法としては、画素に入力する信号の種類で分類すると、電圧入力方式
と電流入力方式が挙げられる。前者の電圧入力方式は、画素に入力するビデオ信号（電圧
）を駆動用素子のゲート電極に入力して、該駆動用素子を用いて発光素子の輝度を制御す
る方式である。また後者の電流入力方式では、設定された信号電流を発光素子に流すこと
により、該発光素子の輝度を制御する方式である。
【０００６】
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　ここで、電圧入力方式を適用した発光装置における画素の回路の一例とその駆動方法に
ついて、図１６（Ａ）を用いて簡単に説明する。図１６（Ａ）に示した画素は、信号線５
０１、走査線５０２、スイッチング用ＴＦＴ５０３、駆動用ＴＦＴ５０４、容量素子５０
５、発光素子５０６、電源５０７、５０８を有する。
【０００７】
　走査線５０２の電位が変化してスイッチング用ＴＦＴ５０３がオンすると、信号線５０
１に入力されているビデオ信号は、駆動用ＴＦＴ５０４のゲート電極へと入力される。入
力されたビデオ信号の電位に従って、駆動用ＴＦＴ５０４のゲート・ソース間電圧が決定
し、駆動用ＴＦＴ５０４のソース・ドレイン間を流れる電流が決定する。この電流は発光
素子５０６に供給され、該発光素子５０６は発光する。
発光素子を駆動する半導体素子としては、ポリシリコントランジスタが用いられる。しか
し、ポリシリコントランジスタは、結晶粒界における欠陥に起因して、しきい値やオン電
流等の電気的特性にバラツキが生じやすい。図１６（Ａ）に示した画素において、駆動用
ＴＦＴ５０４の特性が画素毎にばらつくと、同じビデオ信号を入力した場合にも、それに
応じた駆動用ＴＦＴ５０４のドレイン電流の大きさが異なるため、発光素子５０６の輝度
はばらつく。
【０００８】
　上記問題を解決するためには、発光素子を駆動するＴＦＴの特性に左右されず、所望の
電流を発光素子に供給すればよい。この観点から、ＴＦＴの特性に左右されずに発光素子
に供給する電流の大きさを制御できる電流入力方式が提案されている。
【０００９】
　次いで、電流入力方式を適用した発光装置における画素の回路の一例とその駆動方法に
ついて、図１６（Ｂ）、１７を用いて簡単に説明する。図１６（Ｂ）に示した画素は、信
号線６０１、第１～第３の走査線６０２～６０４、電流線６０５、ＴＦＴ６０６～６０９
、容量素子６１０、発光素子６１１を有する。電流源回路６１２は、各信号線（各列）に
配置される。
【００１０】
　図１７を用いて、ビデオ信号の書き込みから発光までの動作について説明する。図１７
中、各部を示す図番は、図１６に準ずる。図１７（Ａ）～（Ｃ）は、電流の経路を模式的
に示している。図１７（Ｄ）は、ビデオ信号の書き込み時における各経路を流れる電流の
関係を示し、図１７（Ｅ）は、同じくビデオ信号の書き込み時に容量素子６１０に蓄積さ
れる電圧、つまりＴＦＴ６０８のゲート・ソース間電圧を示す。
【００１１】
　まず、第１及び第２の走査線６０２、６０３にパルスが入力され、ＴＦＴ６０６、６０
７がオンする。このとき、信号線６０１を流れる電流は信号電流をＩｄａｔａと表記する
。信号線６０１には、信号電流Ｉｄａｔａが流れているので、図１７（Ａ）に示すように
、画素内では、電流の経路はＩ１とＩ２とに分かれて流れる。これらの関係を図１７（Ｄ
）に示すが、Ｉｄａｔａ＝Ｉ１＋Ｉ２であることは言うまでもない。
【００１２】
　ＴＦＴ６０６がオンした瞬間には、まだ容量素子６１０には電荷が保持されていないた
め、ＴＦＴ６０８はオフである。よって、Ｉ２＝０となり、Ｉｄａｔａ＝Ｉ１となる。こ
の間は、容量素子６１０の両電極間に電流が流れて、該容量素子６１０において電荷の蓄
積が行われている。
【００１３】
　そして徐々に容量素子６１０に電荷が蓄積され、両電極間に電位差が生じ始める（図１
７（Ｅ））。両電極の電位差がＶｔｈとなると（図１７（Ｅ）、Ａ点）、ＴＦＴ６０８が
オンして、Ｉ２が生ずる。前述したように、Ｉｄａｔａ＝Ｉ１＋Ｉ２であるので、Ｉ１は
次第に減少するが、依然電流は流れており、容量素子６１０にはさらに電荷の蓄積が行わ
れる。
【００１４】
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　容量素子６１０では、その両電極の電位差、つまりＴＦＴ６０８のゲート・ソース間電
圧が所望の電圧になるまで電荷の蓄積が続く。つまりＴＦＴ６０８がＩｄａｔａの電流を
流すことが出来るだけの電圧になるまで電荷の蓄積が続く。やがて電荷の蓄積が終了する
（図１７（Ｅ）、Ｂ点）と、電流Ｉ２は流れなくなる。また、ＴＦＴ６０８は完全にオン
しているので、Ｉｄａｔａ＝Ｉ２となる（図１７（Ｂ））。以上の動作により、画素に対
する信号の書き込み動作が完了する。最後に第１及び第２の走査線６０２、６０３の選択
が終了し、ＴＦＴ６０６、６０７がオフする。
【００１５】
　続いて、第３の走査線６０４にパルスが入力され、ＴＦＴ６０９がオンする。容量素子
６１０には、先ほど書き込んだＶＧＳが保持されているため、ＴＦＴ６０８はオンしてお
り、電流線６０５からＩｄａｔａに等しい電流が流れる。これにより発光素子６１１が発
光する。このとき、ＴＦＴ６０８が飽和領域において動作するようにしておけば、ＴＦＴ
６０８のソース・ドレイン間電圧が変化したとしても、発光素子６１１に流れる発光電流
ＩＥＬは変わりなく流れる。
【００１６】
　このように電流入力方式とは、ＴＦＴ６０９のドレイン電流が電流源回路６１２で設定
された信号電流Ｉｄａｔａと同じ電流値になるように設定し、このドレイン電流に応じた
輝度で発光素子６１１が発光を行う方式をいう。上記構成の画素を用いることで、画素を
構成するＴＦＴの特性バラツキの影響を抑制して、所望の電流を発光素子に供給すること
が出来る。
【００１７】
　但し、電流入力方式を適用した発光装置では、ビデオ信号に応じた信号電流を正確に画
素に入力する必要がある。しかし、信号電流を画素に入力する役目を担う信号線駆動回路
（図１６では電流源回路６１２に相当）をポリシリコントランジスタで形成すると、その
特性にバラツキが生じるため、該信号電流にもバラツキが生じてしまう。
【００１８】
　つまり電流入力方式を適用した発光装置では、画素及び信号線駆動回路を構成するＴＦ
Ｔの特性バラツキの影響を抑制する必要がある。しかし図１６（Ｂ）に示す構成の画素を
用いることによって、画素を構成するＴＦＴの特性バラツキの影響を抑制することは出来
るが、信号線駆動回路を構成するＴＦＴの特性バラツキの影響を抑制することは困難とな
る。
【００１９】
　そこで、電流入力方式の画素を駆動する信号線駆動回路に配置される電流源回路の構成
とその動作について図１８を用いて簡単に説明する。
【００２０】
　図１８（Ａ）（Ｂ）における電流源回路６１２は、図１６（Ｂ）で示した電流源回路６
１２に相当する。電流源回路６１２は、定電流源５５５～５５８を有する。定電流源５５
５～５５８は、端子５５１～５５４を介して入力される信号により制御される。定電流源
５５５～５５８から供給される電流の大きさは各々異なっており、その比は１：２：４：
８となるように設定されている。
【００２１】
　図１８（Ｂ）は電流源回路６１２の回路構成を示した図であり、図中の定電流源５５５
～５５８はトランジスタに相当する。トランジスタ５５５～５５８のオン電流は、Ｌ（ゲ
ート長）／Ｗ（ゲート幅）値の比（１：２：４：８）に起因して１：２：４：８となる。
そうすると電流源回路６１２は、２４＝１６段階で電流の大きさを制御することが出来る
。つまり４ビットのデジタルビデオ信号に対して、１６階調のアナログ値を持つ電流を出
力することが出来る。なお、この電流源回路６１２は、ポリシリコントランジスタで形成
され、画素部と同一基板上に一体形成される。
【００２２】
　このように、従来において、電流源回路を内蔵した信号線駆動回路は提案されている。
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（例えば、非特許文献１、２参照）
【００２３】
　また、デジタル階調方式においては、多階調の画像を表現するためにデジタル階調方式
と面積階調方式とを組み合わせた方式（以下面積階調方式と表記）やデジタル階調方式と
時間階調方式とを組み合わせた方式（以下時間階調方式と表記）がある。面積階調方式と
は、一画素を複数の副画素に分割し、それぞれの副画素で発光、又は非発光を選択するこ
とで、一画素において発光している面積と、それ以外の面積との差をもって階調を表現す
る方式である。また時間階調方式とは、発光素子が発光している時間を制御することによ
り、階調表現を行う方式である。具体的には、１フレーム期間を長さの異なる複数のサブ
フレーム期間に分割し、各期間での発光素子の発光、又は非発光を選択することで、１フ
レーム期間内で発光した時間の長さの差をもって階調を表現する。デジタル階調方式にお
いては、多階調の画像を表現するためにデジタル階調方式と時間階調方式とを組み合わせ
た方式（以下時間階調方式と表記）が提案されている。（例えば、特許文献１参照）
【非特許文献１】服部励治、他３名、「信学技報」、ＥＤ２００１－８、電流指定型ポリ
シリコンＴＦＴアクティブマトリクス駆動有機ＬＥＤディスプレイの回路シミュレーショ
ン、ｐ．７－１４
【非特許文献２】Ｒｅｉｊｉ　Ｈ　ｅｔ　ａｌ．、「ＡＭ－ＬＣＤ’０１」、ＯＬＥＤ－
４，　ｐ．２２３－２２６
【特許文献１】特開２００１－５４２６号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００２４】
　上述した電流源回路６１２は、Ｌ／Ｗ値を設計することによって、トランジスタのオン
電流を１：２：４：８になるように設定している。しかしトランジスタ５５５～５５８は
、作製工程や使用する基板の相違によって生じるゲート長、ゲート幅及びゲート絶縁膜の
膜厚のバラツキの要因が重なって、しきい値や移動度にバラツキが生じてしまう。そのた
め、トランジスタ５５５～５５８のオン電流を設計通りに正確に１：２：４：８にするこ
とは困難である。つまり列によって、画素に供給する電流値にバラツキが生じてしまう。
【００２５】
　トランジスタ５５５～５５８のオン電流を設計通りに正確に１：２：４：８にするため
には、全ての列にある電流源回路の特性を、全て同一にする必要がある。つまり、信号線
駆動回路の有する電流源回路のトランジスタの特性を、全て同一にする必要があるが、そ
の実現は非常に困難である。
【課題を解決するための手段】
【００２６】
　本発明は上記の問題点を鑑みてなされたものであり、ＴＦＴの特性バラツキの影響を抑
制して、所望の信号電流を画素に供給することができる信号線駆動回路を提供する。さら
に本発明は、ＴＦＴの特性バラツキの影響を抑制した回路構成の画素を用いることにより
、画素及び駆動回路の両方を構成するＴＦＴの特性バラツキの影響を抑制して、所望の信
号電流を発光素子に供給することができる発光装置を提供する。
【００２７】
　本発明は、ＴＦＴの特性バラツキの影響を抑制して、所望の一定電流を流す電気回路（
本明細書では電流源回路とよぶ）を設けた新しい構成の信号線駆動回路を提供する。さら
に本発明は、前記信号線駆動回路を具備した発光装置を提供する。
【００２８】
　本発明は各列（各信号線など）に電流源回路が配置された信号線駆動回路を提供する。
【００２９】
　本発明は、各信号線（各列）に配置された電流源回路は、リファレンス用定電流源を用
いて、所定の信号電流を供給するように設定される。設定された電流源回路では、リファ
レンス用定電流源に比例した電流を供給する能力を有する。その結果、前記電流源回路を
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用いることにより、信号線駆動回路を構成するＴＦＴの特性バラツキの影響を抑制するこ
とが出来る。そして、設定された信号電流を電流源回路から画素に供給するか否かを決定
するスイッチは、ビデオ信号により制御される。
【００３０】
　つまり、信号線にビデオ信号に比例した信号電流を流す必要がある場合は、電流源回路
から信号線駆動回路に信号電流を供給するか否かを決定するスイッチを制御することによ
り行われ、該スイッチはビデオ信号により制御される。なお、本明細書において、電流源
回路から信号線駆動回路に信号電流を供給するか否かを決定するスイッチのことを、信号
電流制御スイッチと呼ぶことにする。
【００３１】
　なお、リファレンス用定電流源は、基板上に信号線駆動回路と一体形成してもよいし、
ＩＣを用いて基板の外部に配置してもよい。この場合には、リファレンス用電流として、
基板の外部から一定の電流が信号線駆動回路に供給される。
【００３２】
　本発明の信号線駆動回路の概略について図１、２を用いて説明する。図１、２には、ｉ
列目から（ｉ＋２）列目の３本の信号線の周辺の信号線駆動回路が示されている。
【００３３】
　まず、信号線にビデオ信号に比例した信号電流を流す必要がある場合について述べる。
【００３４】
　図１において、信号線駆動回路４０３には、各信号線（各列）に電流源回路４２０が配
置されている。電流源回路４２０は、端子ａ、端子ｂ及び端子ｃを有する。端子ａには設
定信号が入力される。端子ｂには電流線に接続されたリファレンス用定電流源１０９から
電流（リファレンス用電流）が供給される。また端子ｃは、電流源回路４２０に保持され
た信号をスイッチ１０１（信号電流制御スイッチ）を介して出力する。つまり電流源回路
４２０は、端子ａから入力される設定信号により制御され、端子ｂから電流（リファレン
ス用電流）が供給され、該電流（リファレンス用電流）に比例した電流を端子ｃより出力
する。なおスイッチ１０１（信号電流制御スイッチ）は、電流源回路４２０と信号線に接
続された画素との間に設けられ、前記スイッチ１０１（信号電流制御スイッチ）のオン又
はオフは、ビデオ信号により制御される。
【００３５】
　次いで図１とは異なる構成の本発明の信号線駆動回路について図２を用いて説明する。
図２において、信号線駆動回路４０３には、それぞれの信号線ごと（各列）に２つ以上の
電流源回路４２０が配置されている。そして電流源回路４２０は複数の電流源回路を有す
る。そしてここでは仮に２つの電流源回路を有するとし、電流源回路４２０は、第１電流
源回路４２１及び第２電流源回路４２２を有するとする。第１電流源回路４２１及び第２
電流源回路４２２は、端子ａ、端子ｂ、端子ｃ及び端子ｄを有する。端子ａには設定信号
が入力される。端子ｂには電流線に接続されたリファレンス用定電流源１０９から電流（
リファレンス用電流）が供給される。また端子ｃは、第１電流源回路４２１及び第２電流
源回路４２２に保持された信号（信号電流）をスイッチ１０１（信号電流制御スイッチ）
を介して出力する。つまり電流源回路４２０は、端子ａから入力される設定信号及び端子
ｄから入力される制御信号により制御され、端子ｂからは電流（リファレンス用電流）が
供給され、該電流（リファレンス用電流）に比例した電流（信号電流）を端子ｃより出力
する。なおスイッチ（信号電流制御スイッチ）１０１は、電流源回路４２０と信号線に接
続された画素の間に設けられ、前記スイッチ（信号電流制御スイッチ）１０１のオン又は
オフは、ビデオ信号により制御される。
【００３６】
　なお本明細書では、電流源回路４２０に対して信号電流の書き込みを終了させる動作（
信号電流を設定する、リファレンス用電流によって信号電流を設定する、電流源回路４２
０が信号電流を出力できるように定める）を設定動作と呼び、信号電流を画素に入力する
動作（電流源回路４２０が信号電流を出力する動作）を入力動作と呼ぶことにする。図２
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において、第１電流源回路４２１及び第２電流源回路４２２に入力される制御信号は互い
に異なっているため、第１電流源回路４２１及び第２電流源回路４２２は、一方は設定動
作を行い、他方は入力動作を行う。これにより同時に２つの動作を行うことが出来る。
【００３７】
　なお設定動作は任意の時間に任意のタイミングで任意の回数だけ行えばよい。どのよう
なタイミングで設定動作を行うかは、画素構成（画素に配置された電流源回路）や、信号
線駆動回路に配置された電流源回路などの構成により、任意に調節することができる。設
定動作を行う回数は、信号線駆動回路に、電源を供給し、動作し始める時に、最低限１回
だけ行えばよい。しかしながら、実際には、設定動作により取得した情報が漏れてしまっ
たりする場合があるため、その情報を再び取得したほうがよい時期がきたら、再び設定動
作を行えばよい。
【００３８】
　図１、２に示した信号線駆動回路では、ビデオ信号に比例した信号電流を信号線に供給
する場合について述べた。但し、本発明はこれに限定されない。例えば、信号線とは異な
る別の配線に電流を供給してもよい。この場合には、スイッチ１０１（信号電流制御スイ
ッチ）を配置する必要はない。このスイッチ１０１を配置しない場合について、図１につ
いては図３６、図２については図３７に示す。この場合には、電流は画素用電流線に出力
される。信号線にはビデオ信号が出力される。
【００３９】
　本発明では、ビデオ信号は、画素の制御に用いる場合と電流源回路の設定信号に用いる
場合の２つの場合がある。つまり、ビデオ信号は、画像の表示のためだけに利用するので
はなく、電流源回路の設定動作のためにも利用する。そして、ビデオ信号を画素の制御（
画像の表示）に用いる場合には、電流源回路は入力動作（画素への電流の出力）を行う。
また、ビデオ信号を電流源回路の設定信号として用いる場合には、電流源回路は設定動作
を行う。
【００４０】
　なお電流は信号線又は画素用電流線のどちらかに出力される。電流が信号線に出力され
る場合、ビデオ信号を画素の制御（画像の表示）に用いる際には、電流源回路は入力動作
（画素への電流の出力）を行う。なぜなら、信号線へ出力される電流がビデオ信号そのも
のであるためである。一方、電流が画素用電流線に出力される場合、ビデオ信号を画素の
制御（画像の表示）に用いる際には、信号線駆動回路に配置された電流源回路では入力動
作を行うとは限らない。なぜなら、ビデオ信号を画素の制御（画像の表示）に用いる際に
は、信号線には、ビデオ信号が入力されており、そのビデオ信号と、信号線駆動回路に配
置された電流源回路が入力動作の時に出力する電流とは、無関係のものだからである。信
号線駆動回路に配置された電流源回路では、画素に配置された電流源回路の設定動作を行
っている際に入力動作を行う。
【００４１】
　そして本発明では、設定動作を行う際、ビデオ信号を用いて、１列目から最終列目のう
ち、任意の列に配置された電流源回路を指定する。また、任意の期間だけ、電流源回路を
指定する。そうすると、複数列に配置された電流源回路のうち、設定動作が必要な電流源
回路を指定することが可能となり、また指定された電流源回路では設定動作に時間をかけ
て行うことが可能となるため、正確に設定動作を行うことができる。
【００４２】
　もし、任意の列の電流源回路を指定することができず、１列目から最終列目まで順に指
定しなければならない場合には、１列当たりの設定動作の期間が短くなってしまう。なぜ
なら、ある決まった期間において、１列目から最終列目までの電流源回路に対して、設定
動作を行わなければならないため、１列当たりの設定動作の期間が短くなってしまうから
である。その結果、十分に設定動作を行うことができない。
【００４３】
　なお複数列に配置された電流源回路のうち、１列目から最終列目まで順に電流源回路の



(9) JP 4610632 B2 2011.1.12

10

20

30

40

50

設定動作を行ってもよい。しかし、１列目から順に電流源回路の設定動作を行うのではな
く、電流源回路の設定動作をランダムに行うことができると、様々な利点が生じる。例え
ば、電流源回路の設定動作を行う時間の長さが自由に長くとれるようになる。また、設定
動作を行うことができる期間が、１フレーム中に点在している場合は、任意の列をランダ
ムに選択できると、自由度が上がり、設定動作を行う期間を長くとることができるように
なる。例えば、１フレーム中に点在している、設定動作を行うことができる期間において
、１列分の電流源回路の設定動作を、その期間いっぱいを用いて、行うことができる。そ
のほかの利点としては、電流源回路内に配置された容量素子における電荷の漏れの影響を
目立たなくさせることができる。このように、設定動作に伴う不具合があった場合、その
不具合を目立たなくさせることができるようになる。
【００４４】
　本発明は、ビデオ信号を電流源回路の制御のために利用することにより、電流源回路の
設定動作の制御や電流源回路を指定するための専用の回路が不要になる。その結果、配置
する回路数が減少するため、製造時における不良発生率を抑え、歩留まりを向上すること
ができるようになる。また、配置する回路数を減少することが出来るため、レイアウト面
積も小さくできる。そのため、額縁面積を小さくでき、装置を小型化できる。
【００４５】
　なお、本発明において、ＴＦＴは、通常の単結晶を用いたトランジスタや、ＳＯＩを用
いたトランジスタ、有機トランジスタなどに置き換えて適用することができる。
【００４６】
　また本発明において、発光装置とは発光素子を有する画素部及び信号線駆動回路が基板
とカバー材との間に封入されたパネル、前記パネルにＩＣ等を実装したモジュール、ディ
スプレイなどを範疇に含む。つまり発光装置とは、パネル、モジュール及びディスプレイ
などの総称に相当する。
【００４７】
　本発明は上記のような電流源回路を有する信号線駆動回路を提供する。さらに本発明は
、ＴＦＴの特性に左右されない回路構成の画素を用いることにより、画素及び駆動回路の
両方を構成するＴＦＴの特性バラツキの影響を抑制し、また所望の信号電流Ｉｄａｔａを
発光素子に供給することができる発光装置を提供する。
【発明の効果】
【００４８】
　上記構成を有する本発明は、作製工程や使用する基板の相違によって生じるＴＦＴの特
性バラツキの影響を抑制して、所望の信号電流を外部に供給することができる。
【００４９】
　また本発明は、設定動作を行う際、ビデオ信号を用いて、１列目から最終列目のうち、
任意の列に配置された電流源回路を指定する。また、任意の期間だけ、電流源回路を指定
する。そうすると、複数列に配置された電流源回路のうち、設定動作が必要な電流源回路
を指定することが可能となり、また指定された電流源回路では設定動作に時間をかけて行
うことが可能となるため、正確に設定動作を行うことができる。なお複数列に配置された
電流源回路のうち、１列目から最終列目まで順に電流源回路の設定動作を行ってもよい。
しかし、１列目から順に電流源回路の設定動作を行うのではなく、電流源回路の設定動作
をランダムに行うことができると、様々な利点が生じる。例えば、電流源回路の設定動作
を行う時間の長さが自由に長くとれるようになる。また、設定動作を行うことができる期
間が、１フレーム中に点在している場合は、任意の列をランダムに選択できると、自由度
が上がり、設定動作の期間を長くとることができるようになる。そのほかの利点としては
、電流源回路内に配置された容量素子における電荷の漏れの影響を目立たなくさせること
ができるようになる。このように、設定動作に伴う不具合があった場合、その不具合を目
立たなくさせることができるようになる。
【００５０】
　さらに本発明は、ビデオ信号を電流源回路の設定動作のために利用することにより、電
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流源回路の設定動作の制御や電流源回路を指定するための専用の回路が不要になる。その
結果、配置する回路数が減少するため、製造時における不良発生率を抑えることができる
ようになる。また、レイアウト面積も小さくできる。そのため、額縁面積を小さくでき、
装置を小型化できる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００５１】
（実施の形態１）
　本実施の形態では、本発明の信号線駆動回路に具備される図１に示した電流源回路４２
０の回路構成の例について説明する。
【００５２】
　図１において、端子ａから入力される設定信号とは、第２のラッチ回路４１３から供給
されるビデオ信号に相当する。但し、ビデオ信号は画素の制御にも用いられるため、電流
源回路４２０に直接入力されず、論理演算子を介して入力される。この論理演算子により
、ビデオ信号を画素の制御（画像の表示）のために用いる時と、電流源回路の制御のため
に用いる時とを切り替えることが可能となる。つまり、端子ａから入力される設定信号と
は、設定制御線（図１には図示せず）に接続された論理演算子の出力端子から供給される
信号に相当する。そして本発明では、設定制御線に接続された論理演算子の出力端子から
供給される信号に合わせて、電流源回路４２０の設定を行う。
【００５３】
　前記論理演算子の２つの入力端子は、一方には第２のラッチ回路から供給される信号（
ビデオ信号に相当）、他方には設定制御線から信号が入力される。前記論理演算子では、
入力された２つの信号の論理演算を行って、出力端子から信号を出力する。そして電流源
回路４２０では、前記論理演算子の出力端子から供給される信号に従って、設定動作又は
入力動作を行う。このようにすることにより、ビデオ信号を画素の制御（画像の表示）に
用いている時に、ビデオ信号が電流源回路に影響を与えないようにできる。
【００５４】
　もし、前記論理演算子を配置せず、第２のラッチ回路から供給される信号（ビデオ信号
に相当）に従って、電流源回路４２０の設定動作や入力動作を行うとすると、ビデオ信号
を画素の制御（画像の表示）に用いている時にも、電流源回路４２０の設定動作や入力動
作などが行われることになってしまう。そして、どの電流源回路４２０に対して設定動作
や入力動作などが行われるかが、画像の表示パターンによって異なってしまう。つまり、
正しく、電流源回路４２０の設定動作や入力動作などを行うことができなくなってしまう
。それに対し、前記論理演算子を配置すれば、前記論理演算子に入力される設定制御線か
ら信号を用いることにより、ビデオ信号を画素の制御（画像の表示）に用いている時でも
、前記論理演算子の出力端子の信号が変化したりすることを防ぐことができ、正しく、電
流源回路４２０の設定動作や入力動作などを行うことが可能となる。
【００５５】
　そして本発明においては、第２のラッチ回路から出力される信号（ビデオ信号に相当）
は、画素に入力するビデオ信号として用いる場合と、電流源回路の設定信号として用いる
場合の２つの場合がある。つまり第２のラッチ回路から出力される信号（ビデオ信号に相
当）を画素に入力するビデオ信号として用いるときには、信号線駆動回路の電流源回路は
入力動作を行う。また第２のラッチ回路から出力される信号（ビデオ信号に相当）を電流
源回路の設定信号として用いるときには、該電流源回路は設定動作を行う。
【００５６】
　そのため、仮に第２のラッチ回路から出力されるビデオ信号を電流源回路の端子ａにそ
のまま入力すると、画素にビデオ信号を入力しているときに、信号線駆動回路の電流源回
路は、設定動作を同時に行うことになる。つまり信号線駆動回路の電流源回路が設定動作
と入力動作を同時に行うことになってしまう。そうすると、ビデオ信号は、表示する画像
によって変化するために、正確に設定動作を行うことが出来なくなる。
【００５７】
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　そこで本発明では、電流源回路が設定動作を行うタイミングを設定制御線から供給され
る信号を用いて制御する。さらにどの列の電流源回路で設定動作を行うのかをビデオ信号
を用いて制御する。そうすると、ビデオ信号を画素に入力するビデオ信号として用いる場
合には、信号線駆動回路の電流源回路に影響を与えない。またビデオ信号を信号線駆動回
路の電流源回路の設定信号として用いて設定動作を行うときは、該電流源回路が入力動作
を行わないように設定制御線を制御することによって、正確に電流源回路の設定動作を行
うことが出来る。
【００５８】
　なおシフトレジスタとは、フリップフロップ回路（ＦＦ）等を複数列用いた構成を有す
るものである。そして前記シフトレジスタにクロック信号（Ｓ－ＣＬＫ）、スタートパル
ス（Ｓ－ＳＰ）及びクロック反転信号（Ｓ－ＣＬＫｂ）が入力されて、これらの信号のタ
イミングに従って、順次出力される信号をサンプリングパルスとよぶ。
【００５９】
　図６（Ａ）において、スイッチ１０４、１０５ａ、１０６と、トランジスタ１０２（ｎ
チャネル型）と、該トランジスタ１０２のゲート・ソース間電圧ＶＧＳを保持する容量素
子１０３とを有する回路が電流源回路４２０に相当する。
【００６０】
　電流源回路４２０では、端子ａを介して入力される信号によってスイッチ１０４、スイ
ッチ１０５ａがオンとなる。そうすると、電流線に接続されたリファレンス用定電流源１
０９（以下定電流源１０９と表記）から、端子ｂを介して電流（リファレンス用電流）が
供給され、容量素子１０３に所定の電荷が保持される。そして定電流源１０９から流され
る電流（リファレンス用電流）がトランジスタ１０２のドレイン電流と等しくなるまで、
容量素子１０３に電荷が保持される。
【００６１】
　次いで、端子ａを介して入力される信号により、スイッチ１０４、スイッチ１０５ａを
オフにする。そうすると、容量素子１０３に所定の電荷が保持されているため、トランジ
スタ１０２は、信号電流Ｉｄａｔａに応じた大きさの電流を流す能力をもつことになる。
そして仮にスイッチ１０１（信号電流制御スイッチ）、スイッチ１０６が導通状態になる
と、端子ｃを介して信号線に接続された画素に電流が流される。このとき、トランジスタ
１０２のゲート電圧は、容量素子１０３により所定のゲート電圧に維持されているため、
トランジスタ１０２のドレイン領域には信号電流Ｉｄａｔａに応じたドレイン電流が流れ
る。そのため、信号線駆動回路を構成するトランジスタの特性バラツキに左右されずに、
画素に入力される電流の大きさを制御できる。
【００６２】
　なお、スイッチ１０１（信号電流制御スイッチ）が配置されていない場合は、スイッチ
１１６が導通状態になると、端子ｃを介して信号線に接続された画素に電流が流れる。
【００６３】
　なおスイッチ１０４及びスイッチ１０５ａの接続構成は図６（Ａ）に示す構成に限定さ
れない。例えば、スイッチ１０４の一方を端子ｂに接続し、他方をトランジスタ１０２の
ゲート電極の間に接続し、更にスイッチ１０５ａの一方を、スイッチ１０４を介して端子
ｂに接続して、他方をスイッチ１０６に接続する構成でもよい。そしてスイッチ１０４及
びスイッチ１０５ａは、端子ａから入力される信号により制御される。
【００６４】
　或いは、スイッチ１０４は端子ｂとトランジスタ１０２のゲート電極の間に配置し、ス
イッチ１０５ａは端子ｂとスイッチ１１６の間に配置してもよい。つまり、図３１（Ａ）
を参照すると、設定動作時には図３１（Ａ１）のように接続され、入力動作時には図３１
（Ａ２）のように接続されるように、配線やスイッチを配置するとよい。配線の本数やス
イッチの個数、及びその接続は特に限定されない。
【００６５】
　なお図６（Ａ）に示す電流源回路４２０では、信号を設定する動作（設定動作）と、信
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号を画素に入力する動作（入力動作）を同時に行うことは出来ない。
【００６６】
　図６（Ｂ）において、スイッチ１２４、スイッチ１２５と、トランジスタ１２２（ｎチ
ャネル型）と、該トランジスタ１２２のゲート・ソース間電圧ＶＧＳを保持する容量素子
１２３と、とトランジスタ１２６（ｎチャネル型）とを有する回路が電流源回路４２０に
相当する。
【００６７】
　トランジスタ１２６はスイッチ又は電流源用トランジスタの一部のどちらかとして機能
する。
【００６８】
　電流源回路４２０では、端子ａを介して入力される信号によってスイッチ１２４、スイ
ッチ１２５がオンとなる。そうすると、電流線に接続された定電流源１０９から、端子ｂ
を介して電流（リファレンス用電流）が供給され、容量素子１２３に所定の電荷が保持さ
れる。そして定電流源１０９から流される電流（リファレンス用電流）がトランジスタ１
２２のドレイン電流と等しくなるまで、容量素子１２３に電荷が保持される。なおスイッ
チ１２４がオンとなると、トランジスタ１２６のゲート・ソース間電圧ＶＧＳが０Ｖとな
るので、トランジスタ１２６はオフになる。
【００６９】
　次いで、スイッチ１２４、スイッチ１２５をオフにする。そうすると、容量素子１２３
に所定の電荷が保持されているため、トランジスタ１２２は、信号電流Ｉｄａｔａに応じ
た大きさの電流を流す能力をもつことになる。そして仮にスイッチ１０１（信号電流制御
スイッチ）が導通状態になると、端子ｃを介して信号線に接続された画素に電流が流され
る。このとき、トランジスタ１２２のゲート電圧は、容量素子１２３により所定のゲート
電圧に維持されているため、トランジスタ１２２のドレイン領域には信号電流Ｉｄａｔａ
に応じたドレイン電流が流れる。そのため、信号線駆動回路を構成するトランジスタの特
性バラツキに左右されずに、画素に入力される電流の大きさを制御できる。
【００７０】
　なおスイッチ１２４、１２５がオフすると、トランジスタ１２６のゲートとソースは同
電位ではなくなる。その結果、容量素子１２３に保持された電荷がトランジスタ１２６の
方にも分配され、トランジスタ１２６が自動的にオンになる。ここで、トランジスタ１２
２、１２６は直列に接続され、且つ互いのゲートが接続されている。従って、トランジス
タ１２２、１２６はマルチゲートのトランジスタとして動作する。つまり、設定動作時と
入力動作時とでは、トランジスタのゲート長Ｌが異なることになる。従って、設定動作時
に端子ｂから供給される電流値は、入力動作時に端子ｃから供給される電流値よりも大き
くすることが出来る。そのため、端子ｂとリファレンス用定電流源との間に配置された様
々な負荷（配線抵抗、交差容量など）を、より早く充電することができる。従って、設定
動作を素早く完了させることができる。なお、スイッチ１０１（信号電流制御スイッチ）
が配置されていない場合は、トランジスタ１２６が導通状態になると、端子ｃを介して信
号線に接続された画素に電流が流れる。
【００７１】
　なお配線の本数、スイッチの個数及びその接続構成は特に限定されない。つまり、図３
１（Ｂ）を参照すると、設定動作時には図３１（Ｂ１）のように接続され、入力動作時に
は図３１（Ｂ２）のように接続されるように、配線やスイッチを配置するとよい。特に、
図３１（Ｃ２）においては、容量素子１０７に貯まった電荷が漏れないようになっていれ
ばよい。
【００７２】
　なお図６（Ｂ）に示す電流源回路４２０では、信号を設定する動作（設定動作）と、信
号を画素に入力する動作（入力動作）を同時に行うことは出来ない。
【００７３】
　図６（Ｃ）において、スイッチ１０８、スイッチ１１０、トランジスタ１０５ｂ、１０
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６（ｎチャネル型）、該トランジスタ１０５ｂ、１０６のゲート・ソース間電圧ＶＧＳを
保持する容量素子１０７とを有する回路が電流源回路４２０に相当する。
【００７４】
　電流源回路４２０では、端子ａを介して入力される信号によってスイッチ１０８、スイ
ッチ１１０がオンとなる。そうすると電流線に接続された定電流源１０９から、端子ｂを
介して電流（リファレンス用電流）が供給され、容量素子１０７に所定の電荷が保持され
る。そして定電流源１０９から流される電流（リファレンス用電流）がトランジスタ１０
５ｂのドレイン電流と等しくなるまで、容量素子１０７に電荷が保持される。このとき、
トランジスタ１０５ｂ及びトランジスタ１０６のゲート電極は互いに接続されているので
、トランジスタ１０５ｂ及びトランジスタ１０６のゲート電圧は、容量素子１０７によっ
て保持されている。
【００７５】
　次いで、端子ａを介して入力される信号により、スイッチ１０８、スイッチ１１０をオ
フにする。そうすると、容量素子１０７に所定の電荷が保持されるため、トランジスタ１
０６は、電流（リファレンス用電流）に応じた大きさの電流を流す能力をもつことになる
。そして仮にスイッチ１０１（信号電流制御スイッチ）が導通状態になると、端子ｃを介
して信号線に接続された画素に電流が流される。このとき、トランジスタ１０６のゲート
電圧は、容量素子１０７により所定のゲート電圧に維持されているため、トランジスタ１
０６のドレイン領域には電流（リファレンス用電流）に応じたドレイン電流が流れる。そ
のため、信号線駆動回路を構成するトランジスタの特性バラツキに左右されずに、画素に
入力される電流の大きさを制御することが出来る。
【００７６】
　なおスイッチ１０１（信号電流制御スイッチ）が配置されていない場合は、端子ｃを介
して信号線に接続された画素に電流が流れる。
【００７７】
　このとき、トランジスタ１０６のドレイン領域に、信号電流Ｉｄａｔａに応じたドレイ
ン電流を正確に流すためには、トランジスタ１０５ｂ及びトランジスタ１０６の特性が同
じであることが必要となる。より詳しくは、トランジスタ１０５ｂ及びトランジスタ１０
６の移動度、しきい値などの値が同じであることが必要となる。また図６（Ｃ）では、ト
ランジスタ１０５ｂ及びトランジスタ１０６のＷ（ゲート幅）／Ｌ（ゲート長）の値を任
意に設定して、定電流源１０９から供給される電流に比例した電流を画素に流すようにし
てもよい。
【００７８】
　またトランジスタ１０５ｂ及び１０６のうち、定電流源１０９に接続されたトランジス
タのＷ／Ｌを大きく設定することで、該定電流源１０９から大電流を供給して、書き込み
速度を早くすることが出来る。
【００７９】
　なお図６（Ｂ）に示す電流源回路４２０では、信号を設定する動作（設定動作）と、信
号を画素に入力する動作（入力動作）を同時に行うことが出来る。
【００８０】
　そして図６（Ｄ）、（Ｅ）に示す電流源回路４２０は、図６（Ｃ）に示す電流源回路４
２０とスイッチ１１０の接続構成が異なっている点以外は、その他の回路素子の接続構成
は同じである。また図６（Ｄ）、（Ｅ）に示す電流源回路４２０の動作は、図６（Ｃ）に
示す電流源回路４２０の動作に準ずるので、ここでは説明を省略する。
【００８１】
　なお配線の本数、スイッチの個数及びその接続構成は特に限定されない。つまり、図３
８（Ｃ）を参照すると、設定動作時には図３８（Ｃ１）のように接続され、入力動作時に
は図３８（Ｃ２）のように接続されるように、配線やスイッチを配置するとよい。特に、
図３８（Ｃ２）においては、容量素子１０７に貯まった電荷が漏れないようになっていれ
ばよい。
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【００８２】
　図３９（Ａ）において、スイッチ１９５ｂ、１９５ｃ、１９５ｄ、１９５ｆ、トランジ
スタ１９５ａ、容量素子１９５ｅを有する回路が電流源回路に相当する。図３９（Ａ）に
示す電流源回路では、端子ａを介して入力される信号によりスイッチ１９５ｂ、１９５ｃ
、１９５ｄ、１９５ｆがオンになる。そうすると、端子ｂを介して、電流線に接続された
定電流源１０９から電流が供給され、定電流源１０９から供給される信号電流とトランジ
スタ１９５ａのドレイン電流が等しくなるまで、容量素子１９５ｅに所定の電荷が保持さ
れる。
【００８３】
　次いで、端子ａを介して入力される信号により、スイッチ１９５ｂ、１９５ｃ、１９５
ｄ、１９５ｆがオフになる。このとき、容量素子１９５ｅには所定の電荷が保持されてい
るため、トランジスタ１９５ａは信号電流に応じた大きさの電流を流す能力を有する。こ
れは、トランジスタ１９５ａのゲート電圧は、容量素子１９５ｅにより所定のゲート電圧
に設定されており、該トランジスタ１９５ａのドレイン領域には電流（リファレンス用電
流）に応じたドレイン電流が流れるためである。この状態において、端子ｃを介して外部
に電流が供給される。なお図３９（Ａ）に示す電流源回路では、電流源回路が信号電流を
流す能力を有するように設定する設定動作と、該信号電流を画素に入力する入力動作を同
時に行うことは出来ない。また端子ａを介して入力される信号により制御されるスイッチ
がオンであり、且つ端子ｃから電流が流れないようになっているときは、端子ｃと他の電
位の配線とを接続する必要がある。そして、ここではその配線の電位を、Ｖａとする。Ｖ
ａは、端子ｂから流れてくる電流をそのまま流せるような電位であればよく、一例として
は、電源電圧Ｖｄｄなどでよい。
【００８４】
　なお配線の本数、スイッチの個数及びその接続構成は特に限定されない。つまり、図３
９（Ｂ）（Ｃ）を参照すると、設定動作時には図３９（Ｂ１）（Ｃ１）のように接続され
、入力動作時には図３９（Ｂ２）（Ｃ２）のように接続されるように、配線やスイッチを
配置するとよい。
【００８５】
　また図６（Ａ）、図６（Ｃ）～（Ｅ）の電流源回路において、電流の流れる方向（画素
から信号線駆動回路への方向）は同様であって、トランジスタ１０２、トランジスタ１０
５ｂ、トランジスタ１０６の極性（導電型）をｐチャネル型にすることも可能である。
【００８６】
　そこで図７（Ａ）には、電流の流れる方向（画素から信号線駆動回路への方向）は同様
であって、図６（Ａ）に示すトランジスタ１０２をｐチャネル型にしたときの回路構成を
示す。図６（Ａ）では、容量素子をゲート・ソース間に配置することにより、ソースの電
位は変化しても、ゲート・ソース間電圧は保持することが出来る。また図７（Ｂ）～（Ｄ
）には、電流の流れる方向（画素から信号線駆動回路への方向）は同様であって、図６（
Ｃ）～（Ｅ）に示すトランジスタ１０５ｂ、トランジスタ１０６をｐチャネル型にした回
路図を示す。
【００８７】
　また、図４０（Ａ）には、図３９に示した構成において、トランジスタ１９５ａをｐチ
ャネル型にした場合を示す。また図４０（Ｂ）には、図６（Ｂ）に示した構成において、
トランジスタ１２２、１２６をｐチャネル型にした場合を示す。
【００８８】
　図４２において、スイッチ１０４、１１６、トランジスタ１０２、容量素子１０３など
を有する回路が電流源回路に相当する。
【００８９】
　図４２（Ａ）は、図６（Ａ）の一部を変更した回路に相当する。図４２（Ａ）に示す電
流源回路では、電流源の設定動作時と、入力動作時とで、トランジスタのゲート幅Ｗが異
なる。つまり、設定動作時には、図４２（Ｂ）のように接続され、ゲート幅Ｗが大きい。
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入力動作時には、図４２（Ｃ）のように接続され、ゲート幅Ｗが小さい。従って、設定動
作時に端子ｂから供給される電流値は、入力動作時に端子ｃから供給される電流値よりも
大きくすることが出来る。そのため、端子ｂとリファレンス用定電流源との間に配置され
た様々な負荷（配線抵抗、交差容量など）を、より早く充電することができる。従って、
設定動作を素早く完了させることができる。
【００９０】
　なお、図４２では、図６（Ａ）の一部を変更した回路について示した。しかし、図６の
ほかの回路や図７、図３９、図４０、図４１などの回路にも、容易に適用できる。
【００９１】
　なお、図６、図７、図３９に示した電流源回路では、電流は画素から信号線駆動回路の
方向へ流れる。しかしながら、電流は画素から信号線駆動回路の方向へ流れるだけでなく
、信号線駆動回路から画素の方向へ流れる場合もある。電流がどちらの方向に流れるかは
、画素の構成に依存する。電流が信号線駆動回路から画素の方向へ流れる場合には、図６
において、Ｖｓｓ（低電位電源）をＶｄｄ（高電位電源）に変更して、トランジスタ１０
２、１０５ｂ、１０６、１２２、１２６をｐチャネル型とすればよい。また図７において
、ＶｓｓをＶｄｄに変更して、トランジスタ１０２、１０５ｂ、１０６をｎチャネル型と
すればよい。
【００９２】
　なお、上記の全ての電流源回路において、配置されている容量素子は、トランジスタの
ゲート容量などを代用することで、配置しなくてもよい。
【００９３】
　なお、図７（Ａ）～（Ｄ）、図４０（Ａ）（Ｂ）の回路は、設定動作時には図４１（Ａ
１）～（Ｄ１）のように接続され、入力動作時には図４１（Ａ２）～（Ｄ２）のように接
続されるように、配線やスイッチを配置するとよい。配線の本数やスイッチの個数は特に
限定されない。
【００９４】
　以下には、図６、７を用いて説明した電流源回路のうち、図６（Ａ）及び図７（Ａ）、
図６（Ｃ）～（Ｅ）及び図７（Ｂ）～（Ｄ）の電流源回路の動作について詳しく説明する
。まず、図６（Ａ）及び図７（Ａ）の電流源回路の動作について図１９を用いて説明する
。
【００９５】
　図１９（Ａ）～図１９（Ｃ）は、電流が回路素子間を流れていく経路を模式的に示して
いる。図１９（Ｄ）は、信号電流Ｉｄａｔａを電流源回路に書き込むときの各経路を流れ
る電流と時間の関係を示しており、図１９（Ｅ）は、信号電流Ｉｄａｔａを電流源回路に
書き込むときに容量素子１６に蓄積される電圧、つまりトランジスタ１５のゲート・ソー
ス間電圧と時間の関係を示している。また図１９（Ａ）～図１９（Ｃ）に示す回路図にお
いて、１１はリファレンス用定電流源、スイッチ１２～スイッチ１４はスイッチング機能
を有する半導体素子、１５はトランジスタ（ｎチャネル型）、１６は容量素子、１７は画
素である。本実施の形態では、スイッチ１４と、トランジスタ１５と、容量素子１６とが
電流源回路２０に相当する電気回路とする。なお図１９（Ａ）には引き出し線と符号が付
いており、図１９（Ｂ）、（Ｃ）において引き出し線と符号は図１９（Ａ）に準ずるので
図示は省略する。
【００９６】
　ｎチャネル型のトランジスタ１５のソース領域はＶｓｓに接続され、ドレイン領域はリ
ファレンス用定電流源１１に接続されている。そして容量素子１６の一方の電極はＶｓｓ
（トランジスタ１５のソース）に接続され、他方の電極はスイッチ１４（トランジスタ１
５のゲート）に接続されている。容量素子１６は、トランジスタ１５のゲート・ソース間
電圧を保持する役目を担う。
【００９７】
　画素１７は、発光素子やトランジスタなどにより構成される。発光素子は、陽極と陰極
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と、該陽極と該陰極との間に挟まれた発光層を有する。本明細書では、陽極を画素電極と
して用いる場合は陰極を対向電極と呼び、陰極を画素電極として用いる場合は陽極を対向
電極と呼ぶ。また発光層には、公知の発光材料を用いて作製することが出来る。発光層に
は、単層構造と積層構造の二つの構造があるが、本発明は公知のどのような構造を用いて
もよい。発光層におけるルミネッセンスには、一重項励起状態から基底状態に戻る際の発
光（蛍光）と、三重項励起状態から基底状態に戻る際の発光（リン光）とがあるが、本発
明はどちらか一方、又は両方の発光を用いた発光装置にも適用できる。また発光層は、有
機材料や無機材料などの公知の材料から構成される。
【００９８】
　なお実際には、電流源回路２０は信号線駆動回路に設けられている。そして信号線駆動
回路に設けられた電流源回路２０から、信号線や画素が有する回路素子等を介して発光素
子に信号電流Ｉｄａｔａに応じた電流が流れる。しかし図１９は、リファレンス用定電流
源１１、電流源回路２０及び画素１７との関係の概略を簡単に説明するための図であるの
で、詳しい構成の図示は省略する。
【００９９】
　まず電流源回路２０が信号電流Ｉｄａｔａを保持する動作（設定動作）を図１９（Ａ）
、（Ｂ）を用いて説明する。図１９（Ａ）において、スイッチ１２、スイッチ１４がオン
となり、スイッチ１３はオフとなる。この状態において、リファレンス用定電流源１１か
ら信号電流Ｉｄａｔａが出力され、リファレンス用定電流源１１から電流源回路２０の方
向に電流が流れていく。このとき、リファレンス用定電流源１１からは信号電流Ｉｄａｔ
ａが流れているので、図１９（Ａ）に示すように電流源回路２０内では、電流の経路はＩ
１とＩ２に分かれて流れる。このときの関係を図１９（Ｄ）に示しているが、信号電流Ｉ
ｄａｔａ＝Ｉ１＋Ｉ２の関係であることは言うまでもない。
【０１００】
　リファレンス用定電流源１１から電流が流れ始めた瞬間には、容量素子１６に電荷は保
持されていないため、トランジスタ１５はオフしている。よって、Ｉ２＝０となり、Ｉｄ
ａｔａ＝Ｉ１となる。
【０１０１】
　そして、徐々に容量素子１６に電荷が蓄積されて、容量素子１６の両電極間に電位差が
生じはじめる（図１９（Ｅ））。両電極間の電位差がＶｔｈになると（図１９（Ｅ）　Ａ
点）、トランジスタ１５がオンして、Ｉ２＞０となる。上述したようにＩｄａｔａ＝Ｉ１
＋Ｉ２であるので、Ｉ１は次第に減少するが、依然電流は流れている。容量素子１６には
、さらに電荷の蓄積が行われる。
【０１０２】
　容量素子１６の両電極間の電位差は、トランジスタ１５のゲート・ソース間電圧となる
。そのため、トランジスタ１５のゲート・ソース間電圧が所望の電圧、つまりトランジス
タ１５がＩｄａｔａの電流を流すことが出来るだけの電圧（ＶＧＳ）になるまで、容量素
子１６における電荷の蓄積は続けられる。そして電荷の蓄積が終了すると（図１９（Ｅ）
　Ｂ点）、電流Ｉ２は流れなくなり、さらにトランジスタ１５はオンしているので、Ｉｄ
ａｔａ＝Ｉ２となる（図１９（Ｂ））。
【０１０３】
　次いで、画素に信号電流Ｉｄａｔａを入力する動作（入力動作）を図１９（Ｃ）を用い
て説明する。画素に信号電流Ｉｄａｔａを入力するときには、スイッチ１３をオンにして
スイッチ１２及びスイッチ１４をオフにする。容量素子１６には前述した動作において書
き込まれたＶＧＳが保持されているため、トランジスタ１５はオンしており、信号電流Ｉ
ｄａｔａに等しい電流が、スイッチ１３及びトランジスタ１５を介してＶｓｓの方向に流
れて、画素への信号電流Ｉｄａｔａの入力が完了する。このとき、トランジスタ１５を飽
和領域において動作するようにしておけば、トランジスタ１５のソース・ドレイン間電圧
が変化したとしても、発光素子には一定の電流が供給される。
【０１０４】
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　図１９に示す電流源回路２０では、図１９（Ａ）～図１９（Ｃ）に示すように、まず電
流源回路２０に対して信号電流Ｉｄａｔａの書き込みを終了させる動作（設定動作、図１
９（Ａ）、（Ｂ）に相当）と、画素に信号電流Ｉｄａｔａを入力する動作（入力動作、図
１９（Ｃ）に相当）に分けられる。そして画素では入力された信号電流Ｉｄａｔａに基づ
き、発光素子への電流の供給が行われる。
【０１０５】
　図１９に示す電流源回路２０では、設定動作と入力動作を同時に行うことは出来ない。
よって、設定動作と入力動作を同時に行う必要がある場合には、画素が複数個接続されて
いる信号線であって、更に画素部に複数本配置されている信号線のそれぞれに、少なくと
も２つの電流源回路を設けることが好ましい。但し、信号電流Ｉｄａｔａを画素に入力し
ていない期間内に、設定動作を行うことが可能であるならば、信号線ごとに（各列に）１
つの電流源回路を設けるだけでもよい。
【０１０６】
　また図１９（Ａ）～図１９（Ｃ）に示した電流源回路２０のトランジスタ１５はｎチャ
ネル型であったが、勿論電流源回路２０のトランジスタ１５をｐチャネル型としてもよい
。ここで、トランジスタ１５がｐチャネル型の場合の回路図を図１９（Ｆ）に示す。図１
９（Ｆ）において、３１はリファレンス用定電流源、スイッチ３２～スイッチ３４はスイ
ッチング機能を有する半導体素子（トランジスタ）、３５はトランジスタ（ｐチャネル型
）、３６は容量素子、３７は画素である。本実施の形態では、スイッチ３４と、トランジ
スタ３５と、容量素子３６とが電流源回路２４に相当する電気回路とする。
【０１０７】
　トランジスタ３５はｐチャネル型であり、トランジスタ３５のソース領域及びドレイン
領域は、一方はＶｄｄに接続され、他方は定電流源３１に接続されている。そして容量素
子３６の一方の電極はＶｄｄに接続され、他方の電極はスイッチ３６に接続されている。
容量素子３６は、トランジスタ３５のゲート・ソース間電圧を保持する役目を担う。
【０１０８】
　図１９（Ｆ）に示す電流源回路２４の動作は、電流の流れる方向が異なる以外は、上記
の電流源回路２０と同じ動作を行うのでここでは説明を省略する。なお電流の流れる方向
を変更せずに、トランジスタ１５の極性を変更した電流源回路を設計する場合には、図７
（Ａ）に示す回路図を参考にすればよい。
【０１０９】
　なお図４３において、電流の流れる方向は図１９（Ｆ）と同じで、トランジスタ３５を
ｎチャネル型にしている。容量素子３６は、トランジスタ３５のゲート・ソース間に接続
する。トランジスタ３５のソースの電位は設定動作時と入力動作時とで異なる。しかし、
ソースの電位が変化しても、ゲート・ソース間電圧は保持されているため、正常に動作す
る。
【０１１０】
　続いて、図６（Ｃ）～（Ｅ）及び図７（Ｂ）～（Ｄ）の電流源回路の動作について図２
０、２１を用いて説明する。図２０（Ａ）～図２０（Ｃ）は、電流が回路素子間を流れて
いく経路を模式的に示している。図２０（Ｄ）は、信号電流Ｉｄａｔａを電流源回路に書
き込むときの各経路を流れる電流と時間の関係を示しており、図２０（Ｅ）は、信号電流
Ｉｄａｔａを電流源回路に書き込むときに容量素子４６に蓄積される電圧、つまりトラン
ジスタ４３、４４のゲート・ソース間電圧と時間の関係を示している。また図２０（Ａ）
～図２０（Ｃ）に示す回路図において、４１はリファレンス用定電流源、スイッチ４２は
スイッチング機能を有する半導体素子、４３、４４はトランジスタ（ｎチャネル型）、４
６は容量素子、４７は画素である。本実施の形態では、スイッチ４２と、トランジスタ４
３、４４と、容量素子４６を有する回路が電流源回路２５に相当する電気回路とする。な
お図２０（Ａ）には引き出し線と符号が付いており、図２０（Ｂ）、（Ｃ）において引き
出し線と符号は図２０（Ａ）に準ずるので図示は省略する。
【０１１１】
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　ｎチャネル型のトランジスタ４３のソース領域はＶｓｓに接続され、ドレイン領域は定
電流源４１に接続されている。ｎチャネル型のトランジスタ４４のソース領域はＶｓｓに
接続され、ドレイン領域は発光素子４７の端子４８に接続されている。そして容量素子４
６の一方の電極はＶｓｓ（トランジスタ４３及び４４のソース）に接続され、他方の電極
はトランジスタ４３及びトランジスタ４４のゲート電極に接続されている。容量素子４６
は、トランジスタ４３及びトランジスタ４４のゲート・ソース間電圧を保持する役目を担
う。
【０１１２】
　なお実際には、電流源回路２５は信号線駆動回路に設けられている。そして信号線駆動
回路に設けられた電流源回路２５から、信号線や画素が有する回路素子等を介して発光素
子に信号電流Ｉｄａｔａに応じた電流が流れる。しかし図２０は、リファレンス用定電流
源４１、電流源回路２５及び画素４７との関係の概略を説明するための図であるので、詳
しい構成の図示は省略する。
【０１１３】
　図２０の電流源回路２５では、トランジスタ４３及びトランジスタ４４のサイズが重要
となる。そこでトランジスタ４３及びトランジスタ４４のサイズが、同じ場合と異なる場
合について、符号を分けて説明する。図２０（Ａ）～図２０（Ｃ）において、トランジス
タ４３及びトランジスタ４４のサイズが同じ場合には、信号電流Ｉｄａｔａを用いて説明
する。そしてトランジスタ４３及びトランジスタ４４のサイズが異なる場合には、信号電
流Ｉｄａｔａ１と信号電流Ｉｄａｔａ２を用いて説明する。なおトランジスタ４３及びト
ランジスタ４４のサイズは、それぞれのトランジスタのＷ（ゲート幅）／Ｌ（ゲート長）
の値を用いて判断される。
【０１１４】
　最初に、トランジスタ４３及びトランジスタ４４のサイズが同じ場合について説明する
。そしてまず信号電流Ｉｄａｔａを電流源回路２０に保持する動作を図２０（Ａ）（Ｂ）
を用いて説明する。図２０（Ａ）において、スイッチ４２がオンになると、リファレンス
用定電流源４１で信号電流Ｉｄａｔａが設定され、定電流源４１から電流源回路２５の方
向に電流が流れていく。このとき、リファレンス用定電流源４１からは信号電流Ｉｄａｔ
ａが流れているので、図２０（Ａ）に示すように電流源回路２５内では、電流の経路はＩ
１とＩ２に分かれて流れる。このときの関係を図２０（Ｄ）に示しているが、信号電流Ｉ
ｄａｔａ＝Ｉ１＋Ｉ２の関係であることは言うまでもない。
【０１１５】
　定電流源４１から電流が流れ始めた瞬間には、容量素子４６に電荷は保持されていない
ため、トランジスタ４３及びトランジスタ４４はオフしている。よって、Ｉ２＝０となり
、Ｉｄａｔａ＝Ｉ１となる。
【０１１６】
　そして、徐々に容量素子４６に電荷が蓄積されて、容量素子４６の両電極間に電位差が
生じはじめる（図２０（Ｅ））。両電極間の電位差がＶｔｈになると（図２０（Ｅ）　Ａ
点）、トランジスタ４３及びトランジスタ４４がオンして、Ｉ２＞０となる。上述したよ
うにＩｄａｔａ＝Ｉ１＋Ｉ２であるので、Ｉ１は次第に減少するが、依然電流は流れてい
る。容量素子４６には、さらに電荷の蓄積が行われる。
【０１１７】
　容量素子４６の両電極間の電位差は、トランジスタ４３及びトランジスタ４４のゲート
・ソース間電圧となる。そのため、トランジスタ４３及びトランジスタ４４のゲート・ソ
ース間電圧が所望の電圧、つまりトランジスタ４４がＩｄａｔａの電流を流すことが出来
るだけの電圧（ＶＧＳ）になるまで、容量素子４６における電荷の蓄積は続けられる。そ
して電荷の蓄積が終了すると（図２０（Ｅ）　Ｂ点）、電流Ｉ２は流れなくなり、さらに
トランジスタ４３及びトランジスタ４４はオンしているので、Ｉｄａｔａ＝Ｉ２となる（
図２０（Ｂ））。
【０１１８】
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　次いで、画素に信号電流Ｉｄａｔａを入力する動作を図２０（Ｃ）を用いて説明する。
まずスイッチ４２をオフにする。容量素子４６には所定の電荷が保持されているため、ト
ランジスタ４３及びトランジスタ４４はオンしており、画素４７から信号電流Ｉｄａｔａ
に等しい電流が流れる。これにより、画素に信号電流Ｉｄａｔａが入力される。このとき
、トランジスタ４４を飽和領域において動作するようにしておけば、トランジスタ４４の
ソース・ドレイン間電圧が変化したとしても、画素において流れる電流は変わりなく流れ
ることができる。
【０１１９】
　なお図６（Ｃ）のようなカレントミラー回路の場合には、スイッチ４２をオフにしなく
ても、定電流源４１から供給される電流を用いて画素４７に電流を流すことも出来る。つ
まり電流源回路２０に対して信号を設定する動作を設定動作と、信号を画素に入力する動
作（入力動作）を同時に行うことが出来る。
【０１２０】
　次いで、トランジスタ４３及びトランジスタ４４のサイズが異なる場合について説明す
る。電流源回路２５における動作は、上述した動作と同じであるのでここでは説明を省略
する。トランジスタ４３及びトランジスタ４４のサイズが異なると、必然的にリファレン
ス用定電流源４１において設定される信号電流Ｉｄａｔａ１と画素４７に流れる信号電流
Ｉｄａｔａ２とは異なる。両者の相違点は、トランジスタ４３及びトランジスタ４４のＷ
（ゲート幅）／Ｌ（ゲート長）の値の相違点に依存する
【０１２１】
　通常はトランジスタ４３のＷ／Ｌ値を、トランジスタ４４のＷ／Ｌ値よりも大きくする
ことが望ましい。これは、トランジスタ４３のＷ／Ｌ値を大きくすれば、信号電流Ｉｄａ
ｔａ１を大きくできるからである。この場合、信号電流Ｉｄａｔａ１で電流源回路を設定
するとき、負荷（交差容量、配線抵抗）を充電できるため、素早く設定動作を行うことが
可能となる。
【０１２２】
　図２０（Ａ）～図２０（Ｃ）に示した電流源回路２５のトランジスタ４３及びトランジ
スタ４４はｎチャネル型であったが、勿論電流源回路２５のトランジスタ４３及びトラン
ジスタ４４をｐチャネル型としてもよい。ここで、トランジスタ４３及びトランジスタ４
４がｐチャネル型の場合の回路図を図２１に示す。
【０１２３】
　図２１において、４１は定電流源、スイッチ４２はスイッチング機能を有する半導体素
子、４３、４４はトランジスタ（ｐチャネル型）、４６は容量素子、４７は画素である。
本実施の形態では、スイッチ４２と、トランジスタ４３、４４と、容量素子４６とが電流
源回路２６に相当する電気回路とする。
【０１２４】
　ｐチャネル型のトランジスタ４３のソース領域はＶｄｄに接続され、ドレイン領域は定
電流源４１に接続されている。ｐチャネル型のトランジスタ４４のソース領域はＶｄｄに
接続され、ドレイン領域は発光素子４７の端子４８に接続されている。そして容量素子４
６の一方の電極は（ソース）に接続され、他方の電極はトランジスタ４３及びトランジス
タ４４のゲート電極に接続されている。容量素子４６は、トランジスタ４３及びトランジ
スタ４４のゲート・ソース間電圧を保持する役目を担う。
【０１２５】
　図２１に示す電流源回路２４の動作は、電流の流れる方向が異なる以外は、図２０（Ａ
）～図２０（Ｃ）と同じ動作を行うのでここでは説明を省略する。なお電流の流れる方向
を変更せずに、トランジスタ４３、トランジスタ４４の極性を変えた電流源回路を設計す
る場合には、図７（Ｂ）に示す回路図を参考にすればよい。
【０１２６】
　また、電流の流れる方向を変えずに、トランジスタの極性を変えることも可能である。
それは、図４３の動作に準ずるので、ここでは説明を省略する。
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【０１２７】
　以上をまとめると、図１９の電流源回路では、電流源で設定される信号電流Ｉｄａｔａ
と同じ大きさの電流が画素に流れる。言い換えると、定電流源において設定された信号電
流Ｉｄａｔａと、画素に流れる電流は値が同じであり、電流源回路に設けられたトランジ
スタの特性バラツキの影響は受けない。
【０１２８】
　また、図１９の電流源回路及び図６（Ｂ）の電流源回路では、設定動作を行う期間にお
いては、電流源回路から画素に信号電流Ｉｄａｔａを出力することは出来ない。そのため
、１本の信号線ごとに２つの電流源回路を設けて、一方の電流源回路に信号を設定する動
作（設定動作）を行い、他方の電流源回路を用いて画素にＩｄａｔａを入力する動作（入
力動作）を行うことが好ましい。
【０１２９】
　ただし、設定動作と入力動作を同時に行わない場合は、各列に１つの電流源回路を設け
るだけでもよい。なお、図３９（Ａ）、図４０（Ａ）の電流源回路は、図１９の電流源回
路と、接続や電流が流れる経路が異なる以外は、同様である。図４２（Ａ）の電流源回路
は、定電流源から供給される電流と、電流源回路から流れる電流の大きさが異なること以
外は、同様である。また、図６（Ｂ）、図４０（Ｂ）の電流源回路は、定電流源から供給
される電流と、電流源回路から流れる電流の大きさが異なること以外は、同様である。つ
まり、図４２（Ａ）では、トランジスタのゲート幅Ｗが設定動作時と入力動作時で異なり
、図６（Ｂ）、図４０（Ｂ）では、トランジスタのゲート長Ｌが設定動作時と入力動作時
とで異なるだけで、それ以外は図１９の電流源回路と同様の構成である。
【０１３０】
　一方、図２０、２１の電流源回路では、定電流源において設定された信号電流Ｉｄａｔ
ａと、画素に流れる電流の値は、電流源回路に設けられた２つのトランジスタのサイズに
依存する。つまり電流源回路に設けられた２つのトランジスタのサイズ（Ｗ（ゲート幅）
／Ｌ（ゲート長））を任意に設計して、定電流源において設定された信号電流Ｉｄａｔａ
と、画素に流れる電流を任意に変えることが出来る。但し、２つのトランジスタのしきい
値や移動度などの特性にバラツキが生じている場合には、正確な信号電流Ｉｄａｔａを画
素に出力することが難しい。
【０１３１】
　また、図２０、２１の電流源回路では、設定動作を行う期間に画素に信号を入力するこ
とは可能である。つまり、信号を設定する動作を設定動作と、信号を画素に入力する動作
（入力動作）を同時に行うことが出来る。そのため、図１９の電流源回路のように、１本
の信号線に２つの電流源回路を設ける必要はない。
【０１３２】
　上記構成を有する本発明は、ＴＦＴの特性バラツキの影響を抑制して、所望の電流を外
部に供給することができる。
【０１３３】
（実施の形態２）
　図１９（および図６（Ｂ）、図４０（Ｂ）、図４２（Ａ）など）に示した電流源回路で
は、１本の信号線ごと（各列）に２つの電流源回路を設けて、一方の電流源回路で設定動
作を行い、他方の電流源回路で入力動作を行うように設定することが好ましいことは上述
した。これは、設定動作と入力動作とを同時に行うことが出来ないためである。本実施の
形態では、図２に示した第１電流源回路４２１又は第２電流源回路４２２の構成とその動
作について図８を用いて説明する。
【０１３４】
　なお信号線駆動回路は、電流源回路４２０、シフトレジスタ及びラッチ回路などを有す
る。
【０１３５】
　本発明では端子ａから入力される設定信号とは、第２のラッチ回路４１３から供給され
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るビデオ信号に相当する。つまり図２における設定信号とは、第２のラッチ回路４１３か
ら供給されるビデオ信号に相当する。但し、ビデオ信号は画素の制御にも用いられるため
、電流源回路４２０に直接入力されず、論理演算子を介して入力される。この論理演算子
により、ビデオ信号を画素の制御（画像の表示）のために用いる時と、電流源回路の制御
のために用いる時とを切り替えることが可能となる。つまり、端子ａから入力される設定
信号とは、設定制御線（図１には図示せず）に接続された論理演算子の出力端子から供給
される信号に相当する。そして本発明では、論理演算子の出力端子から供給される信号と
制御線のタイミングに合わせて、電流源回路４２０の設定を行う。
【０１３６】
　前記論理演算子の２つの入力端子は、一方には第２のラッチ回路から出力される信号（
ビデオ信号に相当）が入力され、他方には設定制御線から信号が入力される。論理演算子
では、入力された２つの信号の論理演算を行って、出力端子から信号を出力する。そして
電流源回路では、前記論理演算子の出力端子から入力される信号によって、設定動作又は
入力動作を行う。
【０１３７】
　電流源回路４２０は、端子ａを介して入力される設定信号と端子ｄを介して入力される
信号とにより制御され、端子ｂから電流（リファレンス用電流）が供給され、該電流（リ
ファレンス用電流）に比例した電流を端子ｃより出力する。
【０１３８】
　図８（Ａ）において、スイッチ１３４～スイッチ１３９と、トランジスタ１３２（ｎチ
ャネル型）と、該トランジスタ１３２のゲート・ソース間電圧ＶＧＳを保持する容量素子
１３３とを有する回路が第１電流源回路４２１又は第２電流源回路４２２に相当する。
【０１３９】
　第１電流源回路４２１又は第２電流源回路４２２では、端子ａを介して入力される信号
によってスイッチ１３４、スイッチ１３６がオンとなる。また端子ｄを介して制御線から
入力される信号によってスイッチ１３５、スイッチ１３７がオンとなる。そうすると、電
流線に接続されたリファレンス用定電流源１０９から端子ｂを介して電流（リファレンス
用電流）が供給され、容量素子１３３に所定の電荷が保持される。そして定電流源１０９
から流される電流（リファレンス用電流）がトランジスタ１３２のドレイン電流と等しく
なるまで、容量素子１３３に電荷が保持される。
【０１４０】
　次いで、端子ａ、ｄを介して入力される信号により、スイッチ１３４～スイッチ１３７
をオフにする。そうすると、容量素子１３３に所定の電荷が保持されているため、トラン
ジスタ１３２は、信号電流Ｉｄａｔａに応じた大きさの電流を流す能力をもつことになる
。そして仮にスイッチ１０１（信号電流制御スイッチ）、スイッチ１３８、スイッチ１３
９が導通状態になると、端子ｃを介して信号線に接続された画素に電流が流される。この
とき、トランジスタ１３２のゲート電圧は、容量素子１３３により所定のゲート電圧に維
持されているため、トランジスタ１３２のドレイン領域には信号電流Ｉｄａｔａに応じた
ドレイン電流が流れる。そのため、信号線駆動回路を構成するトランジスタの特性バラツ
キに左右されずに、画素において流れる電流の大きさを制御できる。
【０１４１】
　なお、スイッチ１０１（信号電流制御スイッチ）が配置されていない場合は、スイッチ
１３８、１３９が導通状態になると、端子ｃを介して信号線に接続された画素に電流が流
れる。
【０１４２】
　図８（Ｂ）において、スイッチ１４４～スイッチ１４７と、トランジスタ１４２（ｎチ
ャネル型）と、該トランジスタ１４２のゲート・ソース間電圧ＶＧＳを保持する容量素子
１４３と、とトランジスタ１４８（ｎチャネル型）とを有する回路が第１電流源回路４２
１又は第２電流源回路４２２に相当する。
【０１４３】



(22) JP 4610632 B2 2011.1.12

10

20

30

40

50

　第１電流源回路４２１又は第２電流源回路４２２では、端子ａを介して入力される信号
によってスイッチ１４４、スイッチ１４６がオンとなる。また端子ｄを介して制御線から
入力される信号によってスイッチ１４５、スイッチ１４７がオンとなる。そうすると、電
流線に接続された定電流源１０９から、端子ｂを介して電流（リファレンス用電流）が供
給され、容量素子１４３に電荷が保持される。そして定電流源１０９から流される電流（
リファレンス用電流）がトランジスタ１４２のドレイン電流と等しくなるまで、容量素子
１４３に電荷が保持される。なおスイッチ１４４、スイッチ１４５がオンとなると、トラ
ンジスタ１４８のゲート・ソース間電圧ＶＧＳが０Ｖとなるので、トランジスタ１４８は
自動的にオフになる。
【０１４４】
　次いで、端子ａ、ｄを介して入力される信号により、スイッチ１４４～１４７がオフに
なる。そうすると、容量素子１４３には所定の電荷が保持されているため、トランジスタ
１４２は信号電流に応じた大きさの電流を流す能力を有する。そして仮にスイッチ１０１
（信号電流制御スイッチ）が導通状態になると、端子ｃを介して信号線に接続された画素
に電流が供給される。これは、トランジスタ１４２のゲート電圧は容量素子１４３により
所定のゲート電圧に設定されており、該トランジスタ１４２のドレイン領域には信号電流
Ｉｄａｔａに応じたドレイン電流が流れる。そのため、信号線駆動回路を構成するトラン
ジスタの特性バラツキに左右されずに、画素において流れる電流の大きさを制御できる。
【０１４５】
　なおスイッチ１４４、１４５がオフすると、トランジスタ１４２のゲートとソースは同
電位ではなくなる。その結果、容量素子１４３に保持された電荷がトランジスタ１４８の
方にも分配され、トランジスタ１４８が自動的にオンになる。ここで、トランジスタ１４
２、１４８は直列に接続され、且つ互いのゲートが接続されている。従って、トランジス
タ１４２、１４８はマルチゲートのトランジスタとして動作する。つまり、設定動作時と
入力動作時とでは、トランジスタのゲート長Ｌが異なることになる。従って、設定動作時
に端子ｂから供給される電流値は、入力動作時に端子ｃから供給される電流値よりも大き
くすることが出来る。そのため、端子ｂとリファレンス用定電流源との間に配置された様
々な負荷（配線抵抗、交差容量など）を、より早く充電することができる。従って、設定
動作を素早く完了させることができる。なお、スイッチ１０１（信号電流制御スイッチ）
が配置されていない場合は、スイッチ１４４、１４５がオフになると、端子ｃを介して信
号線に接続された画素に電流が流れる。
【０１４６】
　なお、図８（Ａ）は、図６（Ａ）の構成に端子ｄを追加した構成に相当する。図８（Ｂ
）は、図６（Ｂ）の構成に端子ｄを追加した構成に相当する。このように、図６（Ａ）（
Ｂ）の構成にスイッチを直列に追加して配置することにより、端子ｄを追加した図８（Ａ
）（Ｂ）の構成に変形される。なお、第１電流源回路４２１又は第２電流源回路４２２に
は、２つのスイッチを直列に配置することで、図６、図７、図３９、図４０、図４２など
に示した電流源回路の構成を任意に用いることができる。
【０１４７】
　なお図２では、１本の信号線ごとに第１電流源回路４２１及び第２電流源回路４２２の
２つの電流源回路を有する電流源回路４２０を設けた構成を示したが、本発明はこれに限
定されない。１本の信号線ごとに電流源回路の個数は特に限定されず、任意に設定するこ
とができる。複数の電流源回路は、各々に対応した定電流源を設けるように設定して、該
定電流源から電流源回路に信号電流を設定するようにしてもよい。例えば、１本の信号線
ごとに３つの電流源回路４２０を設けてもよい。そして各電流源回路４２０には異なるリ
ファレンス用定電流源１０９から信号電流を設定するようにしてもよい。例えば、１つの
電流源回路４２０には、１ビット用のリファレンス用定電流源を用いて信号電流を設定し
、１つの電流源回路４２０には、２ビット用のリファレンス用定電流源を用いて信号電流
を設定し、１つの電流源回路４２０には、３ビット用のリファレンス用定電流源を用いて
信号電流を設定するようにしてもよい。そうすると、３ビット表示を行うことが出来る。
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【０１４８】
　上記構成を有する本発明は、ＴＦＴの特性バラツキの影響を抑制して、所望の電流を外
部に供給することができる。
【０１４９】
　本実施の形態は、実施の形態１と任意に組み合わせることが可能である。
【０１５０】
（実施の形態３）
本実施の形態では、本発明の信号線駆動回路が具備される発光装置の構成について図１５
を用いて説明する。
【０１５１】
　図１５（Ａ）において、発光装置は基板４０１上に、複数の画素がマトリクス状に配置
された画素部４０２を有し、画素部４０２の周辺には、信号線駆動回路４０３、第１及び
第２の走査線駆動回路４０４、４０５を有する。図１５（Ａ）においては、信号線駆動回
路４０３と、２組の走査線駆動回路４０４、４０５を有しているが、本発明はこれに限定
されない。駆動回路の個数は、画素の構成に応じて任意に設計することができる。信号線
駆動回路４０３と、第１及び第２の走査線駆動回路４０４、４０５には、ＦＰＣ４０６を
介して外部より信号が供給される。
【０１５２】
　第１及び第２の走査線駆動回路４０４、４０５の構成とその動作について図１５（Ｂ）
を用いて説明する。第１及び第２の走査線駆動回路４０４、４０５は、シフトレジスタ４
０７、バッファ４０８を有する。シフトレジスタ４０７は、クロック信号（Ｇ－ＣＬＫ）
、スタートパルス（Ｓ－ＳＰ）及びクロック反転信号（Ｇ－ＣＬＫｂ）に従って、順次サ
ンプリングパルスを出力する。その後バッファ４０８で増幅されたサンプリングパルスは
、走査線に入力されて１行ずつ選択状態にしていく。そして選択された走査線によって制
御される画素には、順に信号線から信号が書き込まれる。
【０１５３】
　なお、シフトレジスタ４０７とバッファ４０８の間にレベルシフタ回路を配置した構成
にしてもよい。レベルシフタ回路を配置することによって、電圧振幅を大きくすることが
出来る。
【０１５４】
　本実施の形態は、実施の形態１、２と任意に組み合わせることができる。
【０１５５】
（実施の形態４）
本実施の形態では、図１５（Ａ）に示した信号線駆動回路４０３の構成とその動作につい
て説明する。本実施の形態では、１ビットのデジタル階調表示を行う場合に用いる信号線
駆動回路４０３について図３を用いて説明する。
【０１５６】
　まず図１に対応した場合について述べる。またここでは線順次駆動の場合について述べ
る。
【０１５７】
　図３（Ａ）には、１ビットのデジタル階調表示を行う場合における信号線駆動回路４０
３の概略図を示す。信号線駆動回路４０３は、シフトレジスタ４１１、第１のラッチ回路
４１２、第２のラッチ回路４１３、定電流回路４１４を有する。
【０１５８】
　動作を簡単に説明するとシフトレジスタ４１１は、フリップフロップ回路（ＦＦ）等を
複数列用いて構成され、クロック信号（Ｓ－ＣＬＫ）、スタートパルス（Ｓ－ＳＰ）、ク
ロック反転信号（Ｓ－ＣＬＫｂ）が入力される。これらの信号のタイミングに従って、順
次サンプリングパルスが出力される。
【０１５９】
　シフトレジスタ４１１より出力されたサンプリングパルスは、第１のラッチ回路４１２
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に入力される。第１のラッチ回路４１２には、デジタルビデオ信号が入力されており、サ
ンプリングパルスが入力されるタイミングに従って、各列でビデオ信号を保持していく。
【０１６０】
　第１のラッチ回路４１２において、最終列までビデオ信号の保持が完了すると、水平帰
線期間中に、第２のラッチ回路４１３にラッチパルスが入力され、第１のラッチ回路４１
２に保持されていたビデオ信号は、一斉に第２のラッチ回路４１３に転送される。すると
、第２のラッチ回路４１３に保持されたビデオ信号は、１行分が同時に定電流回路４１４
へと入力される。
【０１６１】
　第２のラッチ回路４１３に保持されたビデオ信号が定電流回路４１４に入力されている
間、シフトレジスタ４１１においては再びサンプリングパルスが出力される。以後この動
作を繰り返し、１フレーム分のビデオ信号の処理を行う。なお定電流回路４１４は、デジ
タル信号をアナログ信号に変換する役割を持つ場合もある。
【０１６２】
　また定電流回路４１４は、電流源回路４２０を複数設けられる。図３（Ｂ）には、ｉ列
目から（ｉ＋２）列目の３本の信号線の周辺の信号線駆動回路の概略を示す。
【０１６３】
　電流源回路４２０は、端子ａを介して入力される信号により制御される。また電流源回
路４２０には、端子ｂを介して、電流線に接続されたリファレンス用定電流源１０９から
電流が供給される。そして電流源回路４２０と信号線Ｓｎに接続された画素との間にはス
イッチ１０１（信号電流制御スイッチ）が設けられ、前記スイッチ１０１（信号電流制御
スイッチ）のオン又はオフはビデオ信号により制御される。ビデオ信号が明信号の場合、
電流源回路４２０から画素に信号電流が供給される。またビデオ信号が暗信号の場合、ス
イッチ１０１（信号電流制御スイッチ）が制御されて画素に電流は供給されない。つまり
電流源回路４２０は、所定の電流を流す能力を有し、該電流を画素に供給するか否かはス
イッチ１０１（信号電流制御スイッチ）により制御される。
【０１６４】
　そして電流源回路４２０の構成には、図６、図７、図３９、図４０、図４２などに示し
た電流源回路４２０の構成を任意に用いることが出来る。電流源回路４２０には、１つの
構成を採用するだけでなく、複数を採用してもよい。
【０１６５】
　なお端子ａから入力される設定信号とは、第２のラッチ回路４１３から供給されるビデ
オ信号に相当する。但し、ビデオ信号は画素の制御にも用いられるため、電流源回路４２
０に直接入力されず、論理演算子を介して入力される。つまり、端子ａから入力される設
定信号とは、設定制御線に接続された論理演算子の出力端子から供給される信号に相当す
る。そして本発明では、設定制御線に接続された論理演算子の出力端子から入力される信
号に合わせて、電流源回路４２０の設定を行う。
【０１６６】
　前記論理演算子の２つの入力端子は、一方には第２のラッチ回路から供給される信号（
ビデオ信号に相当）が入力され、他方には設定制御線から信号が入力される。論理演算子
では、入力された２つの信号の論理演算を行って、出力端子から信号を出力する。そして
電流源回路では、前記論理演算子の出力端子から供給される信号によって、設定動作又は
入力動作を行う。
【０１６７】
　なお電流源回路４２０に、図６（Ａ）、７（Ａ）に示した構成を用いる場合、上述した
ように入力動作を行っている期間には、設定動作を行うことが出来ない。従って、入力動
作を行っていない期間に設定動作を行う必要がある。但し、入力動作を行っていない期間
は、１フレーム期間中に連続して存在せずに、点在している場合があるため、そのような
場合には各列を順に選択するのではなく、任意の列を選択できるようにすることが好まし
い。
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【０１６８】
　なお、本発明では、電流源回路の設定動作を行う場合、ビデオ信号を利用して電流源回
路を指定する。したがって、電流源回路の設定動作も、１列目から最終列目まで順に行う
のではなく、ランダムに行うことができる。つまり、ビデオ信号は、本来、画像情報を持
つ信号である。したがって、ある列の画像情報と別の列の画像情報を同じ値にしたり、あ
る列の画像情報のみ別の値にして、それ以外の列の画像情報を同じ値にしたり、などとい
うことは容易に実現できる。すなわち、各々の列のビデオ信号の値は、自由に設定するこ
とができる。したがって、ある列のビデオ信号のみ別の値にすれば、その列のみ選択状態
にすることができることになる。そして、次の電流源回路の設定動作を行う時には、また
、全く別の列のビデオ信号のみ別の値にして、その列のみ選択状態にすることができる。
このようにすれば、各列を順に選択するのではなく、任意の列を選択できることになる。
【０１６９】
　また、設定動作を行う時間の長さも、自由に長くとれるようになる。つまり、ビデオ信
号を利用して、ある列の電流源回路を指定して設定動作を開始し、次に、いつ次の列の電
流源回路の設定動作を行うかは、自由に設定できる。よって、例えば、設定動作を行うこ
とができる期間が１つあった場合、その期間の全てを用いて、ある１列の電流源回路のみ
に設定動作を行ってもよいし、複数列の電流源回路に設定動作を行ってもよい。したがっ
て、設定動作を行う時間の長さを長くすることができる。
【０１７０】
　このように、ランダムに電流源回路の設定動作を行うことができると、様々な利点が生
じる。たとえば、設定動作を行うことができる期間が、１フレーム中に点在している場合
には、任意の列を選択できると、自由度が上がり、設定動作の期間を長くとることができ
る。たとえ、設定動作を行うことができる期間が、１フレーム中に点在していても、任意
の列を選択することができず、１列目から順に選択しなければならない場合は、１フレー
ム中に点在している、設定動作を行うことができる期間のうちの１つの期間を用いて、１
列目から順に選択していかなければならなくなってしまう。そのため、１列あたりの設定
動作の期間が短くなってしまう。
【０１７１】
　そのほかの利点としては、電流源回路４２０の中にある容量素子（例えば、図６（Ａ）
では容量素子１０３、図６（Ｂ）では容量素子１２３、図６（Ｃ）では容量素子１０７な
どに相当する）における電荷の漏れの影響を目立たなくさせることができるようになる。
【０１７２】
　なお電流源回路４２０には、容量素子が配置されている。ただし、容量素子をトランジ
スタのゲート容量などで代用してもよい。その容量素子には、電流源回路の設定動作によ
り、所定の電荷が蓄積される。理想的には、電流源回路の設定動作は、電源を入力した時
に１回だけ行えばよい。つまり、信号線駆動回路を動作させるとき、その動作の最初の期
間に、１回だけ行えばよい。なぜなら、容量素子に蓄積される電荷量は、動作状態や時間
などによって変化させる必要がなく、また、変化しないからである。しかしながら、現実
的には、容量素子には、様々なノイズが入ったり、容量素子と接続されているトランジス
タのもれ電流が流れたりする。その結果、容量素子に蓄積される電荷量が、時間とともに
変化してしまう場合がある。電荷量が変化すると、電流源回路から出力される電流が変化
し、その結果、画素に入力される電流が変化してしまう。そうすると、画素の輝度も変化
してしまう。そこで、容量素子に蓄積された電荷を変動させないようにするため、電流源
回路の設定動作を、ある周期で定期的に行い、電荷をリフレッシュさせ、変化した電荷を
再び元に戻し、正しい量の電荷を保存しなおす必要が生じる。
【０１７３】
　仮に、容量素子に蓄積された電荷の変動量が大きい場合、電流源回路の設定動作を行っ
て該電荷をリフレッシュさせ、変化した電荷を再び元に戻し、正しい量の電荷を保存しな
おすようにすると、それに伴って電流源回路が出力する電流量の変動も大きくなる。その
ため、１列目から順に設定動作を行うと、電流源回路が出力する電流量の変動が、目で確
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認できるほどの表示妨害が生ずる場合がある。つまり、１列目から順に生ずる画素の輝度
の変化が目で確認できるほどの表示妨害が生ずる場合がある。この場合、１列目から順に
設定動作を行うのではなく、ランダムに設定動作を行えば、電流源回路が出力する電流量
の変動を目立たなくさせることができる。このように、複数の配線をランダムに選択する
ことにより、様々な利点が生じる。
【０１７４】
　また図３（Ｂ）では、一列ずつ設定動作を行っているが、これに限定されない。図４４
に示すように、同時に複数列で設定動作を行ってもよい。ここで、同時に複数列で設定動
作を行うことを多相化するとよぶ。なお図４４には、２個のリファレンス用定電流源１０
９が配置されているが、この２個のリファレンス用定電流源に対しても別に配置したリフ
ァレンス用定電流源から設定動作を行ってもよい。
【０１７５】
　ここで、図３（Ｂ）に示した定電流回路４１４の詳しい構成を図４５、図４６に示す。
図４５は、電流源回路の部分に、図６（Ｃ）を適用した場合の回路を示す。図４６は、電
流源回路の部分に、図６（Ａ）を適用した場合の回路を示す。
【０１７６】
　なおビデオ信号は、電流源回路の指定だけでなく、本来の用途、つまり、画素の制御に
も用いられるため、電流源回路４２０に直接入力されず、論理演算子を介して入力される
。また論理演算子には、設定制御線からも信号が入力される。つまり、論理演算子では、
ビデオ信号と設定制御線から入力された信号の合わせて２つの信号の論理演算を行って、
出力端子から信号を出力する。そして、論理演算子から出力された信号により、電流源回
路の設定動作が制御される。
【０１７７】
　つまり、論理演算子は、ビデオ信号を画素の制御（画像の表示）と電流源回路の制御と
を切り替える制御を行う。従って、論理演算子に限らず、画素の制御と電流源回路の制御
を切り替えることができる回路であれば、どのような回路を用いてもよい。一例として、
図４５や図４６に示すように、スイッチを設けて、該スイッチにより切り替えるようにし
てもよい。
【０１７８】
　これまでは、線順次駆動の場合について述べてきた。次いで、ここでは点順次駆動の場
合について述べる。
【０１７９】
　図４７（Ａ）において、ビデオ線から供給されるビデオ信号は、シフトレジスタ４１１
から供給されるサンプリングパルスのタイミングに従ってサンプリングされる。また電流
源回路４２０の設定動作は、ビデオ信号に従って行われる。このように、図４７（Ａ）の
構成を有する場合には、点順次駆動を行う。
【０１８０】
　なお、サンプリングパルスが出力されて、ビデオ線からビデオ信号が供給されている間
のみ、スイッチ１０１（信号電流制御スイッチ）がオン状態になり、且つサンプリングパ
ルスが出力されなくなり、ビデオ線からビデオ信号が供給されなくなると、スイッチ１０
１（信号電流制御スイッチ）がオフ状態になる場合には、正確に動作しない。なぜなら、
画素では、電流を入力するためのスイッチはオン状態のままであるからである。この状態
でスイッチ１０１（信号電流制御スイッチ）をオフ状態にすると、画素に電流が入力され
なくなるため、正確に信号を入力できなくなる。
【０１８１】
　そこで、ビデオ線から供給されたビデオ信号を保持し、スイッチ１０１（信号電流制御
スイッチ）の状態を維持できるようにするため、ラッチ回路４５２が配置されている。ラ
ッチ回路４５２は、単なる容量素子とスイッチのみで構成されていてもよいし、ＳＲＡＭ
回路で構成されていてもよい。このように、サンプリングパルスが出力されて、ビデオ線
からビデオ信号が１列づつ順に供給されて、そのビデオ信号に基づき、スイッチ１０１（
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信号電流制御スイッチ）がオン状態もしくはオフ状態になり、画素への電流の供給を制御
することにより、点順次駆動を実現することができる。
【０１８２】
　なお、ラッチ回路４５２の出力（ビデオ信号）は画素の制御に用いられるが、電流源回
路の設定動作のためにも用いられる。各々の利用を切り替えるため、ラッチ回路４５２の
出力（ビデオ信号）は、電流源回路４２０に直接入力されず、論理演算子２６２を介して
入力される。この論理演算子２６２により、ビデオ信号を画素の制御（画像の表示）のた
めに用いる時と、電流源回路の制御のために用いる時とを切り替えることが可能となる。
【０１８３】
　しかしながら、１列目から最終列目まで順番に選択される場合、最初の方の列では、画
素に信号を入力する期間が長い。一方、最後の方の列では、ビデオ信号を入力しても、す
ぐに、次の行の画素が選択されてしまう。その結果、画素に信号を入力する期間が短くな
ってしまう。そのような場合、図４７（Ｂ）に示すように、画素部４０２に配置された走
査線を中央で分断することにより、画素に信号を入力する期間を長くすることができる。
その場合、画素部４０２の左側と右側に各１個の走査線駆動回路を配置し、該走査線駆動
回路を用いて画素を駆動する。このようにすると、同じ行に配置されている画素でも、右
側の画素と左側の画素とでは、信号を入力する期間をずらすことができる。図４７（Ｃ）
には、１、２行目の右側と左側に配置された走査線駆動回路の出力波形と、シフトレジス
タ４１１のスタートパルス（Ｓ－ＳＰ）を示す。このように動作させることにより、左側
の画素でも、画素に信号を入力する期間を長くすることができ、点順次駆動がしやすくな
る。
【０１８４】
　なお、線順次駆動か点順次駆動かなどに関係なく、電流源回路４２０の設定動作は、任
意のタイミング、任意の列に配置された電流源回路に、任意の回数だけ行えばよい。但し
、理想的には、電流源回路４２０に配置されたトランジスタのゲート・ソース間に接続さ
れた容量素子に所定の電荷が保持されている限りは、設定動作を行うときのみの１回だけ
行えばよい。又は、容量素子に保持された所定の電荷が放電（変動）してしまった場合に
行えばよい。また、電流源回路４２０の設定動作は、どれだけの期間をかけて、全列の電
流源回路４２０の設定動作を行ってもよい。つまり、１フレーム期間内に、全列の電流源
回路４２０の設定動作を行ってもよい。あるいは、１フレーム期間内では、数列の電流源
回路４２０にしか設定動作を行って、結果として、数フレーム期間以上かけて、全列の電
流源回路４２０の設定動作を行ってもよい。
【０１８５】
　また各列に一つの電流源回路を配置する場合について上述したが、本発明はこれに限定
されず、複数の電流源回路を配置してもよい。
【０１８６】
　一例として、図３（Ｂ）の電流源回路の部分に、図２を適用した場合について考える。
その場合の定電流回路４１４の詳しい構成を図４８に示す。ここで、図４８は電流源回路
の部分に、図６（Ａ）を適用した場合の回路を示す。制御線を制御することにより、一方
の電流源に対して設定動作を行い、同時に、もう一方の電流源が入力動作を行うことがで
きる。
【０１８７】
　また、本発明の信号線駆動回路における電流源回路について、レイアウト図を図８７に
、対応した回路図を図８８に示す。
【０１８８】
　なお本実施の形態は、実施の形態１～３と任意に組み合わせることが可能である。
【０１８９】
（実施の形態５）
本実施の形態では、図１５（Ａ）に示した信号線駆動回路４０３の詳細な構成とその動作
について説明するが、本実施の形態では、３ビットのデジタル階調表示を行う場合に用い
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る信号線駆動回路４０３について説明する。
【０１９０】
　図４には、３ビットのデジタル階調表示を行う場合における信号線駆動回路４０３の概
略図を示す。信号線駆動回路４０３は、シフトレジスタ４１１、第１のラッチ回路４１２
、第２のラッチ回路４１３、定電流回路４１４を有する。
【０１９１】
　動作を簡単に説明すると、シフトレジスタ４１１は、フリップフロップ回路（ＦＦ）等
を複数列用いて構成され、クロック信号（Ｓ－ＣＬＫ）、スタートパルス（Ｓ－ＳＰ）、
クロック反転信号（Ｓ－ＣＬＫｂ）が入力される。これらの信号のタイミングに従って、
順次サンプリングパルスが出力される。
【０１９２】
　シフトレジスタ４１１より出力されたサンプリングパルスは、第１のラッチ回路４１２
に入力される。第１のラッチ回路４１２には、３ビットのデジタルビデオ信号（Ｄｉｇｉ
ｔａｌ　Ｄａｔａ１～Ｄｉｇｉｔａｌ　Ｄａｔａ３）が入力されており、サンプリングパ
ルスが入力されるタイミングに従って、各列でビデオ信号を保持していく。
【０１９３】
　第１のラッチ回路４１２において、最終列までビデオ信号の保持が完了すると、水平帰
線期間中に、第２のラッチ回路４１３にラッチパルスが入力され、第１のラッチ回路４１
２に保持されていた３ビットのデジタルビデオ信号（Ｄｉｇｉｔａｌ　Ｄａｔａ１～Ｄｉ
ｇｉｔａｌ　Ｄａｔａ３）は、一斉に第２のラッチ回路４１３に転送される。すると、第
２のラッチ回路４１３に保持された３ビットのデジタルビデオ信号（Ｄｉｇｉｔａｌ　Ｄ
ａｔａ１～Ｄｉｇｉｔａｌ　Ｄａｔａ３）は、１行分が同時に定電流回路４１４へと入力
される。
【０１９４】
　第２のラッチ回路４１３に保持された３ビットのデジタルビデオ信号（Ｄｉｇｉｔａｌ
　Ｄａｔａ１～Ｄｉｇｉｔａｌ　Ｄａｔａ３）が定電流回路４１４に入力されている間、
シフトレジスタ４１１においては再びサンプリングパルスが出力される。以後この動作を
繰り返し、１フレーム分のビデオ信号の処理を行う。
【０１９５】
　定電流回路４１４は、デジタル信号をアナログ信号に変換する役割を持つ場合もある。
そして定電流回路４１４には、電流源回路４２０が複数設けられる。図５には、ｉ列目か
ら（ｉ＋２）列目の３本の信号線にかかる信号線駆動回路の概略図を示す。
【０１９６】
　なお図５では、各ビットに対応したリファレンス用定電流源１０９が配置された場合に
ついて示す。
【０１９７】
　各電流源回路４２０は、端子ａ、端子ｂ及び端子ｃを有する。電流源回路４２０は、端
子ａを介して入力される信号により制御される。また、端子ｂを介して、電流線に接続さ
れたリファレンス用定電流源１０９から電流が供給される。そして電流源回路４２０と信
号線Ｓｎに接続された画素との間にはスイッチ（信号電流制御スイッチ）１１１～１１３
が設けられ、前記スイッチ（信号電流制御スイッチ）１１１～１１３は、１ビット～３ビ
ットのビデオ信号により制御される。そしてビデオ信号が明信号の場合、電流源回路から
画素に電流が供給される。反対にビデオ信号が暗信号の場合、前記スイッチ（信号電流制
御スイッチ）１１１～１１３が制御されて、画素に電流は供給されない。つまり電流源回
路４２０は、所定の電流を流す能力を有し、該電流を画素に供給するか否かはスイッチ（
信号電流制御スイッチ）１１１～１１３により制御される。
【０１９８】
　なお図５において、電流線とリファレンス用定電流源は、各ビットに対応して配置され
ている。各ビットの電流源から供給される電流値の合計が、信号線に供給される。つまり
、定電流源回路４１４は、デジタル－アナログ変換の機能も有する。
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【０１９９】
　なお端子ａから入力される設定信号とは、第２のラッチ回路４１３から供給されるビデ
オ信号に相当する。但し、ビデオ信号は画素の制御にも用いられるため、電流源回路４２
０に直接入力されず、論理演算子を介して入力される。つまり、端子ａから入力される設
定信号とは、設定制御線に接続された論理演算子の出力端子から供給される信号に相当す
る。そして本発明では、設定制御線に接続された論理演算子の出力端子から入力される信
号に合わせて、電流源回路４２０の設定を行う。
【０２００】
　前記論理演算子の２つの入力端子は、一方には第２のラッチ回路から供給される信号（
ビデオ信号に相当）、他方には設定制御線から信号が入力される。前記論理演算子では、
入力された２つの信号の論理演算を行って、出力端子から信号を出力する。つまり電流源
回路４２０では、設定制御線に接続された論理演算子の出力端子から供給される信号に合
わせて、設定動作又は入力動作を行う。
【０２０１】
　本実施の形態では、３ビットのデジタル階調表示を行う場合例に挙げて説明する関係上
、各列に３つの電流源回路４２０が設けられている。１本の信号線に接続された３つの電
流源回路４２０から供給される信号電流を１：２：４として設定すると、２３＝８段階で
電流の大きさを制御出来る。
【０２０２】
　電流源回路４２０の構成は、図６、図７、図３９、図４０、図４２などに示した電流源
回路４２０の構成を任意に用いることが出来る。電流源回路４２０には、１つの構成を採
用するだけでなく、複数を採用してもよい。
【０２０３】
　なお、図５に示した信号線駆動回路では、１ビット～３ビットのそれぞれに専用のリフ
ァレンス用定電流源１０９が配置されているが、本発明はこれに限定されない。図４９に
示すように、ビット数よりも少ない個数のリファレンス用定電流源１０９が配置されてい
てもよい。例えば、最上位ビット（ここでは３ビット）のリファレンス用定電流源１０９
のみを配置して、１列に配置された複数の電流源回路から選択された１つの電流源回路を
設定する。そして、設定動作が既に行われた電流源回路を用いて、他の電流源回路の動作
を行うようにしてもよい。言い換えれば、設定動作が既に行われた電流源回路を用いて、
設定情報を共有するようにしてもよい。
【０２０４】
　例えば３ビット用の電流源回路４２０のみに設定動作を行う。そして、既に設定動作が
行われた電流源回路４２０を用いて、他の１ビット用と２ビット用の電流源回路４２０に
、情報を共有させる。より具体的には、電流源回路４２０の中で、電流を供給するトラン
ジスタ（図６（Ａ）では、トランジスタ１０２が相当）のゲート端子を接続し、ソース端
子も接続する。その結果、情報を共有しているトランジスタ（電流を供給するトランジス
タ）のゲート・ソース間電圧は、等しくなる。
【０２０５】
　なお、図４９では、最下位ビット（ここでは１ビット）の電流源回路ではなく、最上位
ビット（ここでは３ビット）の電流源回路に、設定動作を行っている。このように、値の
大きなビットの電流源回路に対して設定動作を行うことにより、ビット間の電流源回路の
特性ばらつきの影響を小さくすることができる。仮に、最下位ビット（ここでは１ビット
）の電流源回路に設定動作を行い、上位ビットの電流源回路に最下位ビットの電流源回路
が行った設定動作の情報を共有した場合、各々の電流源回路の特性がばらつくと、上位ビ
ットの電流値が正確な値にならなくなる。上位ビットの電流源回路は、出力する電流値が
大きいため、少しでも特性がばらつくと、そのばらつきの影響が大きくでてしまい、出力
する電流値も大きくばらついてしまうからである。反対に、最上位ビット（ここでは３ビ
ット）の電流源回路に設定動作を行い、下位ビットの電流源回路に情報を共有した場合、
各々の電流源回路の特性がばらついても、出力する電流値が小さいため、ばらつきによる
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電流値の差が小さく、影響は小さくなる。
【０２０６】
　以下には、１例として、図４、図５、図４９に示した定電流回路４１４の詳しい構成を
図２３、図２４、図５０に示す。図２３、図２４、図５０の各列に設けられた電流源回路
４２０において、信号線Ｓｉ（１≦ｉ≦ｎ）に所定の信号電流の出力をするか否かは、第
２のラッチ回路４１３から入力されるデジタルビデオ信号が有する情報によって制御され
る。
【０２０７】
　なお図６（Ｃ）に示すようにカレントミラー回路を有する構成で電流源回路４２０を構
成するときには、図２３、２４に示すように、各電流源回路４２０が有するトランジスタ
のゲート電極が共通に接続している構成にすることも出来る。
【０２０８】
　図５０には、図５に図示した信号線駆動回路に、図６（Ａ）の電流源回路を配置した場
合の回路図を示す。図５０では、設定動作時には、トランジスタＡ～Ｃはオフにして動作
させる。これは電流のもれを防ぐためである。或いは、トランジスタＡ～Ｃと直列にスイ
ッチを配置し、設定動作時にはオフにするようにしてもよい。
【０２０９】
　また図２３、２４には、ビット数よりも少ない個数のリファレンス用定電流源１０９を
配置した場合を示す。図２３には、図４９に図示した信号線駆動回路に、図６（Ｃ）の電
流源回路を配置した場合の回路図を示す。図２４には、図４９に図示した信号線駆動回路
に、図６（Ａ）の電流源回路を配置した場合の回路図を示す。
【０２１０】
　図２３において、各列に設けられた電流源回路４２０は、信号線Ｓｉ（１≦ｉ≦ｎ）へ
所定の信号電流Ｉｄａｔａを出力するか否かを第２のラッチ回路４１３から入力される３
ビットのデジタルビデオ信号（Ｄｉｇｉｔａｌ　　Ｄａｔａ１～Ｄｉｇｉｔａｌ　　Ｄａ
ｔａ３）が有するＨｉｇｈ又はＬｏｗの情報によって制御される。
【０２１１】
　電流源回路４２０は、トランジスタ１８０～トランジスタ１８８及び容量素子１８９を
有する。本実施の形態では、トランジスタ１８０～トランジスタ１８８は全てｎチャネル
型とする。
【０２１２】
　トランジスタ１８０のゲート電極には、第２のラッチ回路４１３から１ビットのデジタ
ルビデオ信号が入力される。またトランジスタ１８０のソース領域とドレイン領域は、一
方はソース信号線（Ｓｉ）に接続され、他方はトランジスタ１８３のソース領域とドレイ
ン領域の一方に接続されている。
【０２１３】
　トランジスタ１８１のゲート電極には、第２のラッチ回路４１３から２ビットのデジタ
ルビデオ信号が入力される。またトランジスタ１８１のソース領域とドレイン領域は、一
方はソース信号線（Ｓｉ）に接続され、他方はトランジスタ１８４のソース領域とドレイ
ン領域の一方に接続されている。
【０２１４】
　トランジスタ１８２のゲート電極には、第２のラッチ回路４１３から３ビットのデジタ
ルビデオ信号が入力される。またトランジスタ１８２のソース領域とドレイン領域は、一
方はソース信号線（Ｓｉ）に接続され、他方はトランジスタ１８５のソース領域とドレイ
ン領域の一方に接続されている。
【０２１５】
　トランジスタ１８３～トランジスタ１８５のソース領域とドレイン領域は、一方はＶｓ
ｓに接続され、他方はトランジスタ１８０～トランジスタ１８２のソース領域とドレイン
領域の一方に接続されている。トランジスタ１８６のソース領域とドレイン領域は、一方
はＶｓｓに接続され、他方はトランジスタ１８８のソース領域とドレイン領域の一方に接
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続されている。
【０２１６】
　トランジスタ１８７とトランジスタ１８８のゲート電極には、ＡＮＤ１９３の出力端子
から信号が入力される。ＡＮＤ１９３の入力端子の一方には制御線に接続され、他方は第
２のラッチ回路４１３に接続される。なお図２３では、ＡＮＤ１９３の入力端子の一方は
制御線に接続され、他方は１ビット用（１ｓｔ　Ｂｉｔ）のラッチ回路に接続されている
。しかし本発明はこれに限定されず、ＡＮＤ１９３の入力端子の一方は１ビット用（１ｓ
ｔ　Ｂｉｔ）のラッチ回路、２ビット用のラッチ回路（２ｎｄ　Ｂｉｔ）、及び３ビット
用のラッチ回路（３ｒｄ　Ｂｉｔ）のいずれか一つに接続されていればよい。
【０２１７】
　トランジスタ１８７のソース領域とドレイン領域は、一方はトランジスタ１８６のソー
ス領域とドレイン領域の一方に接続され、他方は容量素子１８９の一方の電極に接続され
ている。トランジスタ１８８のソース領域とドレイン領域は、一方は電流線１９０に接続
され、他方はトランジスタ１８６のソース領域とドレイン領域の一方に接続されている。
【０２１８】
　容量素子１８９の一方の電極は、トランジスタ１８３～トランジスタ１８６のゲート電
極に接続され、他方の電極はＶｓｓに接続されている。容量素子１８９は、トランジスタ
１８３～トランジスタ１８６のゲート・ソース間電圧を保持する役目を担う。
【０２１９】
　そして電流源回路４２０では、トランジスタ１８７及びトランジスタ１８８がオンにな
ると電流線１９０に接続されたリファレンス用定電流源（図示せず）から、電流が容量素
子１８９に流れていく。このときトランジスタ１８０～トランジスタ１８２はオフである
。
【０２２０】
　そして徐々に容量素子１８９に電荷が蓄積され、両電極間に電位差が生じ始める。そし
て両電極間の電位差がＶｔｈになると、トランジスタ１８３～トランジスタ１８６はオン
になる。
【０２２１】
　容量素子１８９において、その両電極の電位差、つまりトランジスタ１８３～トランジ
スタ１８６のゲート・ソース間電圧が所望の電圧になるまで電荷の蓄積が続けられる。言
い換えると、トランジスタ１８３～トランジスタ１８６が信号電流を流すことが出来るだ
けの電圧になるまで、電荷の蓄積が続けられる。
【０２２２】
　そして電荷の蓄積が終了すると、トランジスタ１８３～トランジスタ１８６は完全にオ
ンになる。
【０２２３】
　そして電流源回路４２０において、３ビットのデジタルビデオ信号により、トランジス
タ１８０～トランジスタ１８２の導通又は非導通が選択される。例えば、トランジスタ１
８０～トランジスタ１８２が全て導通状態になったときは、信号線（Ｓｉ）に供給される
電流は、トランジスタ１８３のドレイン電流と、トランジスタ１８４のドレイン電流と、
トランジスタ１８５のドレイン電流の総和となる。また、トランジスタ１８０のみが導通
状態になったときは、トランジスタ１８３のドレイン電流のみが信号線（Ｓｉ）に供給さ
れる。
【０２２４】
　このように、トランジスタ１８３～１８５のゲート端子を接続することにより、設定動
作による情報を共有させることができる。
【０２２５】
　なお、ここでは、同じ列に配置されたトランジスタ内で、設定動作による情報を共有し
ているが、これに限定されない。例えば、別の列のトランジスタとも、設定動作による情
報を共有させてもよい。つまり、トランジスタのゲート端子を、別の列のトランジスタと
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も接続させてもよい。これにより、設定すべき電流源回路の数を減らすことができる。そ
のため、設定動作をするのに必要な時間を短縮することができる。また、回路数を減らす
ことができるので、レイアウト面積を小さくすることができる。
【０２２６】
　また図２４において、電流源回路の設定動作時には、トランジスタ１８２はオフにして
動作させる。これは電流のもれを防ぐためである。また、図２４の構成において、トラン
ジスタ１８２と直列にスイッチ２０３を配置した場合の電流源回路の回路図を図５１に示
す。図５１においては、スイッチ２０３を設定動作時にはオフにし、それ以外の時にはオ
ンにする。
【０２２７】
　このとき図２３、図２４、図５１では、トランジスタ１８３のドレイン電流と、トラン
ジスタ１８４のドレイン電流と、トランジスタ１８５のドレイン電流を１：２：４として
設定すると、２３＝８段階で電流の大きさを制御出来る。そのため、トランジスタ１８３
～１８５のＷ（チャネル幅）／Ｌ（チャネル長）値を、１：２：４として設計すると、そ
れぞれのオン電流が１：２：４となる。
【０２２８】
　なお、上述したように、ビデオ信号は画素の制御と電流源回路の制御の２つの用途に用
いられるため、電流源回路４２０に直接入力されず、論理演算子を介して入力される。図
２３において、前記論理演算子とはＡＮＤ１９３に相当する。
【０２２９】
　ＡＮＤ１９３の入力端子の一方には設定制御線、他方は第２のラッチ回路４１３に接続
される。なお図２３では、ＡＮＤ１９３の入力端子の一方は設定制御線、他方は１ビット
用のラッチ回路に接続されている。しかし本発明はこれに限定されず、ＡＮＤ１９３の入
力端子の一方は１ビット用～３ビット用のラッチ回路のいずれか一つに接続されていれば
よい。
【０２３０】
　また図２４には、図２３とは異なる回路構成の電流源回路４２０を示す。図２４に示す
電流源回路４２０では、トランジスタ１８６～トランジスタ１８８の代わりにスイッチ１
９１、スイッチ１９２が配置された構成になっている。
【０２３１】
　そしてスイッチ１９１、スイッチ１９２にはＡＮＤ１９３の出力端子から信号が入力さ
れる。ＡＮＤ１９３の入力端子の一方には制御線に接続され、他方は第２のラッチ回路４
１３に接続される。なお図２３では、ＡＮＤ１９３の入力端子の一方は制御線に接続され
、他方はインバータ１９４を介して３ビット用（３ｒｄ　Ｂｉｔ）のラッチ回路に接続さ
れている。しかし本発明はこれに限定されず、ＡＮＤ１９３の入力端子の一方は１ビット
用（１ｓｔ　Ｂｉｔ）のラッチ回路、２ビット用のラッチ回路（２ｎｄ　Ｂｉｔ）、及び
３ビット用のラッチ回路（３ｒｄ　Ｂｉｔ）のいずれか一つに接続されていればよい。
【０２３２】
　なお図２４ではスイッチ１９１の一方の端子はトランジスタ１８５のドレイン領域に接
続されているが、本発明はこれに限定されず、スイッチ１９１の一方の端子はトランジス
タ１８３～トランジスタ１８５のいずれか一つのドレイン領域に接続させればよい。但し
この場合には図２４に示すように、スイッチ１９１の一方の端子が接続されているトラン
ジスタ１８５を制御するビデオ信号を保持するラッチ回路（図２４では３ビット用のラッ
チ回路（３ｒｄ　Ｂｉｔ））にＡＮＤ１９３の入力端子に接続するときには、インバータ
１９４を介してラッチ回路に接続させる必要が生ずる。
【０２３３】
　そして図２４に示す電流源回路４２０では、スイッチ１９１及びスイッチ１９２がオン
になると、電流線１９０に接続されたリファレンス用定電流源（図示せず）から、電流が
トランジスタ１８５を介して容量素子１８９に流れていく点以外は、図２３に示す電流源
回路４２０の動作と同じあるので、本実施の形態では説明は省略する。
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【０２３４】
　なお本実施の形態では、図２３、２４に示す電流源回路４２０が有するトランジスタは
全てｎチャネル型としたが、本発明はこれに限定されない。ｐチャネル型のトランジスタ
を用いることもできる。ｐチャネル型のトランジスタを用いた場合における電流源回路４
２０の動作は、電流の流れる方向が変わる点と、容量素子がＶｓｓではなくＶｄｄに接続
される点以外は上述した動作に準ずるので、説明は省略する。
【０２３５】
　また、ｐチャネル型のトランジスタを用いる場合、ＶＳＳとＶｄｄを入れ替えない場合
、つまり電流の流れる方向が変わらない場合は、図６と図７の対比を用いれば、容易に適
用できる。
【０２３６】
　なお本実施の形態では、３ビットのデジタル階調表示を行う場合における信号線駆動回
路の構成とその動作について説明した。しかし本発明は３ビットに限らず、本実施の形態
を参考にして任意のビット数に対応した信号線駆動回路を設計し、任意のビット数の表示
を行うことが出来る。また本実施の形態は、実施の形態１～４と任意に組み合わせること
が可能である。
【０２３７】
　また任意のビット数の表示を行う際、本形態を参考にして、多相化を図ることや点順次
駆動を行うことは容易に実現することが出来る。
【０２３８】
　また図５では、１本の信号線につき各ビットの電流源回路を一つずつ配置したが、図２
に示すように、１本の信号線につき複数の電流源回路を配置してもよい。このときの図を
図５２に示す。同様に、図４９に示す構成では各ビットの定電流源１０９を１つずつ配置
したが、図５３に示すように複数ビットで定電流源１０９を共有してもよい。
【０２３９】
（実施の形態６）
本発明においては図１、２に示す端子ａから入力される設定信号とは、設定制御線（図示
せず）に接続された論理演算子の出力端子から入力される信号を示すことは上述した。な
お図２においては、制御線が示してあるが、設定制御線とは異なる配線である。設定信号
には該設定制御線に接続された論理演算子の出力端子から入力される信号を用いる。
【０２４０】
　そして前記論理演算子の２つの入力端子には、一方には第２のラッチ回路４１３から出
力される信号（ビデオ信号に相当）が入力され、他方には設定制御線から信号が入力され
る。前記論理演算子では、入力された２つの信号の論理演算を行って、出力端子から信号
を出力する。そして電流源回路では、前記論理演算子の出力端子から入力される信号によ
って、設定動作又は入力動作を行う。
【０２４１】
　そして本実施の形態では、電流源回路が設定動作を行うタイミングについて図２５～図
３１を用いて説明する。
【０２４２】
　本実施の形態では、図２５（Ｂ）に示すように１フレーム期間を分割しない駆動方式（
フルフレーム方式と表記）と、図２６（Ａ）に示すように１フレーム期間を複数のサブフ
レームに分割する駆動方式（サブフレーム方式と表記）に大別して説明する。
【０２４３】
　そして以下には、まずフルフレーム方式について図２５を用いて説明し、次いでサブフ
レーム方式について説明する。
【０２４４】
　通常、液晶表示装置や発光装置等の表示装置においては、フレーム周波数は６０［Ｈｚ
］程度である。つまり図２５（Ａ）に示すように、１秒間に６０回程度の画面の描画が行
われる。これにより、人間の眼にフリッカ（画面のちらつき）を感じさせないようにする
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ことが出来る。このとき、画面の描画を１回行う期間を１フレーム期間と呼ぶ。
【０２４５】
　フルフレーム方式の場合、図２５（Ｂ）のように、１フレーム期間において走査線を１
行目から最終行目まで選択した後に、Ｔｃで示す期間を設ける。なお走査線が１行目から
最終行目まで選択される期間とは、画素に信号が入力される期間に相当する。そして、図
２５（Ｃ）～図２５（Ｅ）には、期間Ｔｃでのビデオ信号の波形を示す。前記ビデオ信号
の波形は、フレームごとに異なる。一例として３つのフレームにおけるビデオ信号の波形
を示す。そして設定期間Ｔｃの長さは特に限定されないが、１ゲート選択期間（１水平走
査期間）と同じ長さに設定することが好ましい。
【０２４６】
　図２５（Ｃ）には、一例として１フレーム目の期間Ｔｃ１におけるビデオ信号の波形を
示す。このとき、第２のラッチ回路４１３からｉ列目に設けられた電流源回路への出力が
Ｈｉｇｈとなるように、ビデオ信号の波形を制御する。図２５（Ｄ）には、２フレーム目
の期間Ｔｃ２におけるビデオ信号の波形を示す。このとき、第２のラッチ回路４１３から
ｊ列目に設けられた電流源回路への出力がＨｉｇｈとなるように、ビデオ信号の波形を制
御する。図２５（Ｅ）には、３フレーム目の期間Ｔｃ３におけるビデオ信号の波形を示す
。このとき、第２のラッチ回路４１３からｋ列目に設けられた電流源回路への出力がＨｉ
ｇｈとなるように、ビデオ信号の波形を制御する。
【０２４７】
　なお設定期間Ｔｃとは、信号線駆動回路が有する複数の電流源回路のうち、設定動作を
行う電流源回路を指定する期間に相当する。つまり設定期間Ｔｃでは、設定動作を行う電
流源回路の列のビデオ信号がＨｉｇｈとなるように、ビデオ信号の波形が制御される。そ
して図２５（Ｃ）～（Ｅ）に示すように、フレーム期間毎に、設定期間Ｔｃにおいて設定
動作を行う電流源を指定する。
【０２４８】
　なお１フレーム期間には、設定期間Ｔｃを１つ設けるだけではなく、複数設けてもよい
。また、設定期間Ｔｃはフレーム期間とフレーム期間の境目に設けなくてもよく、１フレ
ーム期間のどこに設けてもよい。また図２５（Ｃ）～図２５（Ｅ）では、１列目から最終
列目のうち、いずれか１列のビデオ信号の波形をＨｉｇｈにするように制御せずに、１列
目から最終列目の内、複数列における電流源回路のビデオ信号の波形をＨｉｇｈとなるよ
うに制御してもよい。
【０２４９】
　そして、信号線駆動回路の電流源回路の設定動作と入力動作とを同時にできる場合は、
設定期間Ｔｃにおいて、設定動作を行う電流源回路を指定し、それ以外の期間において、
設定動作を行う。そして同時に、入力動作も行う。
【０２５０】
　一方、電流源回路の設定動作と入力動作とを同時にできない場合は、設定期間Ｔｃにお
いて、設定動作を行う電流源回路を指定し、かつ、設定期間Ｔｃにおいて、設定動作も行
う。従って、この場合は、設定期間Ｔｃは、電流源回路の設定動作が十分行えるだけの期
間である必要がある。ただし、１フレーム期間の中で、すべての電流源回路の設定動作を
行う必要はなく、数フレーム期間を用いて、すべての電流源回路の設定動作を行えばよい
。
【０２５１】
　なお、電流源回路の設定動作と入力動作とを同時にできる場合にも、設定期間Ｔｃにお
いて、設定動作を行う電流源回路を指定し、かつ、設定期間Ｔｃにおいて、設定動作を行
うようにしてもよい。
【０２５２】
　次いでサブフレーム方式について図２６を用いて説明する。サブフレーム方式では、図
２６（Ａ）に示すように１フレーム期間を長さの異なる複数のサブフレーム期間に分割す
る。このときの分割数は、階調ビット数に等しい場合が多い。図２６では、一例として３
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つのサブフレーム期間ＳＦ１～ＳＦ３に分割した場合を示す。
【０２５３】
　各サブフレーム期間は、アドレス期間（Ｔａ）と、サステイン期間（Ｔｓ）とを有する
。アドレス期間は画素に信号を書き込む期間であり、各サブフレーム期間における長さは
等しい。サステイン期間（Ｔｓ）は、アドレス期間（Ｔａ）において書き込まれた信号に
基づいて発光素子が発光を行う期間である。
【０２５４】
　サブフレーム方式において、期間Ｔｃを設けるときには、図２６（Ｂ）に示すように、
あるサブフレーム期間ＳＦにおけるアドレス期間Ｔａが終了した後に１回だけ配置しても
よいし、図２６（Ｃ）に示すように、１フレーム期間中に複数回配置してもよい。勿論全
てのサブフレーム期間におけるアドレス期間が終了した後に、期間Ｔｃを配置してもよい
し、アドレス期間中に配置してもよいし、又は任意のフレーム期間毎に、期間Ｔｃを設け
るようにしてもよい。
【０２５５】
　サブフレーム方式において、期間Ｔｃを設けるときには、図２６（Ｂ）に示すようにあ
るサブフレーム期間のアドレス期間が終了した後に１回だけ配置してもよいし、図２６（
Ｃ）に示すように１フレーム期間中に複数回配置してもよい。勿論全てのサブフレーム期
間のアドレス期間が終了した後に、期間Ｔｃを配置してもよいし、アドレス期間中に配置
してもよい。また、任意のフレーム期間毎に、期間Ｔｃを設けるようにしてもよい。
【０２５６】
　なお図１、２において、端子ａから入力される設定信号とは、設定制御線に接続された
論理演算子の出力端子から入力される信号を示すことは上述した。そして前記論理演算子
の２つの入力端子には、一方には第２のラッチ回路から出力される信号（ビデオ信号に相
当）が入力され、他方には設定制御線から信号が入力されることは上述した。そこで、図
１、２には設定制御線は図示していないが、設定信号を出力する論理演算子の入力端子が
接続している設定制御線から出力される信号の波形を図２６（Ｂ）、（Ｃ）に示す。
【０２５７】
　図２６（Ｂ）（Ｃ）には、設定制御線の波形を示す。図２６（Ｂ）（Ｃ）に示す設定制
御線の波形では、設定期間Ｔｃが終了してから次のアドレス期間が開始するまでの期間（
設定期間Ｔｂと表記）においてＨｉｇｈになるように設定している。図２６（Ｂ）では設
定期間Ｔｃが終了してからアドレス期間Ｔａ２が開始するまでの期間（設定期間Ｔｂ１）
において設定制御線の波形がＨｉｇｈになるように設定し、図２６（Ｃ）では設定期間Ｔ
ｃが終了してからアドレス期間Ｔａ１が開始するまでの期間（設定期間Ｔｂ１）と、期間
Ｔｃが終了してからアドレス期間Ｔａ２が開始するまでの期間（設定期間Ｔｂ２）におい
て設定制御線の波形がＨｉｇｈとなるように設定する。
【０２５８】
　このようにすると、設定期間Ｔｂ１や設定期間Ｔｂ２において、電流源回路が入力動作
（画素への電流の出力）を行っていない場合、信号線駆動回路に配置された電流源回路に
設定動作を行うことができる。仮に、入力動作を行う期間が出現した場合、一時的に設定
制御線をＬｏｗにし、その間だけ設定動作を行わないようにしてもよい。ただし、信号線
駆動回路に配置された電流源回路の設定動作と入力動作とを同時に行うことができる場合
、電流源回路が入力動作（画素への電流の出力）を行っていても、電流源回路に設定動作
を行うことができる。
【０２５９】
　なお上述したように、設定期間Ｔｃにおいては、信号線駆動回路が有する電流源回路の
うち、設定動作を行う電流源回路が指定される。仮に、ｉ列目に設けられた電流源回路４
２０が指定されたとすると、期間Ｔｃが終了してから次のアドレス期間が開始されるまで
の期間（Ｔｂ）における設定制御線の波形をＨｉｇｈとすることによって、設定動作を行
うことが出来る。
【０２６０】
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　続いて、上記とは異なり、電流源回路４２０に加えて記憶回路４５１を有する構成の信
号線駆動回路における電流源回路の設定動作のタイミングについて、図２７～３１を用い
て説明する。
【０２６１】
　図２７には、各列に１つの電流源回路４２０を配置する場合を示す。また図２８には、
各列に２つの電流源回路４２０を配置する場合を示す。図２７に示す構成では、設定動作
と入力動作を同時に行う期間がある場合、設定動作と入力動作を同時に行うことが出来る
電流源回路４２０を用いることが必要となる。一方、図２８に示す構成では、各列に２つ
の電流源回路４２０が配置され、一方は設定動作、他方は入力動作を行うことが出来る。
そのため、図２８に用いる電流源回路４２０の構成は特に限定されない。なお図２７、２
８に示す記憶回路４５１には、データを保持する手段を有する回路であれば公知のものを
用いることが出来る。
【０２６２】
　そして図２７、２８において記憶制御線の信号の波形について図２９を示して説明する
。まずフルフレーム方式の記憶制御線の信号の波形について図２９（Ａ）を用いて説明し
、次いでサブフレーム方式の記憶制御線の信号の波形について図２９（Ｂ）、（Ｃ）を用
いて説明する。
【０２６３】
　フルフレーム方式及びサブフレーム方式の両方式は、図２９（Ａ）～（Ｃ）に示すよう
に、記憶制御線の波形を設定期間ＴｃにおいてＨｉｇｈとなるように設定している。この
ようにすると、電流源回路４２０では、設定期間Ｔｃが終了してから、次の設定期間Ｔｃ
が開始されるまでの期間に設定動作を行うことが出来る。
【０２６４】
　なお、記憶制御線の波形がＨｉｇｈになると、スイッチ４５０がオンになり、記憶回路
４５１にデータ（ビデオ信号）が入力される。そして、記憶制御線の波形がＬｏｗとなる
と、スイッチ４５０がオフになり、記憶回路４５１にデータ（ビデオ信号）が保持され続
ける。
【０２６５】
　したがって、電流源回路が設定動作を行っている間に、ビデオ信号が変化することがあ
っても、記憶回路４５１により、指定した電流源回路が記憶されているため、該ビデオ信
号の変化の影響を受けない。なおビデオ信号が変化する期間としては、アドレス期間など
が相当する。また、信号線駆動回路の電流源回路の設定動作と入力動作とを同時に行うこ
とができる場合は、電流源回路が入力動作（画素への電流の出力）を行っていても、電流
源回路に設定動作を行うことができる。電流源回路が入力動作（画素への電流の出力）を
行う期間としては、アドレス期間などがその一例に相当する。
【０２６６】
　なお１フレーム期間には、設定期間Ｔｃを１つ設けるだけではなく、複数設けてもよい
。また、設定期間Ｔｃは、１フレーム期間のどこに設けてもよい。また、１列目から最終
列目のうち、いずれか１列のビデオ信号の波形をＨｉｇｈにするように制御せずに、１列
目から最終列目の内、複数列における電流源回路のビデオ信号の波形をＨｉｇｈとなるよ
うに制御してもよい。
【０２６７】
　続いて、上記とは異なる例として、各列に１つの電流源回路４２０を配置する場合につ
いて図３０を用いて説明する。図３０に示す構成では、各列に１つの電流源回路が配置さ
れる。この電流源回路は、設定動作と入力動作を同時に行うことが出来ない場合がある。
そのため、設定動作は入力動作を行っていない期間に行い、入力動作は設定動作を行って
いない期間に行う必要がある場合がある。
【０２６８】
　図３０に示す構成では、論理演算子４５２を配置し、記憶回路４５１の出力は論理演算
子４５２（図３０ではＡＮＤ）の一方の入力端子に入力され、他方の入力端子には第２記
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憶制御線から出力される信号が入力される。前記論理演算子の出力端子から出力される信
号は、電流源回路４２０に対する設定信号に相当する。
【０２６９】
　なお、図３０においても、図４５や図４６のように、論理演算子の部分をスイッチで置
き換えてもよい。
【０２７０】
　このように論理演算子４５２を配置することにより、記憶回路４５１が有するデータに
関わらず、電流源回路４２０の端子ａに入力される信号は、第２記憶制御線により制御さ
れる。従って、電流源回路４２０では、設定動作又は入力動作が行われるように設定され
る。
【０２７１】
　そして、第１記憶制御線の信号の波形と、第２記憶制御線の信号の波形とを図３１（Ａ
）～図３１（Ｃ）に示す。まずフルフレーム方式における第１及び第２記憶制御線の波形
について図３１（Ａ）を用いて説明し、次いでサブフレーム方式における第１及び第２記
憶制御線の波形について図３１（Ｂ）（Ｃ）を用いて説明する。フルフレーム方式及びサ
ブフレーム方式の両方式では、図３１（Ａ）～（Ｃ）に示すように、第１記憶制御線の波
形は、設定期間ＴｃにおいてＨｉｇｈとなるように設定される。また第２記憶制御線の波
形は、アドレス期間においてＬｏｗとなるように設定される。
【０２７２】
　アドレス期間とは、電流源回路４２０が画素に所定の電流を供給する期間に相当する場
合が多いため、第２記憶制御線の波形は、アドレス期間においてＬｏｗとなるように設定
される。そうすると、電流源回路４２０では、設定動作又は入力動作が行われるように設
定される。
【０２７３】
　つまり、第２記憶制御線を制御することによって、信号線駆動回路に配置された電流源
回路の設定動作を停止することができる。信号線駆動回路の電流源回路の設定動作を停止
する必要があるのは、電流源回路の設定動作と入力動作とを同時に行うことができない場
合において、電流源回路の入力動作を行わなければならない場合である。アドレス期間に
おいて、電流源回路の入力動作（画素への電流の出力）を行う場合が多く、そのときには
、図３１（Ｂ）、図３１（Ｃ）のように、アドレス期間中に第２記憶制御線の波形をＬｏ
ｗにしておくとよい。仮に、アドレス期間以外の期間に、電流源回路の入力動作（画素へ
の電流の出力）を行う場合には、その期間においては、第２記憶制御線の波形をＬｏｗに
しておけばよい。
【０２７４】
　また本実施の形態は、実施の形態１～実施の形態５を任意に組み合わせることが可能で
ある。
【０２７５】
（実施の形態７）
電流源回路に電流を供給するリファレンス用定電流源１０９は、基板上に信号線駆動回路
と一体形成してもよいし、ＩＣ等を用いて基板の外部に配置してもよい。基板上に一体形
成する場合には、図６～図８、図３９、図４０、図４２などに示した電流源回路のいずれ
を用いて形成してもよい。或いは、単に１個のトランジスタを配置して、ゲートに加える
電圧に応じて、電流値を制御するようにしてもよい。本実施の形態では、リファレンス用
定電流源１０９の構成とその動作について説明する。
【０２７６】
　図３２には、一例として、最も簡単な場合、つまり、ゲートに電圧を加える方式につい
て示す。ここでは、３本の電流線が必要な場合を示す。仮に、１本の電流線だけでよい場
合は、単純に、トランジスタ１８４０、１８５０と対応する電流線とを図３２に示す構成
から削除すればよい。図３２では、端子ｆを介して、外部から、トランジスタ１８３０、
１８４０、１８５０に印加するゲート電圧を調節することにより、電流の大きさを制御し
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ている。なお、このとき、トランジスタ１８３０、１８４０、１８５０のＷ／Ｌ値を１：
２：４として設計すると、それぞれのオン電流は１：２：４となる。
【０２７７】
　次に図３３（Ａ）において、端子ｆから電流を供給する場合について述べる。図３２の
ように、ゲートに電圧を加えて調整する場合には、温度特性などにより、そのトランジス
タの電流値が変動してしまうことがある。しかしながら、図３３（Ａ）のように電流で入
力すると、その影響を抑制することができる。
【０２７８】
　なお、図３２、図３３（Ａ）に示す構成の場合、電流線に電流を流している間は、端子
ｆから電圧や電流を入力し続ける必要がある。しかし、電流線に電流を流す必要が無い場
合は、端子ｆから電圧や電流を入力している必要はない。
【０２７９】
　また図３３（Ｂ）に示すように、図３３（Ａ）の構成にスイッチ１８７０、１８８０と
容量素子１８９０を追加してもよい。そうすると、電流線に電流を供給しているときでも
、リファレンス用ＩＣからの供給（端子ｆから入力する電流や電圧の供給）を停止するこ
とが可能となり、消費電力が小さくなる。
【０２８０】
　また図３２、図３３に示した構成では、リファレンス用の電流源回路に配置された他の
電流源用トランジスタと情報を共有していた。つまり、トランジスタ１８３０、１８４０
、１８５０のゲート端子は、互いに接続されていた。
【０２８１】
　そこで、図３４には、各々の電流源回路に設定動作を行う場合について示す。図３４で
は、端子ｆから電流を入力し、端子ｅでタイミングを制御する。なお電流源回路には、図
６、図７、図３９、図４０、図４２などに示す構成を適用することができる。
【０２８２】
　なお図３４に示した回路は、図６（Ａ）の回路を適用した例である。よって、設定動作
と入力動作とを同時に行えない。したがって、この回路の場合、リファレンス用の電流源
回路に対する設定動作は、電流線に電流を流す必要がないタイミングで行う必要がある。
【０２８３】
　図３５には、多相化させた場合についての例を示す。つまり、図４４に示した構成を適
用したリファレンス用電流源１０９に相当する。多相化の場合、図３２、図３３、図３４
の回路を適用してもよい。しかしながら、電流線に供給される電流値は同じなので、図３
５のように、１つの電流を用いて、各々の電流源回路に対して設定動作を行えば、外部か
ら入力する電流数が削減することができる。
【０２８４】
　なお本実施の形態は、実施の形態１～実施の形態６と任意に組み合わせることが可能で
ある。
【０２８５】
（実施の形態８）
本発明の実施の形態について、図５４を用いて説明する。図５４（Ａ）において、画素部
の上方に信号線駆動回路、下方に定電流回路を配置し、前記信号線駆動回路に電流源Ａ、
定電流回路に電流源Ｂを配置する。電流源Ａ、Ｂから供給される電流をＩＡ、ＩＢとし、
画素に供給される信号電流をＩｄａｔａとすると、ＩＡ＝ＩＢ＋Ｉｄａｔａが成立する。
そして、画素に信号電流を書き込む際には、電流源Ａ、Ｂの両者から電流を供給するよう
に設定する。このとき、ＩＡ、ＩＢを大きくすると、画素に対する信号電流の書き込み速
度を早くすることができる。
【０２８６】
　このとき、電流源Ａを用いて、電流源Ｂの設定動作を行う。画素には、電流源Ａからの
電流から電流源Ｂの電流を差し引いた電流が流れる。したがって、電流源Ａを用いて、電
流源Ｂの設定動作を行うことにより、さまざまなノイズなどの影響をより小さくできる。
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【０２８７】
　図５４（Ｂ）において、リファレンス用定電流源（以下定電流源と表記）Ｃ、Ｅは、画
素部の上方と下方に配置される。そして、電流源Ｃ、Ｅを用いて、信号線駆動回路、定電
流回路に配置された電流源回路の設定動作を行う。電流源Ｄは、電流源Ｃ、Ｅを設定する
電流源に相当し、外部からリファレンス用電流が供給される。
【０２８８】
　なお、図５４（Ｂ）において、下方に配置してある定電流回路を信号線駆動回路として
もよい。それにより、上方と下方の両方に信号線駆動回路が配置できる。そして、各々、
画面（画素部全体）の上下半分ずつの制御を担当する。このようにすることで、同時に２
行分の画素を制御できる。そのため、信号線駆動回路の電流源、画素、画素の電流源など
への設定動作（信号入力動作）のための時間を長くとることが可能となる。そのため、よ
り正確に設定できるようになる。
【０２８９】
　本実施の形態は、実施の形態１～７と任意に組み合わせることが可能である。
【０２９０】
（実施の形態９）
これまでの実施の形態では、主に、信号電流制御スイッチが存在する場合について述べて
きた。本実施の形態では、信号電流制御スイッチが無い場合、つまり、信号線とは異なる
別の配線に、ビデオ信号には比例しない電流（一定の電流）を供給する場合について述べ
る。この場合にはスイッチ１０１（信号電流制御スイッチ）を配置する必要はない。
【０２９１】
　なお、信号電流制御スイッチが存在しない場合、信号電流制御スイッチが無いことを除
けば、信号電流制御スイッチが存在する場合と同様である。よって、簡単に説明し、同様
な部分については、省略する。
【０２９２】
　信号電流制御スイッチを配置する場合と対比させると、図１については図３６、図２に
ついては図３７に示す。図３（Ｂ）については、図５５（Ａ）に示す。これまでの実施の
形態では、ビデオ信号により信号電流制御スイッチを制御して、電流を信号線に出力して
いた。本実施の形態では、電流は画素用電流線に出力される。信号線にはビデオ信号が出
力される。
【０２９３】
　この場合の画素構成について、概略図を図５５（Ｂ）に示す。次に、画素の動作方法に
ついて簡単に述べる。まず、スイッチング用トランジスタがオンの時、信号線を通って、
ビデオ信号が画素に入力され、容量素子に保存される。そして、ビデオ信号の値により、
駆動用トランジスタがオン又はオフする。一方、電流源回路は、一定の電流を流す能力を
有している。よって、駆動用トランジスタがオンの場合は、発光素子に一定の電流がなが
れて、発光する。駆動用トランジスタがオフの場合は、発光素子に電流が流れず、発光し
ない。このようにして、画像を表示する。ただし、この場合、発光と非発光の２つの状態
しか表現できない。よって、時間階調法や面積階調法などを用いて、多階調化をはかって
いる。
【０２９４】
　なお、電流源回路の部分は、図６、図７、図３９、図４０、図４２などの回路を適用す
る。そして、電流源回路が一定の電流を流せるようにするためには、設定動作を行えばよ
い。画素の電流源回路に設定動作を行う場合は、画素用電流線を通して電流を入力して、
実行する。画素の電流源回路に対する設定動作は、任意の時に、任意のタイミングで、任
意の回数だけ行えばよい。画素の電流源回路に対する設定動作は、画像を表示するための
動作とは、全く無関係に実行することができる。なお好ましくは、電流源回路の中にある
容量素子に保存されている電荷が漏れてきたときに、設定動作を行えばよい。
【０２９５】
　次に、図５５（Ａ）に示した定電流回路４１４の詳しい構成を図５６、図５７に示す。
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ここで、図５６は、電流源回路の部分に、図６（Ａ）を適用した場合の回路を示す。図５
７は、電流源回路の部分に、図６（Ｅ）を適用した場合の回路を示す。
【０２９６】
　また、図５５（Ａ）の電流源回路の部分に、図３７を適用した場合について考える。そ
の場合の定電流回路４１４の詳しい構成を図５８に示す。ここで、図５８には、電流源回
路の部分に、図６（Ａ）を適用した場合の回路を示す。制御線を制御することにより、一
方の電流源に対して設定動作を行い、同時に、もう一方の電流源が入力動作を行うことが
できる。
【０２９７】
　また、電流源回路４２０に加えて記憶回路４５１を有する構成について、信号電流制御
スイッチを配置する場合と、配置しない場合とを対比させると、図２７については図５９
、図２８については図６０、図３０については図６１に示す。
【０２９８】
　なお、信号電流制御スイッチが存在しない場合、信号電流制御スイッチが無いことを除
けば、信号電流制御スイッチが存在する場合と同様である。よって、詳しい説明は省略す
る。
【０２９９】
　本実施の形態は、実施の形態１～８と任意に組み合わせることが可能である。
【０３００】
（実施の形態１０）
本実施の形態では、記憶回路４５１が配置されている場合の信号線駆動回路４０３の詳細
な構成について説明する。
【０３０１】
　まず、信号電流制御スイッチが存在する場合、つまり、信号線にビデオ信号に比例した
電流を供給する場合について述べる。
【０３０２】
　図２７に示した構成のより詳しい構成を図６２、図６３に示す。図６２に示した回路は
、図６（Ｅ）の回路を適用した例である。図６３に示した回路は、図６（Ａ）の回路を適
用した例である。
【０３０３】
　図６２では、電流源回路の設定動作を行っている間に、入力動作（画素への電流の出力
）を同時に行うことができる。したがって、入力動作を行うアドレス期間において、設定
動作を行うことができる。なお、指定した設定動作を行う電流源回路の情報は、記憶回路
４５１に保存されているため、ビデオ信号の変化の影響はうけない。
【０３０４】
　続いて、図２８の詳しい構成を、図６４に示す。図６４に示した回路は、図６（Ａ）の
回路を適用した例である。
【０３０５】
　図６４では、制御線を介して供給される信号により、電流源回路の動作を切り替えるこ
とができる。そのため、設定動作と入力動作（画素への電流の出力）を同時に行うことが
できる。したがって、入力動作を行うアドレス期間において、入力動作を行っていない方
の電流源回路に設定動作を行うことができる。そして、指定された設定動作を行う電流源
回路の情報は、記憶回路４５１に保存されているため、ビデオ信号の変化の影響はうけな
い。
【０３０６】
　続いて、図３０の詳しい構成を、図６５に示す。図６５に示した回路は、図６（Ａ）の
回路を適用した例である。図６５では、論理演算子４５２から供給される信号により、電
流源回路の設定動作と入力動作（画素への電流の出力）とを、自由に切り替えることがで
きる。
【０３０７】
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　次に、３ビットのデジタル階調表示を行う場合について説明する。
【０３０８】
　図２７に示した構成のより詳しい構成を図６６に示す。図６６に示した回路は、図６（
Ｃ）の回路を適用した例である。図６６では、電流源回路の設定動作を行っている間でも
、同時に入力動作（画素への電流の出力）を行うことができる。したがって、入力動作を
行うことになるアドレス期間において、設定動作を行うことができる。そして、指定され
た設定動作を行う電流源回路の情報は、記憶回路４５１に保存されているため、ビデオ信
号の変化の影響はうけない。
【０３０９】
　図２８に示した構成のより詳しい構成を図６７に示す。図６７に示した回路は、図６（
Ａ）の回路を適用した例である。図６７では、電流源回路の設定動作を行っている間でも
、制御線を介して供給される信号により、電流源回路の動作を切り替えることができる。
そのため、設定動作と入力動作（画素への電流の出力）を同時に行うことができる。した
がって、入力動作を行うことになるアドレス期間において、入力動作を行っていない方の
電流源回路に設定動作を行うことができる。そして、設定動作を行う電流源回路の指定は
、記憶回路４５１に保存されているため、ビデオ信号の変化の影響はうけない。
【０３１０】
　なお、図６７では、リファレンス用定電流源の個数が表示ビット数よりも少ない場合に
ついて示している。つまり、トランジスタのゲートを接続し、その設定した情報を共有し
た場合について示している。なお、表示ビット数と同じ個数だけリファレンス電流源を配
置し、各ビットの電流源回路ごとに設定動作を行うようにしてもよい。
【０３１１】
　図３０の構成のより詳しい構成を図６８に示す。図６８に示した回路は、図６（Ａ）の
回路を適用した例である。図６８では、論理演算子４５２から供給される信号により、電
流源回路の設定動作と入力動作（画素への電流の出力）を、自由に切り替えることができ
る。なお、図６８では、リファレンス用定電流源の個数が表示ビット数と等しい場合につ
いて示している。つまり、各ビットの電流源回路ごとに設定動作を行っている。なお、リ
ファレンス用定電流源の個数を表示ビット数よりも少なくし、既に設定された電流源回路
の情報を共有してもよい。すなわち、互いに情報を共有する電流源回路に配置されたトラ
ンジスタのゲートを接続してもよい。
【０３１２】
　ここまでは、信号電流制御スイッチが配置されている場合について述べてきた。次に、
信号電流制御スイッチが無い場合、つまり、信号線とは異なる別の配線に、ビデオ信号に
は比例しない電流（一定の電流）を供給する場合について述べる。この場合にはスイッチ
１０１（信号電流制御スイッチ）は配置しない。
【０３１３】
　図５９の構成のより詳しい構成を図６９、図７０に示す。図６９に示した回路は、図６
（Ｅ）の回路を適用した例である。図７０に示した回路は、図６（Ａ）の回路を適用した
例である。
【０３１４】
　図６９の構成では、電流源回路の設定動作を行っている間でも、同時に入力動作（画素
への電流の出力）を行うことができる。したがって、入力動作を行うことになる期間、す
なわち、画素に配置された電流源回路の設定動作中であっても、信号線駆動回路に配置さ
れた電流源回路では設定動作を行うことができる。そして、指定された設定動作を行う電
流源回路の情報は、記憶回路４５１に保存されているため、ビデオ信号の変化の影響はう
けない。
【０３１５】
　この構成の場合、画素にビデオ信号を入力しているアドレス期間と、信号線駆動回路の
電流源回路が入力動作（画素への電流の出力）を行っている期間とは、同一ではない。し
たがって、ビデオ信号が変化している期間であっても、信号線駆動回路の電流源回路の設
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定動作を行うことが可能となるため、記憶回路４５１を設けることは、非常に有効である
。
【０３１６】
　図６０の構成のより詳しい構成を図７１に示す。図７１に示した回路は、図６（Ａ）の
回路を適用した例である。
【０３１７】
　図７１では、電流源回路の設定動作を行っている間でも、制御線から供給される信号に
より、電流源回路の動作を切り替えることができる。そのため、設定動作と入力動作（画
素への電流の出力）を同時に行うことができる。したがって、入力動作を行うアドレス期
間において、入力動作を行っていない方の電流源回路は設定動作を行うことができる。そ
して、設定動作を行う電流源回路の指定は、記憶回路４５１に保存されているため、ビデ
オ信号の変化の影響はうけない。
【０３１８】
　図６１の構成のより詳しい構成を図７２に示す。図７２に示した回路は、図６（Ａ）の
回路を適用した例である。
【０３１９】
　図７２では、論理演算子４５２により、電流源回路の設定動作と入力動作（画素への電
流の出力）を、自由に切り替えることができる。なお、信号電流制御スイッチが配置され
ていない場合、つまり、信号線とは異なる別の配線に、ビデオ信号には比例しない電流（
一定の電流）を供給する場合には、画素にビデオ信号を入力しているアドレス期間と、信
号線駆動回路の電流源回路が入力動作（画素への電流の出力）を行っている期間とは、同
一ではない。したがって、ビデオ信号が変化している期間であっても、信号線駆動回路の
電流源回路の設定動作を行えるため、記憶回路４５１を設けることは、非常に有効である
。
【０３２０】
　なお電流源回路には、図６、図７、図３９、図４０、図４２などに示す構成を適用する
ことができる。
【０３２１】
　本実施の形態は、実施の形態１～９と任意に組み合わせることが可能である。
【実施例１】
【０３２２】
　本実施例では、時間階調方式について図１４を用いて詳しく説明する。通常、液晶表示
装置や発光装置等の表示装置においては、フレーム周波数は６０Ｈｚ程度である。つまり
図１４（Ａ）に示すように、１秒間に６０回程度の画面の描画が行われる。これにより、
人間の眼にフリッカ（画面のちらつき）を感じさせないようにすることが出来る。このと
き、画面の描画を１回行う期間を１フレーム期間と呼ぶ。
【０３２３】
　本実施例では一例として、特許文献１の公報にて公開されている時間階調方式を説明す
る。時間階調方式では、１フレーム期間を複数のサブフレーム期間に分割する。このとき
の分割数は、階調ビット数に等しい場合が多い。そしてここでは簡単のため、分割数が階
調ビット数に等しい場合を示す。つまり本実施例では３ビット階調であるので、３つのサ
ブフレーム期間ＳＦ１～ＳＦ３に分割している例を示す（図１４（Ｂ））。
【０３２４】
　各サブフレーム期間は、アドレス（書き込み）期間Ｔａと、サステイン（発光）期間Ｔ
ｓを有する。アドレス期間とは、画素にビデオ信号を書き込む期間であり、各サブフレー
ム期間での長さは等しい。サステイン期間とは、アドレス期間において画素に書き込まれ
たビデオ信号に基づいて発光素子が発光又は非発光する期間である。このとき、サステイ
ン期間Ｔｓ１～Ｔｓ３は、その長さの比をＴｓ１：Ｔｓ２：Ｔｓ３＝４：２：１とする。
つまり、ｎビット階調を表現する際、ｎ個のサステイン期間の長さの比は、２（ｎ－１）
：２（ｎ－２）：・・・：２１：２０とする。そして、どのサステイン期間で発光素子が



(43) JP 4610632 B2 2011.1.12

10

20

30

40

50

発光又は非発光するかにより、１フレーム期間における各画素が発光する期間の長さが決
定し、これによって階調表現を行う。
【０３２５】
　次いで、時間階調方式を適用した画素における具体的な動作について説明するが、本実
施例では図１６（Ｂ）に示す画素を参照して説明する。図１６（Ｂ）に示す画素は、電流
入力方式が適用される。
【０３２６】
　まずアドレス期間Ｔａにおいては、以下の動作を行う。第１の走査線６０２および第２
の走査線６０３が選択されて、ＴＦＴ６０６、６０７がオンする。このとき、信号線６０
１を流れる電流を信号電流Ｉｄａｔａとなる。そして容量素子６１０には所定の電荷が蓄
積されると、第１の走査線６０２および第２の走査線６０３の選択が終了して、ＴＦＴ６
０６、６０７がオフする。
【０３２７】
　次いでサステイン期間Ｔｓにおいては、以下の動作を行う。第３の走査線６０４が選択
されて、ＴＦＴ６０９がオンする。容量素子６１０には先ほど書き込んだ所定の電荷が保
持されているため、ＴＦＴ６０８はオンしており、電流線６０５から信号電流Ｉｄａｔａ
に等しい電流が流れる。これにより発光素子６１１が発光する。
【０３２８】
　以上の動作を各サブフレーム期間で行うことにより、１フレーム期間を構成する。この
方法によると、表示階調数を増やしたい場合は、サブフレーム期間の分割数を増やせば良
い。また、サブフレーム期間の順序は、図１４（Ｂ）、（Ｃ）に示すように、必ずしも上
位ビットから下位ビットといった順序である必要はなく、１フレーム期間中、ランダムに
並んでいても良い。さらに各フレーム期間内で、その順序が変化しても良い。
【０３２９】
　また、ｍ行目の走査線のサブフレーム期間ＳＦ２を図１４（Ｄ）に図示する。図１４（
Ｄ）に図示するように、画素ではアドレス期間Ｔａ２が終了したら、直ちにサステイン期
間Ｔｓ２が開始されている。
【０３３０】
　次に、信号線駆動回路の電流源回路に関連した部分のタイミングチャートについて述べ
る。特に、電流源回路の設定動作に関連した部分のタイミングチャートについて述べる。
【０３３１】
　基本的には、次のようなタイミングになる。まず、アドレス期間が終了し、その後、サ
ステイン期間であって、いずれの走査線も選択されていない期間Ｔｃにおいて、どの電流
源回路に対して設定動作を行うかを選択する。そして、信号線駆動回路の電流源回路の設
定動作を開始し、次のアドレス期間が開始する直前で、該設定動作を終了する。この間に
、再び期間Ｔｃを設け、どの電流源回路に対して設定動作を行うかを選択し、選択した該
電流源回路に対して設定動作を行えばよい。すなわち、アドレス期間とアドレス期間の間
において、設定動作を行えばよい。
【０３３２】
　ただし、上記の期間において、設定動作ができない場合がある。それは、その期間にお
いて、信号線駆動回路の電流源回路が入力動作（画素への電流の出力）を行っており、か
つ、信号線駆動回路の電流源回路が設定動作と入力動作とを同時に行うことができない場
合である。アドレス期間とアドレス期間の間に、信号線駆動回路の電流源回路が入力動作
（画素への電流の出力）を行うのは、図５５（Ｂ）の構成の画素を有している場合に相当
することが多い。
【０３３３】
　また、アドレス期間において、信号線駆動回路の電流源回路の設定動作ができる場合が
ある。それは、図２７、図２８、図３０などのように、記憶回路４５１を有する場合であ
る。この場合、たとえ、アドレス期間においても、信号線駆動回路の電流源回路は設定動
作と入力動作とを同時に行うことができる。また、アドレス期間において、信号線駆動回
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路の電流源回路が入力動作を行っていない場合、どのような構成の電流源回路を用いてい
ても、信号線駆動回路の電流源回路は設定動作を行うことができる。
【０３３４】
　なぜなら、記憶回路４５１によって、どの電流源回路に対して設定動作を行うかが記憶
されているため、アドレス期間においてビデオ信号の変化の影響を受けないからである。
そして、信号線駆動回路の電流源回路の設定動作と入力動作とを同時に行うことができる
場合は、アドレス期間においても、信号線駆動回路の電流源回路は設定動作と入力動作を
同時に行うことができる。また信号線駆動回路の電流源回路の設定動作と入力動作とを同
時に行うことができなくても、アドレス期間において、信号線駆動回路の電流源回路が入
力動作（画素への電流の出力）を行っていない場合には、信号線駆動回路の電流源回路の
設定動作を行うことができる。
【０３３５】
　なお、本発明では、電流源回路の設定動作を１列ずつ順に行ってもよいし、ランダムに
行ってもよい。また、設定動作を行う期間が、１フレーム内で、点在する場合には、その
期間を有効に利用して設定動作を行うことができる。また、すべての電流源回路の設定動
作を１フレーム期間内でやるのではなく、数フレーム期間以上かけて実行してもよい。こ
のようにすることにより、電流源回路の設定動作に時間をかけて正確に行うことが出来る
。
【０３３６】
　本実施例は、実施の形態１～１０と任意に組み合わせることが可能である。
【実施例２】
【０３３７】
　本実施例では、画素部に設けられる画素の回路の構成例について図１３、図７３を用い
て説明する。
【０３３８】
　なお本発明には、電流を入力する部分を含むような構成を有する画素であれば、どのよ
うな構成の画素にも適用できる。
【０３３９】
　図１３（Ａ）の画素は、信号線１１０１、第１及び第２の走査線１１０２、１１０３、
電流線（電源線）１１０４、スイッチング用ＴＦＴ１１０５、保持用ＴＦＴ１１０６、駆
動用ＴＦＴ１１０７、変換駆動用ＴＦＴ１１０８、容量素子１１０９、発光素子１１１０
とを有する。信号線１１０１は電流源回路１１１１に接続されている。
【０３４０】
　なお、電流源回路１１１１が、信号線駆動回路４０３に配置されている電流源回路４２
０に相当する。
【０３４１】
　図１３（Ａ）の画素は、スイッチング用ＴＦＴ１１０５のゲート電極は、第１の走査線
１１０２に接続され、第１の電極は信号線１１０１に接続され、第２の電極は駆動用ＴＦ
Ｔ１１０７の第１の電極と、変換駆動用ＴＦＴ１１０８の第１の電極とに接続されている
。保持用ＴＦＴ１１０６のゲート電極は、第２の走査線１１０３に接続され、第１の電極
は信号線１１０２に接続され、第２の電極は駆動用ＴＦＴ１１０７のゲート電極と、変換
駆動用ＴＦＴ１１０８のゲート電極とに接続されている。駆動用ＴＦＴ１１０７の第２の
電極は、電流線（電源線）１１０４に接続され、変換駆動用ＴＦＴ１１０８の第２の電極
は、発光素子１１１０の一方の電極に接続されている。容量素子１１０９は、変換駆動用
ＴＦＴ１１０８のゲート電極と第２の電極との間に接続され、変換駆動用ＴＦＴ１１０８
のゲート・ソース間電圧を保持する。電流線（電源線）１１０４および発光素子１１１０
の他方の電極には、それぞれ所定の電位が入力され、互いに電位差を有する。
【０３４２】
　なお、図１３（Ａ）の画素は、図４０（Ｂ）の回路を画素に適用した場合に相当する。
ただし、電流の流れる向きが異なるため、トランジスタの極性は、反対になっている。図
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１３（Ａ）の駆動用ＴＦＴ１１０７が図４０（Ｂ）のＴＦＴ１２６に相当し、図１３（Ａ
）の変換駆動用ＴＦＴ１１０８が図４０（Ｂ）のＴＦＴ１２２に相当し、図１３（Ａ）の
保持用ＴＦＴ１１０６が図４０（Ｂ）のＴＦＴ１２４に相当する。
【０３４３】
　図１３（Ｂ）の画素は、信号線１１５１、第１及び第２の走査線１１４２、１１４３、
電流線（電源線）１１４４、スイッチング用ＴＦＴ１１４５、保持用ＴＦＴ１１４６、変
換駆動用ＴＦＴ１１４７、駆動用ＴＦＴ１１４８、容量素子１１４９、発光素子１１４０
とを有する。信号線１１５１は電流源回路１１４１に接続されている。
【０３４４】
　なお、電流源回路１１４１が、信号線駆動回路４０３に配置されている電流源回路４２
０に相当する。
【０３４５】
　図１３（Ｂ）の画素は、スイッチング用ＴＦＴ１１４５のゲート電極は、第１の走査線
１１４２に接続され、第１の電極は信号線１１５１に接続され、第２の電極は駆動用ＴＦ
Ｔ１１４８の第１の電極と、変換駆動用ＴＦＴ１１４８の第１の電極とに接続されている
。保持用ＴＦＴ１１４６のゲート電極は、第２の走査線１１４３に接続され、第１の電極
は駆動用ＴＦＴ１１４８の第１の電極に接続され、第２の電極は駆動用ＴＦＴ１１４８の
ゲート電極と、変換駆動用ＴＦＴ１１４７のゲート電極とに接続されている。変換駆動用
ＴＦＴ１１４７の第２の電極は、電流線（電源線）１１４４に接続され、変換駆動用ＴＦ
Ｔ１１４７の第２の電極は、発光素子１１４０の一方の電極に接続されている。容量素子
１１４９は、変換駆動用ＴＦＴ１１４７のゲート電極と第２の電極との間に接続され、変
換駆動用ＴＦＴ１１４７のゲート・ソース間電圧を保持する。電流線（電源線）１１４４
および発光素子１１４０の他方の電極には、それぞれ所定の電位が入力され、互いに電位
差を有する。
【０３４６】
　なお、図１３（Ｂ）の画素は、図６（Ｂ）の回路を画素に適用した場合に相当する。た
だし、電流の流れる向きが異なるため、トランジスタの極性は、反対になっている。図１
３（Ｂ）の変換駆動用ＴＦＴ１１４７が図６（Ｂ）のＴＦＴ１２２に相当し、図１３（Ｂ
）の駆動用ＴＦＴ１１４８が図６（Ｂ）のＴＦＴ１２６に相当し、図１３（Ｂ）の保持用
ＴＦＴ１１４６が図６（Ｂ）のＴＦＴ１２４に相当する。
【０３４７】
　図１３（Ｃ）の画素は、信号線１１２１、第１の走査線１１２２、第２の走査線１１２
３、第３の走査線１１３５、電流線（電源線）１１２４、スイッチング用ＴＦＴ１１２５
、画素用電流線１１３８、消去用ＴＦＴ１１２６、駆動用ＴＦＴ１１２７、容量素子１１
２８、電流源ＴＦＴ１１２９、ミラーＴＦＴ１１３０、容量素子１１３１、電流入力ＴＦ
Ｔ１１３２、保持ＴＦＴ１１３３、発光素子１１３６とを有する。画素用電流線１１３８
は、電流源回路１１３７に接続される。
【０３４８】
　図１３（Ｃ）の画素は、スイッチング用ＴＦＴ１１２５のゲート電極は、第１の走査線
１１２２に接続され、スイッチング用ＴＦＴ１１２５の第１の電極は信号線１１２１に接
続され、スイッチング用ＴＦＴ１１２５の第２の電極は駆動用ＴＦＴ１１２７のゲート電
極と、消去用ＴＦＴ１１２６の第１の電極とに接続されている。消去用ＴＦＴ１１２６の
ゲート電極は、第２の走査線１１２３に接続され、消去用ＴＦＴ１１２６の第２の電極は
電流線（電源線）１１２４に接続されている。駆動用ＴＦＴ１１２７の第１の電極は発光
素子１１３６の一方の電極に接続され、駆動用ＴＦＴ１１２７の第２の電極は電流源ＴＦ
Ｔ１１２９の第１の電極に接続されている。電流源ＴＦＴ１１２９の第２の電極は電流線
１１２４に接続されている。容量素子１１３１の一方の電極は、電流源ＴＦＴ１１２９の
ゲート電極及びミラーＴＦＴ１１３０のゲート電極に接続され、他方の電極は電流線（電
源線）１１２４に接続されている。ミラーＴＦＴ１１３０の第１の電極は電流線１１２４
に接続され、ミラーＴＦＴ１１３０の第２の電極は、電流入力ＴＦＴ１１３２の第１の電
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極に接続されている。電流入力ＴＦＴ１１３２の第２の電極は電流線（電源線）１１２４
に接続され、電流入力ＴＦＴ１１３２のゲート電極は第３の走査線１１３５に接続されて
いる。電流保持ＴＦＴ１１３３のゲート電極は第３の走査線１１３５に接続され、電流保
持ＴＦＴ１１３３の第１の電極は画素用電流線１１３８に接続され、電流保持ＴＦＴ１１
３３の第２の電極は電流源ＴＦＴ１１２９のゲート電極及びミラーＴＦＴ１１３０のゲー
ト電極に接続されている。電流線（電源線）１１２４および発光素子１１３６の他方の電
極には、それぞれ所定の電位が入力され、互いに電位差を有する。
【０３４９】
　ここで、電流源回路１１３７が、信号線駆動回路４０３に配置されている電流源回路４
２０に相当する。
【０３５０】
　なお、図１３（Ｃ）の画素は、図５５（Ｂ）の画素に、図６（Ｅ）の回路を画素に適用
した場合に相当する。ただし、電流の流れる向きが異なるため、トランジスタの極性は、
反対になっている。なお、図１３（Ｃ）の画素には、消去用ＴＦＴ１１２６が追加されて
いる。消去用ＴＦＴ１１２６を配置することにより、点灯期間の長さを自由に制御できる
ようになる。
【０３５１】
　スイッチング用ＴＦＴ１１２５は画素に対するビデオ信号の供給を制御する役割を担う
。消去用ＴＦＴ１１２６は容量素子１１３１に保持された電荷を放電する役割を担う。駆
動用ＴＦＴ１１２７は、容量素子１１３１に保持された電荷に応じて、導通又は非導通が
制御される。電流源ＴＦＴ１１２９とミラーＴＦＴ１１３０はカレントミラー回路を形成
する。電流線１１２４及び発光素子１１３６の他方の電極には、それぞれ所定の電位が入
力され、互いに電位差を有する。
【０３５２】
　つまり、スイッチング用ＴＦＴ１１２５がオンになると、信号線１１２１を通って、ビ
デオ信号が画素に入力され、容量素子１１２８に保存される。そして、ビデオ信号の値に
より、駆動用ＴＦＴ１１２７がオン又はオフする。よって、駆動用ＴＦＴ１１２７がオン
の場合は、発光素子に一定の電流がながれて、発光する。駆動用ＴＦＴ１１２７がオフの
場合は、発光素子に電流が流れず、発光しない。このようにして、画像を表示している。
一方、電流源ＴＦＴ１１２９、ミラーＴＦＴ１１３０、容量素子１１３１、電流入力ＴＦ
Ｔ１１３２、保持ＴＦＴ１１３３などが、電流源回路を構成している。電流源回路は、一
定の電流が流す能力を有している。この電流源回路には、画素用電流線１１３８を通って
電流が入力され、設定動作が行われる。そのため、電流源回路を構成するトランジスタの
特性がばらついても、電流源回路から発光素子の方に流れる電流の大きさは、ばらつかな
くなる。画素の電流源回路に対する設定動作は、スイッチング用ＴＦＴ１１２５や駆動用
ＴＦＴ１１２７の動作とは、無関係に行うことができる。
【０３５３】
　図７３（Ａ）の画素は、図５５（Ｂ）の画素に、図６（Ａ）の回路を画素に適用した場
合に相当する。ただし、電流の流れる向きが異なるため、トランジスタの極性は、反対に
なっている。
【０３５４】
　図７３（Ａ）の画素は、電流源ＴＦＴ１１２９、容量素子１１３１、保持ＴＦＴ１１３
３、画素用電流線１１３８（Ｃｉ）などを有している。画素用電流線１１３８（Ｃｉ）は
、電流源回路１１３７に接続されている。なお、電流源回路１１３７が、信号線駆動回路
４０３に配置されている電流源回路４２０に相当する。
【０３５５】
　図７３（Ｂ）の画素は、図５５（Ｂ）の画素に、図７（Ａ）の回路を画素に適用した場
合に相当する。ただし、電流の流れる向きが異なるため、トランジスタの極性は、反対に
なっている。
【０３５６】
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　図７３（Ｂ）の画素は、電流源ＴＦＴ１１２９、容量素子１１３１、保持ＴＦＴ１１３
３、画素用電流線１１３８（Ｃｉ）などを有している。画素用電流線１１３８（Ｃｉ）は
、電流源回路１１３７に接続されている。なお、電流源回路１１３７が、信号線駆動回路
４０３に配置されている電流源回路４２０に相当する。
【０３５７】
　図７３（Ａ）の画素と図７３（Ｂ）の画素とでは、電流源ＴＦＴ１１２９の極性が異な
る。そして、極性が異なることにより、容量素子１１３１、保持ＴＦＴ１１３３の接続が
異なる。
【０３５８】
　このように、さまざまな構成の画素が存在する。ところで、これまでに述べた画素は、
大きく二つのタイプに分類できる。１つ目のタイプが、信号線にビデオ信号に応じた電流
を入力するタイプである。これは、図１３（Ａ）、図１３（Ｂ）などがそれに相当する。
その場合、信号線駆動回路は、図１や図２のように、信号電流制御スイッチを有している
。もう１つのタイプが、信号線にビデオ信号を入力し、画素用電流線に、ビデオ信号とは
無関係な一定の電流を入力するタイプ、つまり、図５５（Ｂ）のような画素の場合である
。これは、図１３（Ｃ）、図７３（Ａ）、図７３（Ｂ）などが相当する。この場合、信号
線駆動回路は、図３６や図３７のように、信号電流制御スイッチを有していない。
【０３５９】
　そこで、各々の画素のタイプに応じたタイミングチャートについて述べる。まず、デジ
タル階調と時間階調を組み合わせた場合について述べる。ただし、これは、画素のタイプ
や信号線駆動回路の構成によって、変わってくる。そこで、各々の構成ごとにおけるタイ
ミングチャートについて述べる。
【０３６０】
　まず、画素のタイプが、信号線にビデオ信号に応じた電流を入力するタイプの場合につ
いて述べる。画素は、図１３（Ａ）もしくは図１３（Ｂ）の構成であるとする。信号線駆
動回路は、図３（Ａ）や図３（Ｂ）の構成であるとする。このときのタイミングチャート
を図７４に示す。
【０３６１】
　４ビットの階調を表現することとし、簡単のため、サブフレーム数を４つにしたとする
。まず、最初のサブフレーム期間ＳＦ１が始まる。１行づつ走査線（図１３（Ａ）での第
１の走査線１１０２や図１３（Ｂ）での第１の走査線１１３２）を選択し、信号線（図１
３（Ａ）での１１０１や図１３（Ｂ）での１１３１）から電流を入力していく。この電流
は、ビデオ信号に応じた値になっている。そして、点灯期間Ｔｓ１が終了すると、次のサ
ブフレーム期間ＳＦ２が開始して、サブフレーム期間ＳＦ１と同様に走査させる。その後
、その次のサブフレーム期間ＳＦ３が始まり、同様に走査させていく。ただし、点灯期間
Ｔｓ３の長さが、アドレス期間Ｔａ３の長さよりも短いため、強制的に、発光しないよう
にしていく。つまり、入力したビデオ信号を消去していく。あるいは、発光素子に電流が
流れないようにする。ビデオ信号を消去するためには、第２の走査線（図１３（Ａ）での
第２の走査線１１０３や図１３（Ｂ）での第２の走査線１１３３）を１行づつ選択してい
く。そうすると、ビデオ信号が消去され、非発光状態にすることができる。その後、次の
サブフレームＳＦ４が始まる。ここでも、サブフレームＳＦ３と同様に走査させ、同様に
非発光状態にしていく。
【０３６２】
　以上が、画像表示動作、つまり、画素の動作に関するタイミングチャートである。次に
、信号線駆動回路に配置された電流源回路の設定動作のタイミングについて述べる。この
場合、設定期間Ｔｃにおいて、複数の電流源回路のうち、どの電流源回路に対して設定動
作を行うのかをビデオ信号により指定している。そのため、ビデオ信号が変化する期間、
すなわち、アドレス期間においては、設定動作を行うことができない。なぜなら、アドレ
ス期間に設定動作を行おうとしても、ビデオ信号が変化しており、その変化の仕方は画像
によって異なるからである。
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【０３６３】
　つまり、信号線駆動回路の電流源回路の入力動作は、各サブフレーム期間におけるアド
レス期間（Ｔａ１、Ｔａ２など）の間に行われる。したがって、信号線駆動回路の電流源
回路の設定動作は、アドレス期間以外の時に行えばよい。よって、図７４に示すように、
アドレス期間以外のときに配置された設定動作期間Ｔｂ１～Ｔｂ４において、信号線駆動
回路に配置された電流源回路の設定動作を行えばよい。なお、アドレス期間Ｔａ１とアド
レス期間Ｔａ２の間の期間で設定動作を行ってもよいし、アドレス期間Ｔａ２とアドレス
期間Ｔａ３の間の期間で設定動作を行ってもよいし、両方の期間を利用して設定動作を行
ってもよい。また、アドレス期間Ｔａ１とアドレス期間Ｔａ２の間の期間において、設定
動作期間Ｔｂが複数配置されているが、設定動作期間Ｔｂを１つだけ配置してもよい。同
様に、アドレス期間Ｔａ２とアドレス期間Ｔａ３の間の期間において、設定動作期間Ｔｂ
を１つだけでなく複数配置してもよい。
【０３６４】
　次に、画素は図１３（Ａ）もしくは図１３（Ｂ）の構成であり、信号線駆動回路は図２
７、図２８のように記憶回路４５１を有する構成であるとする。画像表示動作、つまり、
画素の動作に関するタイミングチャートは上記と同様であるので、省略する。図７５には
、信号線駆動回路に配置された電流源回路の設定動作のタイミングについて示す。この場
合、ビデオ信号が変化しているときでも、設定動作を行う列の電流源回路の情報は、記憶
回路４５１に保存されている。従って、電流源回路が設定動作と入力動作を同時にできる
場合は、アドレス期間においても設定動作を行うことができる。そこで、設定動作期間Ｔ
ｂ５、Ｔｂ７、Ｔｂ８、Ｔｂ１などの前に、設定期間Ｔｃを設ける。そして、前記設定期
間Ｔｃにおいて、どの電流源回路に対して設定動作を行うかを選択し、その後、設定動作
期間が開始される。これにより、信号線駆動回路の電流源回路が設定動作と入力動作（画
素への電流の出力）とを同時に出来る場合には、アドレス期間においても、設定動作期間
Ｔｂ５を設けることが出来る。
このように、図７４、７５のタイミングチャートでは、設定動作期間を多数設けることが
出来るため、信号線駆動回路に配置されたすべての電流源回路が設定動作を行う期間を短
くすることが出来る。あるいは、電流源回路に対して設定動作を行う期間を長くすること
が出来る。したがって、設定動作をより正確に行うことが出来る。
【０３６５】
　つぎに、画素のタイプが、信号線にビデオ信号を入力し、画素用電流線にビデオ信号と
は無関係な一定の電流を入力するタイプの場合について述べる。信号線駆動回路は、図５
５（Ａ）の構成であるとする。画素は、図１３（Ｃ）、図５５（Ｂ）、図７３（Ａ）、図
７３（Ｂ）などの構成であるとする。ただし、上記画素の場合、画素に配置された電流源
回路に対しても、設定動作を行う必要がある。そのため、画素の電流源回路が、設定動作
と入力動作とを同時にできるかどうかによって、その動作が異なってくる。そこで、まず
画素の電流源回路の設定動作と入力動作とを同時にできる場合、つまり、画素が図１３（
Ｃ）のときのタイミングチャートを図７６に示す。
【０３６６】
　まず、画像表示動作、つまり、画素のスイッチング用トランジスタと駆動用トランジス
タなどに関する動作について述べる。ただし、上記の場合とほとんど同様なため、簡単に
述べる。まず、最初のサブフレーム期間ＳＦ１が始まる。１行づつ走査線（図１３（Ｃ）
での第１の走査線１１２２）を選択し、信号線（図１３（Ｃ）での１１２１）からビデオ
信号を入力していく。このビデオ信号は、通常、電圧であるが、電流でもかまわない。そ
して、点灯期間Ｔｓ１が終了すると、次のサブフレーム期間ＳＦ２が始まり、サブフレー
ム期間ＳＦ１と同様に走査させる。その後、その次のサブフレーム期間ＳＦ３が始まり、
同様に走査させていく。ただし、点灯期間の長さＴｓ３が、アドレス期間Ｔａ３の長さよ
りも短いため、強制的に、発光しないようにしていく。つまり、入力したビデオ信号を消
去していく。あるいは、発光素子に電流が流れないようにする。入力したビデオ信号を消
去するためには、第２の走査線（図１３（Ｃ）での第２の走査線１１２３）を１行づつ選
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択していく。そうすると、ビデオ信号が消去され、駆動用ＴＦＴ１１２７がオフ状態にな
り、非発光状態にすることができる。その後、次のサブフレーム期間ＳＦ４が始まる。こ
こでも、サブフレーム期間ＳＦ３と同様に走査させ、同様に非発光状態にしていく。
【０３６７】
　次に、画素の電流源回路に対する設定動作に関して述べる。図１３（Ｃ）の場合、画素
の電流源回路の設定動作と入力動作とは、同時に行うことができる。したがって、画素の
電流源回路の設定動作は、任意のタイミングで行うことができる。
【０３６８】
　また、設定期間Ｔｃにおいては、どの電流源回路に対して設定動作を行うのかをビデオ
信号により指定している。そのため、ビデオ信号が変化している期間、すなわち、アドレ
ス期間においては、設定動作を行うことは出来ない。なぜなら、アドレス期間において設
定動作を行おうとしても、ビデオ信号が変化しており、その変化の仕方は画像によって異
なるからである。よって、信号線駆動回路の電流源回路の設定動作が、入力動作（画素へ
の電流の出力）と同時に出来ない場合、図７６に示すように、アドレス期間とアドレス期
間の間で、かつ、画素の電流源への設定動作（信号線駆動回路の電流源回路の入力動作）
を行っていない期間に、信号線駆動回路の電流源回路の設定動作を行えばよい。また、信
号線駆動回路の電流源回路の設定動作が、入力動作（画素への電流の出力）と同時に出来
る場合は、図７７に示すように、アドレス期間とアドレス期間の間に、信号線駆動回路の
電流源回路の設定動作を行えばよい。なお、図７６、７７のタイミングチャートにおいて
、アドレス期間Ｔａ１とアドレスＴａ２の間の期間において、設定動作期間Ｔｂが複数配
置されているが、１つだけ配置してもよい。
【０３６９】
　次に、画素は図１３（Ｃ）の構成で、信号線駆動回路は図５９、図６０のように、記憶
回路４５１を有する構成であるとする。画像表示動作、つまり、画素の動作に関するタイ
ミングチャートは上記と同様であるので、説明は省略する。そして以下には、信号線駆動
回路に配置された電流源回路の設定動作のタイミングについて、図７８、図７９に示す。
この場合、記憶回路４５１に設定動作を行う電流源回路の情報が保存されているため、ビ
デオ信号が変化しているときでも電流源回路の設定動作を行うことができる。そこで、本
構成では、設定動作期間Ｔｂ１、Ｔｂ５などの前に、設定期間Ｔｃを設ける。そして、設
定期間Ｔｃにおいて、どの電流源回路に対して設定動作を行うのかを選択し、その後、設
定動作期間を開始する。これにより、アドレス期間中にも、設定動作期間Ｔｂ５などを設
けることが出来る。
【０３７０】
　そして、電流源回路が設定動作と入力動作とを同時にできない場合、図７８のように、
画素の電流源に設定動作を行っている間は、信号線駆動回路に配置された電流源回路の設
定動作を行うことはできない。なおこのとき、画素の電流源に設定動作を行う前に設定期
間Ｔｃを設け、該設定期間Ｔｃにおいて記憶回路４５１のデータを変更し、どの電流源回
路も設定動作を行わないようにする必要がある。従って、例えば図７８に示すように、設
定動作期間Ｔｂ５の後に、設定期間Ｔｃを設ける必要がある。一方、電流源回路の設定動
作と入力動作を同時に行うことができる場合は、図７９のように、画素の電流源に設定動
作を行っている間も、信号線駆動回路の電流源回路に設定動作を行うことができる。図７
９に示すタイミングチャートの場合には、設定動作期間を多数配置することが出来る。そ
のため、信号線駆動回路が有する全ての電流源回路が設定動作を行う期間を短くすること
が出来る。或いは、各々の電流源回路が設定動作を行う期間を長くとることが出来る。従
って、設定動作をより正確に行うことが出来る。
【０３７１】
　次に、画素は図１３（Ｃ）の構成であり、信号線駆動回路は図６１の構成のように記憶
回路４５１を有する構成であるとする。画像表示動作、つまり、画素の動作に関するタイ
ミングチャートは上記と同様であるので、ここでは省略する。そして、信号線駆動回路に
配置された電流源回路の設定動作のタイミングについて、図８０に示す。この場合、ビデ
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オ信号が変化しているときでも、記憶回路４５１には所定の情報が保存されているので、
電流源回路の設定動作を行うことができる。従って、アドレス期間中にも設定動作を行う
ことができる。また、論理演算子４５２により、設定動作を任意の期間で停止させたりす
ることができる。そのため、画素に配置された電流源回路の設定動作を行う前に、設定期
間Ｔｃを設ける必要がない。アドレス期間においても、第２記憶制御線を制御することに
より、設定動作を終了させることが出来る。本構成では、画素の電流源回路の設定動作を
行う期間の長さと、信号線駆動回路の電流源回路の設定動作を行う期間の長さを自由に調
節することが出来る。
【０３７２】
　次に、画素のタイプが、信号線にビデオ信号を入力し、画素用電流線に、ビデオ信号と
は無関係な一定の電流を入力する構成であり、且つ、画素の電流源回路の設定動作と入力
動作とを同時にできない場合、つまり、画素が図７３（Ａ）、図７３（Ｂ）の構成である
ときのタイミングチャートを図８１に示す。まず、画像表示動作、つまり、画素のスイッ
チング用トランジスタと駆動用トランジスタなどに関する動作は、上記の図７６の場合と
ほぼ同様なため、簡単に述べる。まず、最初のサブフレーム期間ＳＦ１が始まる。１行づ
つ走査線（図７３（Ａ）、図７３（Ｂ）での第１の走査線１１２２）を選択し、信号線（
図７３（Ａ）、図７３（Ｂ）での１１２１）からビデオ信号を入力していく。このビデオ
信号は、通常、電圧であるが、電流でもかまわない。そして、点灯期間Ｔｓ１が終了する
と、次のサブフレーム期間ＳＦ２が始まり、サブフレーム期間ＳＦ１と同様に走査させる
。その後、その次のサブフレーム期間ＳＦ３が始まり、同様に走査させていく。ただし、
点灯期間Ｔｓ３の長さが、アドレス期間の長さＴａ３よりも短いため、強制的に、発光し
ないようにしていく。つまり、入力したビデオ信号を消去していく。あるいは、発光素子
に電流が流れないようにする。発光素子に電流が流れないようにするためには、第２の走
査線（図１３（Ｃ）での第２の走査線１１２３）を１行づつ非選択状態にしていく。そう
すると、消去用ＴＦＴ１１２７がオフ状態になり、電流の流れる経路が遮断され、非発光
状態にすることができる。その後、次のサブフレーム期間ＳＦ４が開始する。ここでも、
サブフレーム期間ＳＦ３と同様に走査させ、同様に発光素子を非発光状態にしていく。
【０３７３】
　次に、画素の電流源回路に対する設定動作に関して述べる。画素が図７３（Ａ）、図７
３（Ｂ）の構成の場合、画素に配置された電流源回路の設定動作と入力動作は、同時に行
うことができない。従って、画素に配置された電流源回路の設定動作は、画素の電流源回
路が入力動作を行っていないとき、つまり、発光素子に電流が流れていないときに行えば
よい。また信号線駆動回路に配置された電流源回路の設定動作は、画素の電流源回路の設
定動作を行っている期間以外のときであり、かつ、アドレス期間とアドレス期間の間に行
えばよい。
【０３７４】
　以上のことから、画素の電流源回路に対する設定動作は、非点灯期間（Ｔｄ３、Ｔｄ４
）に行い、信号線駆動回路の電流源回路の設定動作は、アドレス期間とアドレス期間の間
に行えばよい。そこで、図８１には、サブフレーム期間ＳＦ３とサブフレーム期間ＳＦ４
の非点灯期間（Ｔｄ３、Ｔｄ４）に画素に配置された電流源回路に対する設定動作を行っ
た場合であり、また、アドレス期間Ｔａ１とアドレス期間Ｔａ２の間、アドレス期間Ｔａ
２とアドレス期間Ｔａ３の間の期間において、信号線駆動回路の電流源回路の設定動作を
行った場合のタイミングチャートを示す。
【０３７５】
　なお、画素に配置された電流源回路に対する設定動作を行う期間が、非点灯期間だけで
はその時間が短く、該設定動作を正確に行うことが困難な場合がある。そのようなときは
、図８２や図８３のように、各アドレス期間の前に、強制的に非点灯期間を設けて、該非
点灯期間で画素の電流源回路に対する設定動作を行ってもよい。なお、図８２は、信号線
駆動回路の電流源回路に対する設定動作と入力動作とを同時に行うことができない場合に
ついて示す。一方、図８３は、信号線駆動回路の電流源回路に対する設定動作と入力動作
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とを同時に行うことができる場合について示す。
【０３７６】
　次に、画素は図７３（Ａ）、図７３（Ｂ）の構成であり、信号線駆動回路は、図５９、
図６０のように、記憶回路４５１を有する構成である場合について説明する。画像表示動
作、つまり、画素の動作に関するタイミングチャートは上記と同様であるので、説明は省
略する。そして、信号線駆動回路に配置された電流源回路の設定動作のタイミングについ
て、図８４、図８５に示す。この場合、ビデオ信号が変化しているときでも、記憶回路４
５１には所定の情報が保存されているので、電流源回路は設定動作を行うことができる。
そこで、設定動作期間Ｔｂ４などの前に、設定期間Ｔｃを設ける。そして前記設定期間Ｔ
ｃにおいて、設定動作を行う電流源回路が選択され、その後、設定動作期間が開始される
。このようにすると、例えば図８３に示すように、アドレス期間中においても、設定動作
期間Ｔｂ４を設けることが出来る。
【０３７７】
　そして、電流源回路の設定動作と入力動作とを同時にできない場合には、図８４のよう
に、画素の電流源に設定動作を行っている間は、信号線駆動回路に配置された電流源回路
は設定動作を行うことはできない。このとき、画素に配置された電流源に設定動作を行う
前に、設定期間Ｔｃを設けて、該設定期間Ｔｃにおいて記憶回路４５１のデータを変更し
、どの電流源回路も設定動作を行わないようにしておく必要がある。よって、図８４に示
すように、一例として、設定動作期間Ｔｂ５の後に、設定期間Ｔｃを設ける必要がある。
一方、電流源回路の設定動作と入力動作を同時に行うことが可能な場合は、図８５のよう
に、画素の電流源への設定動作を行っている間にも、信号線駆動回路の電流源回路の設定
動作を行うことができる。
【０３７８】
　このように、図８４、８５の構成では、１フレーム期間に設定動作期間を多数配置する
ことが出来るため、信号線駆動回路が有する全ての電流源回路が設定動作を終了するまで
の期間を短くすることができる。あるいは、電流源回路が設定動作を行う期間を長くする
ことが出来る。したがって、設定動作をより正確に行うことが出来る。
【０３７９】
　次に、画素は図７３（Ａ）、図７３（Ｂ）の構成であり、信号線駆動回路は、図６１の
ように、記憶回路４５１を有する構成である場合について説明する。画像表示動作、つま
り、画素の動作に関するタイミングチャートは上記と同様であるので、省略する。そして
、信号線駆動回路に配置された電流源回路の設定動作のタイミングチャートを図８６に示
す。この場合、ビデオ信号が変化しているときでも、記憶回路４５１に所定の情報が保存
されているので、電流源回路の設定動作を行うことができる。従って、信号線駆動回路に
配置された電流源回路は、アドレス期間においても、設定動作を行うことができる。また
、論理演算子４５２を制御することで、設定動作を任意の期間で停止させたりすることが
できる。そのため、画素の電流源回路の設定動作を行う前には、設定期間Ｔｃを設ける必
要がない。アドレス期間の途中であっても、第２記憶制御線を制御することにより、設定
動作を終了させることが出来る。したがって、画素の電流源回路の設定動作を行う期間の
長さと、信号線駆動回路の電流源回路の設定動作を行う期間の長さとを、自由に調節する
ことが出来る。
【０３８０】
　これまでは、デジタル階調と時間階調を組み合わせた場合における、タイミングチャー
トに関して述べてきた。つぎに、アナログ階調の場合のタイミングチャートについて述べ
る。
【０３８１】
　まず、画素は、図１３（Ａ）もしくは図１３（Ｂ）であるとする。信号線駆動回路は、
図５もしくは図４９や図５０の構成であるとする。このときのタイミングチャートを図９
に示す。１行づつ走査線（図１３（Ａ）での第１の走査線１１０２や図１３（Ｂ）での第
１の走査線１１３２）を選択し、信号線（図１３（Ａ）での１１０１や図１３（Ｂ）での
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１１３１）から電流を入力していく。この電流は、ビデオ信号に応じた値になっている。
このように、１行づつ選択し、信号線から電流を入力していく動作を、１フレーム期間か
けて行う。
【０３８２】
　以上が、画像表示動作、つまり、画素の動作に関するタイミングチャートである。次に
、信号線駆動回路に配置された電流源回路の設定動作のタイミングについて述べる。信号
線駆動回路に配置された電流源回路の入力動作は、通常は、１フレーム期間かけて行われ
る。従って、従来のままでは、信号線駆動回路に配置された電流源回路の設定動作を行う
ことができない。そこで、図９に示すように、各水平走査期間の最初に設定期間Ｔｃ及び
設定動作期間Ｔｂを設ける。そして、設定期間Ｔｃにおいて、どの電流源回路に設定動作
を行うのかを選択し、その後設定動作期間Ｔｂにおいて設定動作を行うようにする。なお
、その期間は、帰線期間と一致させてもよい。そして、その後、信号線駆動回路の電流源
回路の入力動作を行う。
【０３８３】
　次に、画素は図１３（Ａ）もしくは図１３（Ｂ）の構成であり、信号線駆動回路は図１
０に示すように、記憶回路４５１を有する構成である。そして、信号線駆動回路に配置さ
れた電流源回路において、設定動作と入力動作を同時に行うことが可能な場合、図１１に
示すように、設定期間Ｔｂを長くとることができる。なお、信号線駆動回路の電流源回路
の設定動作を行う場合には、電流が漏れたり、別の電流が入ってきたりすることが無い状
態で行う必要がある。よって、図２４におけるトランジスタ１８２、図５０におけるトラ
ンジスタＡ、Ｂ、Ｃなどは、信号線駆動回路の電流源回路の設定動作を行う前には、オフ
状態にしておく必要がある。ただし、図５１のように、トランジスタ１９３が配置されて
いて、電流が漏れたり、別の電流が入ってきたりすることが無い構成の場合には、そのよ
うな電流を考慮する必要はない。
【０３８４】
　本実施例は、実施の形態１～１０、実施例１と任意に組み合わせることが可能である。
【実施例３】
【０３８５】
　本実施例では、カラー表示を行う場合の工夫について述べる。
【０３８６】
　発光素子が有機ＥＬ素子である場合、発光素子に同じ大きさの電流を流しても、色によ
って、その輝度が異なる場合がある。また、発光素子が経時的な要因などにより劣化した
場合、その劣化の度合いは、色によって異なる。そのため、発光素子を用いた発光装置に
おいて、カラー表示を行う際には、そのホワイトバランスを調節するためにさまざまな工
夫が必要である。
【０３８７】
　最も単純な手法は、画素に入力する電流の大きさを色によって変えることである。その
ためには、リファレンス用定電流源の電流の大きさを色によって変えればよい。
【０３８８】
　その他の手法としては、画素、信号線駆動回路、リファレンス用定電流源などにおいて
、図６（Ｃ）～図６（Ｅ）のような回路を用いることである。そして、図６（Ｃ）～図６
（Ｅ）のような回路において、カレントミラー回路を構成する２つのトランジスタのＷ／
Ｌの比率を色によって変える。これにより、画素に入力する電流の大きさが色によって変
えることができる。
【０３８９】
　さらに他の手法としては、点灯期間の長さを色によって変えることである。これは、時
間階調方式を用いている場合、また用いていない場合のどちらの場合にも適用できる。本
手法により、各画素の輝度を調節することができる。
【０３９０】
　以上のような手法を用いることにより、あるいは、組み合わせて用いることにより、ホ



(53) JP 4610632 B2 2011.1.12

10

20

30

40

50

ワイトバランスを容易に調節することができる。
【０３９１】
　本実施例は、実施の形態１～１０、実施例１、２と任意に組み合わせることが可能であ
る。
【実施例４】
【０３９２】
　本実施例では、本発明の発光装置（半導体装置）の外観について、図１２を用いて説明
する。図１２は、トランジスタが形成された素子基板をシーリング材によって封止するこ
とによって形成された発光装置の上面図であり、図１２（Ｂ）は、図１２（Ａ）のＡ－Ａ
’における断面図、図１２（Ｃ）は図１２（Ａ）のＢ－Ｂ’における断面図である。
【０３９３】
　基板４００１上に設けられた画素部４００２と、ソース信号線駆動回路４００３と、ゲ
ート信号線駆動回路４００４ａ、ｂとを囲むようにして、シール材４００９が設けられて
いる。また画素部４００２と、ソース信号線駆動回路４００３と、ゲート信号線駆動回路
４００４ａ、ｂとの上にシーリング材４００８が設けられている。よって画素部４００２
と、ソース信号線駆動回路４００３と、ゲート信号線駆動回路４００４ａ、ｂとは、基板
４００１とシール材４００９とシーリング材４００８とによって、充填材４２１０で密封
されている。
【０３９４】
　また基板４００１上に設けられた画素部４００２と、ソース信号線駆動回路４００３と
、ゲート信号線駆動回路４００４ａ、ｂとは、複数のＴＦＴを有している。図１２（Ｂ）
では代表的に、下地膜４０１０上に形成された、ソース信号線駆動回路４００３に含まれ
る駆動ＴＦＴ（但し、ここではｎチャネル型ＴＦＴとｐチャネル型ＴＦＴを図示）４２０
１及び画素部４００２に含まれる消去用ＴＦＴ４２０２を図示した。
【０３９５】
　本実施例では、駆動ＴＦＴ４２０１には公知の方法で作製されたｐチャネル型ＴＦＴま
たはｎチャネル型ＴＦＴが用いられ、消去用ＴＦＴ４２０２には公知の方法で作製された
ｎチャネル型ＴＦＴが用いられる。
【０３９６】
　駆動ＴＦＴ４２０１及び消去用ＴＦＴ４２０２上には層間絶縁膜（平坦化膜）４３０１
が形成され、その上に消去用ＴＦＴ４２０２のドレインと電気的に接続する画素電極（陽
極）４２０３が形成される。画素電極４２０３としては仕事関数の大きい透明導電膜が用
いられる。透明導電膜としては、酸化インジウムと酸化スズとの化合物、酸化インジウム
と酸化亜鉛との化合物、酸化亜鉛、酸化スズまたは酸化インジウムを用いることができる
。また、前記透明導電膜にガリウムを添加したものを用いても良い。
【０３９７】
　そして、画素電極４２０３の上には絶縁膜４３０２が形成され、絶縁膜４３０２は画素
電極４２０３の上に開口部が形成されている。この開口部において、画素電極４２０３の
上には発光層４２０４が形成される。発光層４２０４は公知の発光材料または無機発光材
料を用いることができる。また、発光材料には低分子系（モノマー系）材料と高分子系（
ポリマー系）材料があるがどちらを用いても良い。
【０３９８】
　発光層４２０４の形成方法は公知の蒸着技術もしくは塗布法技術を用いれば良い。また
、発光層４２０４の構造は正孔注入層、正孔輸送層、発光層、電子輸送層または電子注入
層を任意に組み合わせて積層構造または単層構造とすれば良い。
【０３９９】
　発光層４２０４の上には遮光性を有する導電膜（代表的にはアルミニウム、銅もしくは
銀を主成分とする導電膜またはそれらと他の導電膜との積層膜）からなる陰極４２０５が
形成される。また、陰極４２０５と発光層４２０４の界面に存在する水分や酸素は極力排
除しておくことが望ましい。従って、発光層４２０４を窒素または希ガス雰囲気で形成し
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、酸素や水分に触れさせないまま陰極４２０５を形成するといった工夫が必要である。本
実施例ではマルチチャンバー方式（クラスターツール方式）の成膜装置を用いることで上
述のような成膜を可能とする。そして陰極４２０５は所定の電圧が与えられている。
【０４００】
　以上のようにして、画素電極（陽極）４２０３、発光層４２０４及び陰極４２０５から
なる発光素子４３０３が形成される。そして発光素子４３０３を覆うように、絶縁膜上に
保護膜が形成されている。保護膜は、発光素子４３０３に酸素や水分等が入り込むのを防
ぐのに効果的である。
【０４０１】
　４００５ａは電源線に接続された引き回し配線であり、消去用ＴＦＴ４２０２のソース
領域に電気的に接続されている。引き回し配線４００５ａはシール材４００９と基板４０
０１との間を通り、異方導電性フィルム４３００を介してＦＰＣ４００６が有するＦＰＣ
用配線４３０１に電気的に接続される。
【０４０２】
　シーリング材４００８としては、ガラス材、金属材（代表的にはステンレス材）、セラ
ミックス材、プラスチック材（プラスチックフィルムも含む）を用いることができる。プ
ラスチック材としては、ＦＲＰ（Ｆｉｂｅｒｇｌａｓｓ－Ｒｅｉｎｆｏｒｃｅｄ　Ｐｌａ
ｓｔｉｃｓ）板、ＰＶＦ（ポリビニルフルオライド）フィルム、マイラーフィルム、ポリ
エステルフィルムまたはアクリル樹脂フィルムを用いることができる。また、アルミニウ
ムホイルをＰＶＦフィルムやマイラーフィルムで挟んだ構造のシートを用いることもでき
る。
【０４０３】
　但し、発光層からの光の放射方向がカバー材側に向かう場合にはカバー材は透明でなけ
ればならない。その場合には、ガラス板、プラスチック板、ポリエステルフィルムまたは
アクリルフィルムのような透明物質を用いる。
【０４０４】
　また、充填材４２１０としては窒素やアルゴンなどの不活性な気体の他に、紫外線硬化
樹脂または熱硬化樹脂を用いることができ、ＰＶＣ（ポリビニルクロライド）、アクリル
、ポリイミド、エポキシ樹脂、シリコン樹脂、ＰＶＢ（ポリビニルブチラル）またはＥＶ
Ａ（エチレンビニルアセテート）を用いることができる。本実施例では充填材として窒素
を用いた。
【０４０５】
　また充填材４２１０を吸湿性物質（好ましくは酸化バリウム）もしくは酸素を吸着しう
る物質にさらしておくために、シーリング材４００８の基板４００１側の面に凹部４００
７を設けて吸湿性物質または酸素を吸着しうる物質４２０７を配置する。そして、吸湿性
物質または酸素を吸着しうる物質４２０７が飛び散らないように、凹部カバー材４２０８
によって吸湿性物質または酸素を吸着しうる物質４２０７は凹部４００７に保持されてい
る。なお凹部カバー材４２０８は目の細かいメッシュ状になっており、空気や水分は通し
、吸湿性物質または酸素を吸着しうる物質４２０７は通さない構成になっている。吸湿性
物質または酸素を吸着しうる物質４２０７を設けることで、発光素子４３０３の劣化を抑
制できる。
【０４０６】
　図１２（Ｃ）に示すように、画素電極４２０３が形成されると同時に、引き回し配線４
００５ａ上に接するように導電性膜４２０３ａが形成される。
【０４０７】
　また、異方導電性フィルム４３００は導電性フィラー４３００ａを有している。基板４
００１とＦＰＣ４００６とを熱圧着することで、基板４００１上の導電性膜４２０３ａと
ＦＰＣ４００６上のＦＰＣ用配線４３０１とが、導電性フィラー４３００ａによって電気
的に接続される。
【０４０８】
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　本実施例は、実施の形態１～１０、実施例１～３と任意に組み合わせることが可能であ
る。
【実施例５】
【０４０９】
　発光素子を用いた発光装置は自発光型であるため、液晶ディスプレイに比べ、明るい場
所での視認性に優れ、視野角が広い。従って、様々な電子機器の表示部に用いることがで
きる。
【０４１０】
　本発明の発光装置を用いた電子機器として、ビデオカメラ、デジタルカメラ、ゴーグル
型ディスプレイ（ヘッドマウントディスプレイ）、ナビゲーションシステム、音響再生装
置（カーオーディオ、オーディオコンポ等）、ノート型パーソナルコンピュータ、ゲーム
機器、携帯情報端末（モバイルコンピュータ、携帯電話、携帯型ゲーム機または電子書籍
等）、記録媒体を備えた画像再生装置（具体的にはＤｉｇｉｔａｌ　Ｖｅｒｓａｔｉｌｅ
　Ｄｉｓｃ（ＤＶＤ）等の記録媒体を再生し、その画像を表示しうるディスプレイを備え
た装置）などが挙げられる。特に、斜め方向から画面を見る機会が多い携帯情報端末は、
視野角の広さが重要視されるため、発光装置を用いることが望ましい。それら電子機器の
具体例を図２２に示す。
【０４１１】
　図２２（Ａ）は発光装置であり、筐体２００１、支持台２００２、表示部２００３、ス
ピーカー部２００４、ビデオ入力端子２００５等を含む。本発明の発光装置は表示部２０
０３に用いることができる。また本発明により、図２２（Ａ）に示す発光装置が完成され
る。発光装置は自発光型であるためバックライトが必要なく、液晶ディスプレイよりも薄
い表示部とすることができる。なお、発光装置は、パソコン用、ＴＶ放送受信用、広告表
示用などの全ての情報表示用表示装置が含まれる。
【０４１２】
　図２２（Ｂ）はデジタルスチルカメラであり、本体２１０１、表示部２１０２、受像部
２１０３、操作キー２１０４、外部接続ポート２１０５、シャッター２１０６等を含む。
本発明の発光装置は表示部２１０２に用いることができる。また本発明により、図２２（
Ｂ）に示すデジタルスチルカメラが完成される。
【０４１３】
　図２２（Ｃ）はノート型パーソナルコンピュータであり、本体２２０１、筐体２２０２
、表示部２２０３、キーボード２２０４、外部接続ポート２２０５、ポインティングマウ
ス２２０６等を含む。本発明の発光装置は表示部２２０３に用いることができる。また本
発明により、図２２（Ｃ）に示す発光装置が完成される。
【０４１４】
　図２２（Ｄ）はモバイルコンピュータであり、本体２３０１、表示部２３０２、スイッ
チ２３０３、操作キー２３０４、赤外線ポート２３０５等を含む。本発明の発光装置は表
示部２３０２に用いることができる。また本発明により、図２２（Ｄ）に示すモバイルコ
ンピュータが完成される。
図２２（Ｅ）は記録媒体を備えた携帯型の画像再生装置（具体的にはＤＶＤ再生装置）で
あり、本体２４０１、筐体２４０２、表示部Ａ２４０３、表示部Ｂ２４０４、記録媒体（
ＤＶＤ等）読み込み部２４０５、操作キー２４０６、スピーカー部２４０７等を含む。表
示部Ａ２４０３は主として画像情報を表示し、表示部Ｂ２４０４は主として文字情報を表
示するが、本発明の発光装置はこれら表示部Ａ、Ｂ２４０３、２４０４に用いることがで
きる。なお、記録媒体を備えた画像再生装置には家庭用ゲーム機器なども含まれる。また
本発明により、図２２（Ｅ）に示すＤＶＤ再生装置が完成される。
【０４１５】
　図２２（Ｆ）はゴーグル型ディスプレイ（ヘッドマウントディスプレイ）であり、本体
２５０１、表示部２５０２、アーム部２５０３を含む。本発明の発光装置は表示部２５０
２に用いることができる。また本発明により、図２２（Ｆ）に示すゴーグル型ディスプレ
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イが完成される。
【０４１６】
　図２２（Ｇ）はビデオカメラであり、本体２６０１、表示部２６０２、筐体２６０３、
外部接続ポート２６０４、リモコン受信部２６０５、受像部２６０６、バッテリー２６０
７、音声入力部２６０８、操作キー２６０９、接眼部２６１０等を含む。本発明の発光装
置は表示部２６０２に用いることができる。また本発明により、図２２（Ｇ）に示すビデ
オカメラが完成される。
【０４１７】
　ここで図２２（Ｈ）は携帯電話であり、本体２７０１、筐体２７０２、表示部２７０３
、音声入力部２７０４、音声出力部２７０５、操作キー２７０６、外部接続ポート２７０
７、アンテナ２７０８等を含む。本発明の発光装置は表示部２７０３に用いることができ
る。なお、表示部２７０３は黒色の背景に白色の文字を表示することで携帯電話の消費電
流を抑えることができる。また本発明により、図２２（Ｈ）に示す携帯電話が完成される
。
【０４１８】
　なお、将来的に発光材料の発光輝度が高くなれば、出力した画像情報を含む光をレンズ
等で拡大投影してフロント型若しくはリア型のプロジェクターに用いることも可能となる
。
【０４１９】
　また、上記電子機器はインターネットやＣＡＴＶ（ケーブルテレビ）などの電子通信回
線を通じて配信された情報を表示することが多くなり、特に動画情報を表示する機会が増
してきている。発光材料の応答速度は非常に高いため、発光装置は動画表示に好ましい。
【０４２０】
　また、発光装置は発光している部分が電力を消費するため、発光部分が極力少なくなる
ように情報を表示することが望ましい。従って、携帯情報端末、特に携帯電話や音響再生
装置のような文字情報を主とする表示部に発光装置を用いる場合には、非発光部分を背景
として文字情報を発光部分で形成するように駆動することが望ましい。
【０４２１】
　以上の様に、本発明の適用範囲は極めて広く、あらゆる分野の電子機器に用いることが
可能である。また本実施例の電子機器は、実施の形態１～１０、実施例１～４に示したい
ずれの構成の発光装置を用いても良い。
【図面の簡単な説明】
【０４２２】
【図１】は、信号線駆動回路の図。
【図２】は、信号線駆動回路の図。
【図３】は、信号線駆動回路の図（１ビット）。
【図４】は、信号線駆動回路の図（３ビット）。
【図５】は、信号線駆動回路の図（３ビット）。
【図６】は、電流源回路の回路図。
【図７】は、電流源回路の回路図。
【図８】は、電流源回路の回路図。
【図９】は、タイミングチャート。
【図１０】は、信号線駆動回路の図。
【図１１】は、タイミングチャート。
【図１２】は、発光装置の外観を示す図。
【図１３】は、発光装置の画素の回路図。
【図１４】は、駆動方法を説明する図。
【図１５】は、発光装置を示す図。
【図１６】は、発光装置の画素の回路図。
【図１７】は、発光装置の画素の動作を説明する図。
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【図１８】は、電流源回路の図。
【図１９】は、電流源回路の動作を説明する図。
【図２０】は、電流源回路の動作を説明する図。
【図２１】は、電流源回路の動作を説明する図。
【図２２】は、本発明が適用される電子機器を示す図。
【図２３】は、信号線駆動回路の図（３ビット）。
【図２４】は、信号線駆動回路の図（３ビット）。
【図２５】は、駆動方法を説明する図。
【図２６】は、駆動方法を説明する図。
【図２７】は、信号線駆動回路の図。
【図２８】は、信号線駆動回路の図。
【図２９】は、駆動方法を説明する図。
【図３０】は、信号線駆動回路の図。
【図３１】は、駆動方法を説明する図。
【図３２】は、リファレンス用定電流源の回路図。
【図３３】は、リファレンス用定電流源の回路図。
【図３４】は、リファレンス用定電流源の回路図。
【図３５】は、リファレンス用定電流源の回路図。
【図３６】は、信号線駆動回路の図。
【図３７】は、信号線駆動回路の図。
【図３８】は、電流源回路の回路図。
【図３９】は、電流源回路の回路図。
【図４０】は、電流源回路の回路図。
【図４１】は、電流源回路の回路図。
【図４２】は、電流源回路の回路図。
【図４３】は、電流源回路の回路図。
【図４４】は、信号線駆動回路の図。
【図４５】は、信号線駆動回路の図。
【図４６】は、信号線駆動回路の図。
【図４７】は、信号線駆動回路の図。
【図４８】は、信号線駆動回路の図。
【図４９】は、信号線駆動回路の図。
【図５０】は、信号線駆動回路の図。
【図５１】は、信号線駆動回路の図。
【図５２】は、信号線駆動回路の図。
【図５３】は、信号線駆動回路の図。
【図５４】は、発光装置の図。
【図５５】は、信号線駆動回路の図。
【図５６】は、信号線駆動回路の図。
【図５７】は、信号線駆動回路の図。
【図５８】は、信号線駆動回路の図。
【図５９】は、信号線駆動回路の図。
【図６０】は、信号線駆動回路の図。
【図６１】は、信号線駆動回路の図。
【図６２】は、信号線駆動回路の図。
【図６３】は、信号線駆動回路の図。
【図６４】は、信号線駆動回路の図。
【図６５】は、信号線駆動回路の図。
【図６６】は、信号線駆動回路の図。
【図６７】は、信号線駆動回路の図。
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【図６８】は、信号線駆動回路の図。
【図６９】は、信号線駆動回路の図。
【図７０】は、信号線駆動回路の図。
【図７１】は、信号線駆動回路の図。
【図７２】は、信号線駆動回路の図。
【図７３】は、発光装置の画素の回路図。
【図７４】は、タイミングチャート。
【図７５】は、タイミングチャート。
【図７６】は、タイミングチャート。
【図７７】は、タイミングチャート。
【図７８】は、タイミングチャート。
【図７９】は、タイミングチャート。
【図８０】は、タイミングチャート。
【図８１】は、タイミングチャート。
【図８２】は、タイミングチャート。
【図８３】は、タイミングチャート。
【図８４】は、タイミングチャート。
【図８５】は、タイミングチャート。
【図８６】は、タイミングチャート。
【図８７】は、電流源回路のレイアウト図。
【図８８】は、電流源回路の回路図。
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